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序章













　夜中、トイレに起きるのは久しぶりの経けい験けんだった。

　これからいよいよ夏本番、クーラーもない部屋で過ごす夜はさすがに寝苦しい──わけではなかった。

　浅あそ生う一かず馬まの寝泊まりしている場所は、聖堂と呼ばれる地下の異空間である。普通の人間には入ることもできないその場においては、季節に拘かかわらず常に適温が保たれているので、一馬は城主になって以来日々の安眠を約束されていた。言うなれば、それが城主の数少ない特権のひとつだったわけだが。

　今日はなぜか夜半頃ごろに起き出し、眠い目をこすりながら真夜中の廊下へと出ていく羽目になっていた。さすがに城主ともなると、脳天気な高校生のままというわけにもいかず、いろいろ抱える責任やストレスも多く、生活のリズムがたまに狂うこともあるのだろう……。

「うー、酔った……」

　え？

「ちょっと調子に乗りすぎたかなー……。トイレが近くていけねえや」

　赤い顔をして、オヤジ臭くさい台詞せりふをげっぷ混じりに洩もらす。……高校生の分際で何をしてやがるんですか、あなたは。

　長い夜、ひとりきりで過ごすことの多い一かず馬まはやはり退屈を持て余すことがある。そういうとき、たまに教師がいないタイミングを見計らって、宿直室へ物色に出かけるのだ。同じく学園に泊まりこむ身、いろいろ面おも白しろいものでもあるかもしれない──ってんで、いままでもカップラーメンやら雑誌やら、携帯のゲーム機やら……無断で借用しては、返すのを忘れてきた（窃せつ盗とう罪）一馬なのだが、今日はまた格別の品々があった。

　缶ビールが一本。そして、何といっても『鬼殺し』。

　鬼を殺すのだ。そういう酒なのだ。浅あそ生う一馬、城主となって、先陣切って鬼と戦う身となったからにゃ、鬼をも吞のみ干す勢いで吞んでみせます！

　……と、ひとりで盛り上がってしまった。

　ほとんど酒など吞んだこともない一馬だから、適量がわからずビール全部と、『鬼殺し』コップ三杯をぐぐいと空ける始末。

　で、結果。

　じょぼじょぼじょぼじょぼじょぼじょぼ。

「ふぃーっ……」

　誰だれもいないトイレの中。実に気持ちよさそうに用を足す男の姿があった。

「しかーし、このトイレ、顔の位置にちょうど窓があっていけねえや。ここにこう、白い顔がぽやーっと浮かび上がった日にゃ、びっくりして小便も止まっちまうじゃねえか」

　じょぼじょぼじょぼじょぼじょぼじょぼ。

「そりゃあね、おかみさん。おれだってもう子供じゃねえんだ。いつまでも夜中のトイレが怖いよー、なあんて柄がらでもねえ。でもね、こういう、誰もいないだだっ広い学校の中のトイレ、ってのはそれでもなんかこう、ぶるっと寒気が来るっていうんですかねえ……おうっ」

　なぜか落語口調でぶつぶつ言いながら、一馬は本当にぶるっと震ふるえた。何のことはない、用を足している最中、身体からだから熱が逃げたせいで寒気に襲おそわれただけの話。というか、おかみさんって誰だ。

「まー、たといお化けのたぐいが出たところで、鬼を殺そうってえ、この浅生一馬が怯おびえるわけもないんですがね。ちょちょいのちょーい、で片づけてやりまっさあ。はっはっはっは」

「ふうん。そうなんだ、強いんだね」

「あったりまえじゃないですかい。おかみさん……おかみさん？　おかみさんのわりに幼い声してますなあ……」

　って。

　一かず馬まは声がした方向を見上げた。窓のすぐ下、いくぶん前へ迫たどり出した場所に、ひとりの女の子が腰掛けていた。

　じょぼじょぼじょぼじょぼ……じょぼ。

　ぷらぷらと白い足を揺らしている。歳としの頃ころは五、六くらい。まん丸の黒目がちの目が一馬をまっすぐ見下ろしている。一度も切ったことがないのか、長い髪をしていた。

　じょ…………ぼ。

「あ、止まった」女の子はしげしげと覗のぞきこみながら言った。「ふうん、かずまのはそんなのなんだ。パパのより可愛かわいいね」

　があん。

　一馬はよろめいた。頭を鉄てつ槌ついで思いきりぶん殴られたような衝しよう撃げきが走った。

「そんなのて……そんなのて」よよ、と便器にすがりついて泣きはじめる。「そりゃあね、子供のとき……ちょうどおねーさんと同じ歳ぐらいだったかなあ……壬み琴ことさんって人に虐いじめられて裸にされたときね。『象さんにしてやろう』って、マジックでいたずら描がきされたんですけどね、『あはは、こんな短い鼻の象さんいねーよ』って馬ば鹿か笑いされて。あれ以来、壬琴さんにはほのかな殺意を抱いてるんですけどね……」

「ふうん。ま、どうでもいいじゃない。男の子はそんなとこで決まるもんじゃないって。ね、それよりあそぼ？」
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　よよよ、と一かず馬まはまだ泣き崩れている。女の子はあわてたように、

「あん、もう、可愛かわいいなんて言わないからさー。せっかく出られたんだから、遊ぼうよー、かずまー」

「ぐすっ。呼び捨てはやめな、呼び捨ては」

　鼻を啜すすって一馬は女の子に注意した。殿さまになって以来、そりゃ学園内の知名度がはるかにアップしたのは間違いないが、初等部の女の子から呼び捨てにされるいわれなどない。

「親おや御ごさんも心配してらっしゃる。とっととお家うちに帰りなせえ。ついでに男子のトイレを覗のぞき見する趣しゆ味みもやめなっせえ」

「あー、偉そうなんだ」女の子はぷっと膨ふくれた。「かずまも同じ趣味持ってるって知ってるもんね。あ、だったら、いっしょに覗きにいく？　ね、いこ。いこったらいこー」

　女の子は一馬のパジャマの袖そでを摑つかんで催さい促そくする。一馬はうっとうしそうにその手を振り払った。

「ああ、もう。お子さまと遊んでる暇なぞ城主にはありやしません。とっとと帰りなせえ。……ったく、最近のガキはこまっしゃくれてるだけじゃあなくて、空までふわふわ浮きやがる」

　そこまで言ったところで、ふっ──と酔いの只ただ中なかにあった意い識しきが一歩外へと抜け出る。火ほ照てっていた肌が一気に冷めた。洗面台に向かいかけていた足を止め、愕がく然ぜんとした表情で振り返る。

　そう、一馬の袖を摑む女の子の小さな身体からだは宙に浮いていたのだ。女の子はふわふわ浮いたまま、凄すごく怒った顔で一馬をにらみつけていた。

「ふーんだ、かずまの馬ば鹿か！　せっかくかずまと遊んであげようと思ったのに。もうこっちからごめんだ。すけべ、へんたい、すけこましー！」

　キンキン響ひびく声でまくし立てると、女の子はそのままトイレの壁かべをつるりとすり抜けて、消えていった。

　突っ立ったままの一馬の身体にじんわりと汗が染み出てくる。暑さのせいではない。汗は異様に冷たかった。

　すう、と肺いっぱいに息を吸いこむ。

　ぴたりとその息を止めて。はい、どうぞ。

「ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　真夜中の学園、叫ぶ城主。

　これはこれで新たな怪かい談だん話になりそうな夏の珍風景だった。

　叫び、わめき、泣きながら、一馬は猛ダッシュした。

　どれくらいダッシュしたかというと、トイレを出て聖堂へいき、布団へ潜もぐりこんでがくがく震ふるえ──るかと思いきや、いきなり荷物をまとめて両手に抱えこんだまま廊下へ戻って、そこから世界記き録ろくに迫ろうかという勢いのスピードで校舎から飛び出、土煙を立てながら校庭を突っ切ると、あっという間に……。




　大荷物を背負った一かず馬まは、浅あそ生う家玄関前にいた。深夜。当然、辺りは静まり返っているというのに近所迷惑も顧かえりみず、ドアをがんがん打ち鳴らしていると、「何じゃい、騒そう々ぞうしい」と剣けん三ぞうが出てきた。

「た、たた、ただいま戻りました！」

　と、一馬は戦地から帰ってきた召集兵のように敬礼する。剣三が無言でドアを閉めようとすると無理矢理すがりついた。

「泊めてくれー、後生だから泊めてくれよおおおお。もう嫌いやなんだよお。学校に寝泊まりするのはもう嫌だあああ」

「何を甘えておるか、一馬。城主としての責務をきちんとまっとうせい！」

「あんなのが出るなんて聞いてなかったんだよお。鬼はともかく、猪い名な川がわ淳じゆん二じの世界はごめんだあああ」

　玄関口でわあわあわめいてたもんだから、美み亜あまでのそのそと起き出してきた。一馬は一いち縷るの望みを「もと」妹に託すことにした。

「お、おお、愛いとしの我が妹君ぎみ。なあ、哀れなお兄さまに同情してくれないか。おまえからも、じいさまを説得してはもらえんか。おまえも夜よ這ばいができるぞ、な、な……」

　一馬は忘れていた。美亜は普段ふだんからも寝覚めが悪い。熟じゆく睡すいしているところを起こされようもんなら、鬼だって裸足はだしで逃げていくくらいに怒り狂う。美亜がまだ幼稚園のとき、お遊ゆう戯ぎの最中に寝てしまったところ、揺り起こそうとした先生に、いきなり嚙かみついて全治一週間の怪け我がを負わせたのは、美亜にとって封印されし過去のひとつだ。

　いまは夜中の二時。美亜は半分閉じた瞼まぶたの下から、一馬をじろりとにらみつけた。「う」と一馬が硬直する──と、彼女はそのまま姿を消した。

　何となくほっとした直後、すぐに戻ってきた美亜は手に恐ろしいものを携えていた。

「や、やめい、美亜！」

　さすがに剣三が顔色を変えて美亜を止めようとする。その手にあるのは、床の間に置いてある剣三の真剣だった。

　鯉こい口ぐちを切って、しゃらっと刀を引き抜く。

　咄とつ嗟さに反転した一馬は、玄関口から逃げ出そうとした。遅かった。背筋が凍りつく。美亜はその刀を、一馬めがけて一気に投とう擲てきした。

　ひゅんひゅんひゅんッ……と風を切って回転したそれが、ものの見事に浅生一馬の後頭部へ命中する。「あへっ」と奇声を発した一馬は、そのままばったり前に倒れて動かなくなった。

　夜はふたたび、静けさを取り戻した。










一章「殿様気分で……？」













１──

　汗まみれの女体が二つ、蠢うごめいていた。

　どちらも高校生離れしたテクニックの持ち主だ。手と手、足と足とが複雑に組み合い、ともに若さではちきれんばかりの胸や腰がぐいぐいと密着していく。

「むう」

　はしたない格好で床に這はったひとりの上から、もうひとりが覆おおい被かぶさった。

「むうううう」

　伸のしかかられたほうが苦しげに身み悶もだえる。ピンク色に染まった頰ほお。ともに荒々しく乱れる息遣い。

「むううううううううう」

「あの」

　ひとり唸うなっていた男の背後から、静かな声が呼びかけた。

「もうよろしいでしょうか、一かず馬まさん。あまり時間もありませんので、そろそろ次のクラブにいきたいのですが」

「あっ……そ、そうなの？」

　目をまん丸に見開いて凝ぎよう視ししていた一馬は、夢から覚めたような顔つきになって無念そうに振り向いた。前方では女子レスリング部員たちの至極真剣な練習風景がつづいている。

　生徒会長の草くさ薙なぎみづきは、一馬の口もとを指差し、

「涎よだれ、垂れてますわ」

　と言った。おっと、と一馬はあわてて唇を拭ぬぐう。さすがに赤面を禁じ得ない場面だが、みづきは気にしたふうもなく、さっさと歩きはじめていた。レスリング部きってのアイドル同士が相打つ世紀の決戦を見逃すのは惜しいものの、みづきを本気で怒らせると怖いので、仕方なく一馬はその背中を追うことにした。

　みづきは手にした書類を眺めつつ、

「次はお隣となりの男子レスリング部です。武部連リーダーが挙げた推すい薦せんリストをご覧らんいただけたかと思いますが、その筆頭に挙げられている生徒がいらっしゃいますね。我々に欠けているのは敵に切りこんでいく攻こう撃げき手ですから、ぜひいまのような熱意を少しでも保ったままご覧ください」

　とこちらも生き真面目まじめに言うのだが、一馬は聞いちゃいない。今度はみづきのすらりとした後ろ姿に夢中だった。対象が変わるごとにいちいち夢中になる、犬みたいな奴やつなのだ。しかしそれも無理はない。スカートの裾すそを乱さずに足を定期的に運ぶその姿。長い髪が揺れるたび、何だか芳かんばしいお日さまの匂においが漂うようで、一馬は本物の犬みたいに鼻をひくつかせた。

「女子レスリング部のキャプテン、いつにも増して張りきってたねー。やっぱ、城主さまが見学に来られるってんで意い識しきしてたのかな？　よっ、この女殺し。憎いね！」

　後ろから別の声が聞こえてきたが、一馬は完全に無視した。みづきにつづいて廊下を歩き、お隣の男子レスリング部の練習場へと足を踏み入れる。

　クラブ棟と渡り廊下でつながったこのプレハブの建物は、Ｂクラスのクラブが使用する練習場だ。決して豪華ではないものの、部員七、八名のクラブが活動するには充分すぎるスペースと設備が備えられている。

　ドアを開けるや否や、むわッ、と内側に溜たまっていた熱気が、おびただしい臭気ごと一馬の顔に吹きつけてきた。反射的に顔を背けそうになる。

　ざっと一馬は見学した。

「さ、次いこう」

「もうですか？」みづきは腕時計に目を落とす。「先ほどの見学時間が約一七分。今回は……三秒？」

「うん。うーん？　みづきさんがそう言うならもうちょっと頑張ってもいいけど、まあそれでも一〇秒が限界ですよ？」

　真顔で一かず馬まは言った。絶対不変の真理を語るがごとく。みづきはそっとため息をついて、「わかりました」と頷うなずいてまた歩き出す。背中に飛んでくる「おりゃああ」「ぐおおおう」という男子たちの掛け声がほとんどやけくそ気味なのはいたしかたない。ごめん、描写もしないで。

「あはははっ、兄貴が男子部を見学したいわけないもんねー。みづき姐ねえもわかってきたみたい？　初日の男子柔道部なんか、『見てください』『いや』『見なさい』『やだ』とか、何だかんだで一時間もお互い譲ゆずらなかったもんね。結局、鉄の生徒会長さまも折れるしかなかったわけだ。兄貴の煩ぼん悩のう相手じゃ……」

「浅生くん」

　一馬は言った。後ろを見ようともしない。

「う、うん。何？　なになになになに？」

　まるでテレビカメラに映りたくて必死になっている素人しろうとみたいに、一馬の後ろでぴょんぴょこ跳ねながらその声の主が尋ねてくる。一馬はにべもなく言った。

「兄貴と呼ばないでくれるかね、浅あそ生うくん。もうきみとはそんな間柄ではないのだよ。知らない人が聞いたら誤解してしまうぢゃないか、自制しなさい」

　うっ、と背後で女子生徒が押し黙だまる。それでもめげず、

「そ、そんなあ、お、お兄ちゃん、ひどいよ。あたしたちが過ごした一五年間は噓うそだったの？」

「噓にしたのはおまえだ」

　くッ、と背後で女子生徒は押し黙る。それでもめげず、

「な、なーに？　あたしがあんなこと本気でしたとでも思うの？　兄貴もまだまだ妹のことがよくわかってないなあ。あれはさ、兄貴が最近忙しくて構ってくれなかったから、あんなふうに久しぶりに同じ屋根の下にいられて舞まい上がっちゃったんじゃない。ね？　ね、そうなんだってば」

「舞い上がるとおんどれは日本刀を投げつけるのか」

　ぐふっ、と今度こそ女子生徒は完全に沈ちん黙もくした。無論、一馬を兄と呼ぶ以上、彼女は浅生美み亜あだ。

　ずんずんと前を歩く一馬の後頭部には、つい先日まででっかいたんこぶができていた。誰だれかさんが投げつけた日本刀の柄つかの部分が命中したためだ。

「あー、よかったね。刀が刺さったんじゃなくってさ。柄で本当によかったよ。刀の部分だったら、さ・す・がの城主さまも死んでたからなー。あー、よかった！」

　聞こえよがしに一馬は怒鳴りつけ、それでも健けな気げにあとをついてきていた美亜の足を「ううう」と止めさせる。しばし無言がつづいたあと、美み亜あは「わああああん」と泣きに泣いてその場を駆け去っていった。

　ふんッ、と一かず馬まが鼻息も荒く吐き捨てたとき、

「一馬さん、何があったかは知りませんが、あまり仲間である美亜さんと……」

「仲間を殺そうとする奴やつが仲間でしょうか、いや違う、そんなはずはない」

　こちらを振り向いたみづきに間髪入れず顔を突きつける。みづきは一いつ瞬しゆん言葉を吞のんで、「ええと」と小首を傾かしげたのち、

「今度はＡクラスのほうに参りましょう。第二グラウンドのほうにいくつか集中してますので、今日中にそれらを見て回らねば。わたしもあまり時間がありませんので、少し急ぎ足になるかとは思いますが」

　と話を強引にもとに戻して、またさっさと歩きはじめた。

　七月。

　期末テストも無事終わり、一学期末恒例の球技大会も幕を閉じ、あとは楽しい夏休みの到来を指折り数える日々がつづくこの時期──一馬は放ほう課か後ごごとにこうして、学園中のクラブ巡りを余よ儀ぎなくされていた。

　生徒会役員として学園のことを把握するため……という健全な高校生らしい目的ではない。『〝船〟で戦う、新しい迦か具ぐ羅らを探し出すため』という、普通の高校生では決してあり得ない、一族に関連した目的のためだった。

　城主が〝船〟に搭乗して〝歪ゆがみ〟へ赴おもむく際には、その〝船〟において直接鬼と戦う迦具羅たちが不可欠となる。その、天あま津つ学園の言わば前線部隊にも等しい迦具羅たちは、現在、草くさ薙なぎみづき、群むら雲くも壬み琴こと、浅あそ生う美亜の三名。

　いままではその三名が限度だった。城主は〝船〟から常に霊力イイロを発して、部隊の迦具羅たちを異界の〝定義〟から守らねばならないため、人数が多ければ多いほど城主にかかる負担も大きくなる。敵が強いからと、ただ無む闇やみに戦士の数を増やせばいいというものでもない。

　が、ここ数度の実戦の経けい験けんから、もう少し一馬に余裕がありそうだ、というので部隊に加える新しい迦具羅を探すこととなった。これにはもうひとつ、実戦部隊の二軍を編へん成せいするという意味合いもある。

　先だって挙げた三名は、私立天津学園という〝城〟においては確かに群を抜いた能力の持ち主なのだが、彼女たち三名が常に同じ場所、同じ時間に揃そろっているとも限らず、また、これから夏休みを迎えるに当たって、どうしてもローテーションを組んで配備される複数のチームが必要となってきた。

　先月までなら、八や咫た新しん之の助すけに仕えていた土ど留どめ光こう二じと纏まとい静しず香かという、三人以上に力の強い迦具羅がいたのだが、二人は新之助ともども別の学校へ転校していった。新之助はしばらくの間、一馬が不ふ慮りよの事態で〝城〟不在のときにその代わりとなる役目を負っていただけに、いなくなるとなれば夏休みの間、一かず馬まの負担も大きくなる。

　ちなみに新しん之の助すけたちの転校は日本宗主・八や咫た新しん一いち郎ろうの意向だという。何か目もく論ろみがあるらしかった。

　ともあれ、そうなると一馬は迦か具ぐ羅ら選抜を急がねばならない立場にある。迦具羅を選抜する──といえば、先々月に一馬が「水着だらけの迦具羅大会」をやったのが記き憶おくに新しいところだ。なら今回も、と似たような企画を提案した一馬なのだが、そこは城主のお目つけ役にして天あま津つ学園の生徒会長、すなわち一馬にとっては最大の難敵であらせられる草くさ薙なぎみづきによって阻はばまれてしまった。

　で、いくらか互いに妥協案を出した結果、迦具羅を選抜する方法として、いまのようなクラブ巡りという形に落ち着いたのだ。生徒たちをデータ化した書類に頼るのではなく、じかにこの目で見て判断しようという、他ほかならぬ一馬自身の提案によるものだったが、放ほう課か後ごごとにこうして学園中をさまよい歩くのはしかしながらなかなか骨の折れる作業だ。

　何せ生徒総数三万人を超えるこのマンモス学園では、大小合わせて三〇〇以上のクラブがある。うち、クラブ棟と専門の活動場を与えられているＡクラスのクラブが三〇、クラブ棟とプレハブの総合活動場が与えられているＢクラスが一〇〇、学園の教室や空いたスペースを利用しているＣクラスが一五〇。残り二〇ほどが実は生徒会もろくに実態を把握していない同好会。

　もちろんそのすべてに迦具羅が所属しているわけではないが、それでも一馬たちが実質見回らねばならないクラブ数はおよそ一二〇。面めん倒どう臭くさがりの一馬なら、足を棒にして歩き回った挙句、特に大した収しゆう穫かくも得られなかった初日を経けい験けんしただけで「やーめた」と投げ出しかねない企画である。

　が、三日目に当たる今日、一馬はサボりもせずにこうしてせっせと歩きつづけている。

　一馬は言うまでもなくこの天津学園の〝城主〟である。殿さまである。その自覚と責任感にようやく目覚めたのだ。

　──ふふふ、最初の二、三日は言わば餌えさをまく段階さ。こうして迦具羅をおれ自らが選んでいるんだ、と宣伝して歩いていれば、自分からわざわざ拾いにいかずとも「おいしい思い」とやらが向こうから転がってくるという寸法なんだ。

　ほらね。

　……はともかく、一馬たちは高等部校舎の近くに位置する第二グラウンドに降り立っていた。みづきに先せん導どうされる形で、見たくもない男子ソフトボール部の練習を間近に見学する羽目になった一馬は欠伸あくびを嚙かみ殺していたのだが、

「んん？」

　目が丸くなった。一馬の目には男子生徒の姿を自動的にシャットアウトするという便利な機能がついているのだが（現在ヴァージョン３・５）、その目がマウンドに意外な人物を発見したのだ。

「群むら雲くもォ、調子に乗ってんじゃねえぞ」

　バットを手にした男子ソフトボール部員が目を三角に吊つり上げてわめく。対するマウンドに立つ生徒──体たい操そう服姿の群雲壬み琴ことは、手の中でソフトボールを弄もてあそびながらふふン、と不敵に笑った。
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「キャプテン、ファイトっす！」

「中等部なんぞにグラウンドを渡してたまるかぁ！」

　やいのやいのとソフトボール部員たちが檄げきを飛ばす中、

「群雲先せん輩ぱい頑張って！」

「バカな男子の鼻を明かしてやってええ！」

　と、黄色い声援もマウンドに飛んでいる。こちらはユニフォームを着た、中等部と見える女子の一団だった。むう、と一かず馬まは鼻の頭に皺しわを寄せる。

「話が見えん。どういうことかね、みづきくん」

　いきなり秘書扱いされたみづきは、しかし怒るでもなく淡々と説明した。

「天あま津つ学園伝統の〝勝負の儀ぎ〟です。これだけクラブ数が多いと活動内容が似通ったクラブも多数あります。その場合、クラブ棟には限度がありますので、ＣクラスがＢに、ＢがＡに昇格する際、上位のクラブには逆にその場を退いてもらわねばなりません。ですから、活動内容とその実じつ績せきを考こう慮りよした生徒会が許可を授けた場合のみ、下位クラスのクラブが、上のクラブへと挑戦するのです。今回は中等部のＢクラス女子ソフトボール部が、二年連続の地区大会準じゆん優ゆう勝しようの実じつ績せきがあるため、五年連続実績なしの高等部Ａクラスの男子ソフトボール部に勝負を挑みました。三日前にこの許可の是ぜ非ひを巡って生徒会で話し合ったばかりのはずですが」

「あ、ああ。あれね。あれ」

　一かず馬まはしきりに首を縦たてにスウィングしたがもちろん覚えちゃいない。それより一馬には気にかかることがあった。

「ストラーイク！」

　ぶぉん、と壮絶な空振り音とほぼ同時、すぱーん、とこれも壮絶な音を発して壬み琴ことの投げたボールがキャッチャーミットに吸いこまれる。超高校級というやつだ。

「知らなかった」一馬は真剣に驚おどろいた。「壬琴は中等部だったのか。騙だまされた。ううむ、しかし、しかし、あの身体からだで中等部か。いや、最近のグラビアアイドルは確かにＵ─一五陣営も充実してきておる。中学生でＢ九〇以上のアイドルなんてざらにいるくらいです、知ってましたかみづきくん」

「知りません」無論、みづきはにべもない。「壬琴さんは中等部ではありませんよ。大体、一馬さんのクラスメートでしょう」

「そうだった。じゃあ、あれはおれの見間違えかな？　あっ、いや、そ、それともあれは壬琴の影かげ武む者しやといわれる、双子の姉妹、群雲壬み影かげ！──噂うわさには聞いていたが、ほ、本当にいたとは」

「盛り上がっているところすいませんが、双子なら歳としもいっしょのはずですよ、一馬さん」

「ストラーイク！　バッターアウト！　ゲームセット！」

　審しん判ぱんが告げると同時、「きゃあーッ」と黄色い声援、「この大馬ば鹿か野郎！」「何がキャプテンだ、手前てめえなんか死んじまえ！」という怒号が飛び交う。

　ひとしきり悲喜こもごものドラマが展開されたあと、女子部員に胴上げされそうになっていた壬琴が素早く逃げて一馬たちのほうへ向かってきた。一馬は勝者を称たたえてにこやかに手を差し伸べてやる。

「Ａクラス昇格おめでとう。噂にたがわぬ実力だな、壬影くっ……!?」

　言った瞬しゆん間かん、一馬は頭をはたかれた。

「誰だれが双子の姉妹だ、誰が影武者だ。人さまに勝手な設定をつけ加えているんじゃないっ」

　壬琴の長身を活いかしての「突っこみ」はなかなか凄せい絶ぜつだ。しばし復活まで時間をいただいたのち、一馬は気にかかっていたことを訊きいてみた。

「何でおまえが中等部なんだよ。落第でもしやがったか？」

「おまえも大概懲こりないな」もう一度拳こぶしを振り上げ、一馬に三メートルほどの自主的な避ひ難なんを促したのち、「いくら実績が違うからって、高等部と中等部じゃハンデがありすぎるだろ。ただでさえ男子と女子なのにさ。そういうときは高等部からの助すけっ人と参入が認められてるんだ。本当は男子高等野球部から三人、助すけっ人とを頼むつもりだったみたいだけど、それと引き換えに、ってスケベな要求をされそうになってたらしい。どっかの誰だれかさんみたいにな」

「男の風上にも置けねー野郎どもだな」

　一かず馬まは腕組みして唸うなった。今度はボケているのではなく、本気で憤ふん慨がいしているのだ。壬み琴ことは肩をすくめた。

「……ま、そこを偶然あたしが通りかかったもんでさ」

「素浪人の壬琴さんとしては放っておけなかった、と」

「誰がだ！」

　ぴゅーっ、と風を巻きつつ、もう一度一馬は避ひ難なんした。その避難した先が、フェンス越しにテニス部の練習を眺められる絶好のポジション。さっそく鼻の下を延ばして女子テニス部の観戦をはじめた一馬を、壬琴は心底呆あきれ返った様よう子すで眺めた。タオルで汗を拭ぬぐいつつ、

「何かアホさ加減にますます磨きがかかってるな。みづき姐ねえも苦労してんでしょ？」

「……大丈夫ですよ」

「みづき姐に珍しいその一拍の間が何よりの証拠でしょ。あんまり時間もないんじゃなかった？　今日だって、さ」

「ええ」みづきはふたたび腕時計に目をやった。「五時にはまた出かけますので、学園の守りのほうをよろしく頼みます。このところ、放ほう課か後ごはずっと留守にしてしまって申し訳ないのですが」

「いいって、いいって。実家の都合じゃしょうがない。──で？　いい迦か具ぐ羅らは見つかりそうなの。教師推すい薦せん枠はまだ空っぽなんでしょ。こっちで選ぶしかないって聞いたけど」

「一馬さんの代わりに、わたしの独断で一応リストアップはしてみましたけれど」

　みづきは脇わきに抱えていた書類を広げた。しばし二人顔を寄せ合って、ああでもない、こうでもない、と議ぎ論ろんする。ちなみに一馬はその数メートル離れた場所で大人おとなしくテニスを観戦中だ。興きよう味みのあるものに釘づけにさえしておけばしばらくは勝手をすることもないから、逃亡の不安もなく安心だ。というか、そんな犬みたいな扱いを受ける一馬も一馬だ。

「うーん、やっぱ、みづき姐もあたしとほとんど同じところに目をつけてるなあ。でもさ……」

「ええ、わかってます。わたしたちが欲しいのは前線に切りこんでいく、壬琴さんと同じタイプ。一応この両名に印はつけていますが、どちらもいますぐ実戦投入して使えるか、となると難しいところです」

「みづき姐みたいな後方支援手ならいくらかいいのもいるんだよね。みづき姐ほどレベルが高くなくっても、後方には美み亜あがいるから守りの意味では安心できるし」

「でもさー、ひとり、二人増えて苦労するのは兄貴ばっかりじゃないんだよ。そうやって後方の守りをあたしだけに任せられるのも大変なんだから」

「まあそう言うなよ。羽は衣ごろも、最初に比べれば大分守備範はん囲いが広がってきたぞ」

「うん、まあ、そこはほら、天才？」

「いや知らんけどな。……って、うわ！　美み亜あ、おまえいつからいたんだ！」

　ぎょっと目を剝むいて壬み琴ことがあとずさる。いつの間にやらひょっこり美亜が二人の間に顔を突っこんでいたのだ。

「さっきからいたよ。あんまり近いと兄貴がうるさいからさ。遠くのフェンスの陰からこっちを窺うかがってた」

「キャラにないしおらしいことすんなよ、もう。びっくりした」

「だってさー、兄貴がさー」

　ぷっと膨ふくれた美亜が険悪そうなだみ声を出す。あはははっ、と壬琴は笑ってその肩を小突いた。

「ま、あいつだって根に持つタイプじゃないさ。……そうだ、それより、おまえこの前新しい迦カ具グ土ヅチを手に入れたろ。部隊編へん成せいでいいタイミングだし、いったいどんなのだか、今度の訓練のときに見せてよ」

「う？」となぜか美亜は口ごもった。「う、うーん。また今度ね」

「今度じゃ困るだろ。ひとりひとりの迦か具ぐ羅らの能力を把握しておかないと、いざ本番ってときにさ。大体、いままで秘密にしていたのだっておかしいよ？　儀ぎ式しきの前は、散々人に自慢して回ってたくせして」

「そ、そうだったかな」

　美亜はすっとぼける。

　一週間ほど前、美亜は新たな迦具土を得るための儀式を行っていた。本来、それは一かず馬まが受け継ぐはずの迦具土だったが、彼が迦具羅でないことが周知の事実となったため、美亜がそれをも継承することになったのである。

　美亜が自慢していたのも無理はない。ひとりの迦具羅が二つ以上の迦具土を得るのは、一族の長い歴史においてさえ非常に稀まれなのだ。相当の才能が必要とされるからであり、つまりは美亜にはその才が認められたということになる。

　もう美亜のはしゃぐまいことか。散々周囲に自慢して回った彼女は、「そのうちあたくしこそが迦具羅の頂点に立つのよ！」と大おお見み得えを切ったのち、いよいよ儀式に挑んだ。

（迦具土とは最初から形あるものではない。ここにあるのは、そなたの両親が使っていた迦具土をふたたびひとつに戻し、まとめ、こね上げ、形なき混こん沌とんの状態に戻したものを、さらに二つにわけたものの片割れなのだ。これに形と意志を吹きこむのは他ほかでもないそなた自身。誰だれに強要されるでも、誰に教えてもらうでもない、浅あそ生う美亜自身がその姿を選ぶのだ）

　外げ法ほう士しはそう言い、召喚した〝歪ゆがみ〟の中へと美亜を招いた。

　異世界の〝定義〟によって人間そのものを否定するという、恐るべき〝歪み〟にあえて自ら踏みこんだのち、手にした迦カ具グ土ヅチを振るって内側から〝歪ゆがみ〟を見事打ち晴らす──それが、迦具土を得る際に迦具羅が行う儀ぎ式しきだ。

　外げ法ほう士しが言ったように、そのとき迦具羅が抱いたイメージや意思を汲くみ取って、はじめて迦具土は形を得る。各おの々おのにふさわしい武具となったその迦具土と、迦具羅はその後の人生をほぼ最後までともにすることとなるのだ。迦具羅にとっての迦具土とは身体からだの一部にも等しい。

　美み亜あがその儀式を無事終えた──という報告こそ受けていたが、しかし具体的にどんな迦具土だったかまでは聞かされていない。何より、いの一番に自慢しそうな美亜がなぜだかその後、口をつぐんだきりなのが不ふ思し議ぎだった。

「防御専門ばっかじゃ地味だから、今度は攻こう撃げき型がいい、って言ってたよな。まあ、本人の希望どおりの迦具土が現れるかどうかはわからないけど、ってあたしが言ったら、おまえ、自分は天才だからイメージどおりの、みづき姐ねえみたいにばっさばっさと敵を薙なぎ倒すような凄すごいものが宿るに決まってる、って胸を張ってたじゃないか」

「……ちっ、よく覚えてやがる」小声で美亜はつぶやいた。

「何か言ったか？」

「い、いーえ。おほほほほほほ」

「だからさ、いったい……」

　と壬み琴ことがさらに詰め寄ろうとしたそのとき、

「ぎょへぇっ」

　奇怪な声が三人の耳に届いた。驚おどろいた壬琴と美亜が振り返り、みづきがちょっと背伸びして様よう子すを窺うかがおうとする。

　あんな奇声を出せる人物など、名門私立学園においてはただのひとり。

「一かず馬ま!?」

「お兄さま！」

　見ると、一馬は仰あお向むけになって倒れたままぴくりとも動かずにいた。額ひたいの辺りが赤い。そして、彼が先ほどまでしがみついていたフェンスに、焼け焦げたような、小さな穴が開いているのを壬琴は見逃さなかった。

　──狙そ撃げき……城主暗殺!?

　最悪の予感が、ぞくりとした寒気とともに壬琴の胸をよぎった。







２──

　二面のコートへ交互に視線を這はわせていた一馬は、片方の練習試合が終わり、新たに二人のテニス部員が試合をはじめたところまでは覚えていた。

　フェンスやポールの近くに立って、ボール拾いをやっていた一年生の部員がじろじろとこっちをとがめるように見ていたのも覚えている。が、いまさらそんなものに臆おくする一かず馬までもないから、あくまでも「城主として迦か具ぐ羅らを選んでいる」顔をしつつ、堂々と不ふ埒らちな視線で練習観戦をつづけていたのだが……。

「ぎょへぇっ」

　いきなり目の前が真っ暗になったのだ。

　あっという間に意い識しきが遠のき、一馬は三さん途ずの川を渡りかけた。お花畑をきゃっきゃっとはしゃぎながら歩いていると、川の向こうでとある男女が手を振っているのが見えた。

　あっ、あれはおとーさん。ではお隣となりにいるのがおかーさんではありませぬか。いま参ります。というか、はて、おかーさんはともかく、おとーさんはいつお亡くなりになったのでしょう？

「……まあ、何てこと！　大丈夫ですか、城主さま!?」

　ばたばたと誰だれかが駆けつける足音と気配けはいとが近づいてくる。そのおかげで意識が半ば覚かく醒せいし、「まだ死んどらんわ」と激げつ昂こうした八や咫た新しん三ざぶ郎ろうに夢の中でどつきまくられずに済んだ。

　何やらいい香りがしたかと思うと、そのまま謎なぞの人物の肩に腕を回される。

「ああ、随分ひどいことになってらっしゃいますわ。保健室にお連れしなくては。このわたくしが手厚い看かん護ごをいたします！　それこそ朝も昼も夜もつきっきりで、あれやこれやと痒かゆいところに手が届くサービス精神を発揮し、必ずや城主さまに気に入っていただけるという自負がございます。……うふふ、でも手が届くのは何も痒いところだけではありませんわよ？　城主さまがお望みとあれば、このわたくしに差し上げられるものすべて、投げ打つ覚悟はすでにできていますから。ささ、そうと決まれば……」

　何がどう決まったかはわからねど、ともかく謎の女子生徒はそう言って、一馬に肩を貸したまま立ち上がった。たったひとりで、気を失いかけた男子生徒ひとりを立ち上がらせるのだから大した力の持ち主だ。手足は細いみたいなのになあ──と、朦もう朧ろうとしながらも女性観察は怠おこたらない。さっきから、腕やら胸やらに当たる柔らかで熱い感触もなかなか……。

「待てよ、藤とう堂どう」

　背後から壬み琴ことの声がした。

「何ですの、壬琴さん？」藤堂と呼ばれた女子生徒が苛いら立だったような声を出す。「急いでおりますの。ほら、ご覧らんなさい。このひどい顔！　放っておいたらただでは済みませんわ」

「顔は前からそんな感じだぞ。それに──ちょうど気絶するような力具合で打てるなんてさすがだな」

「どういう意味ですの？」

「おまえの打ち返したボールだ」壬琴は何かをこちらへ投げつけた。てんてんとグラウンドを転がる音からしてテニスボールらしい。「フェンスを打ち破る凄すごいスマッシュなんて、いまどき少年漫画の必殺技にも出てきやしない」

　ようやく真っ暗くら闇やみから晴れつつあった一馬の視界に、見覚えのある女子生徒の顔がおぼろげに飛びこんできた。

「迦カ具グ土ヅチを使ったな？　おまえ、〝歪ゆがみ〟以外で迦具土を使うことを禁じられていることくらい知ってるだろ」

「さあ。何のことやらわかりませんわ」

　藤とう堂どうという女子生徒の声が一かず馬まの耳から遠ざかっていく。おや？　また気を失いかけているのかな？　一馬は自分でも不ふ思し議ぎに思った。ずるずると、何だか地面の上を引っぱられているような感触も、疑問に拍車をかける。

「試合に勝ちたいから迦具土を使った……ってんなら、まだ可愛かわいげもあるけどね。だけどそうじゃないだろ？　最初から一馬がここにいるのを知っていて、おまえは迦具土を使ったんだ」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。わたくしが城主さまを狙ねらったとでもおっしゃるの？」

「おまえが暗殺を企たくらんだなんて思っちゃいないよ。もっと馬鹿馬鹿しい理由だ」本当に馬鹿馬鹿しそうに壬み琴ことはため息をついた。「あいつみたいにな」

「あいつ？」

　藤堂は壬琴が指差したほうを見て「あーっ！」と大声を発した。

　いましも、美み亜あが一馬の襟えり首くびを摑つかみ、ずるずると引っぱってグラウンドから離れようとしている最中だった。

「何をしてらっしゃるの！」

「な、何って？」美亜はえへへ、と照れ笑いをした。「そのう、保健室であれやこれやの手厚い看かん護ご、痒かゆいところにだけ手が届くのではありませんわよ、とか、そういう世界」

「人の野望を横取りしないでいただけるかしら！」

「もともとあたしのよ！」

　逆切れした美亜が引っぱりかけていた襟首を離し、がつんと一馬の後頭部を地面にぶつけてしまう。「はおおおお」と一馬はふたたび身み悶もだえする羽目になった。が、

「城主さまおつきの部隊だからといって、二人とも調子に乗らないことね。どう？　壬琴さん。あたしとひとつ勝負していただけないかしら」

「勝負？」

「城主さまが新しい迦か具ぐ羅らを探していらっしゃるのは知っているわ。ご自分の立場に危機感を感じたあなたが、次の実戦部隊候補であるこのわたくしに濡ぬれ衣ぎぬを押しつけ、候補から外させようという薄うす汚ぎたない魂こん胆たんを抱いていたことなど、もはや動かしがたい事実」

「もはや、って、いつからそうなったんだよ」

「ちょうど城主さまもご見学なされていることだし、一いつ石せき二に鳥ちようよ。勝負好きのあなたのこと、まさか逃げはしないと思いますけれど。どう？　テニスをやったことがないというのなら手加減してあげてもいいですわよ」

「手加減だと？　そもそも迦具土を使って勝負しようって、汚い性根の持ち主に手加減なんてしてもらういわれはないね」

　と、一かず馬まに及んだ身の危険を無視して事態は進行していく。

　挑発に弱い群むら雲くも壬み琴ことのこと、とんとん拍子に話は進み、壬琴がラケットを手にした瞬しゆん間かん、事のなりゆきを見守っていた生徒たちから「おーっ！」と歓声が湧わいた。

「あー……、思い出した」

　ワンピース風のテニスルックに身を包んだその一年生を眺めていた一馬は、ぼんやりとつぶやいた。藤とう堂どうゆみ。確か、先々月頃ごろ、一馬と八や咫た新しん之の助すけの支持層が学園内で真っ二つにわかれたとき、誰だれよりも早く城主である一馬にアプローチをかけようとしていた女子生徒のひとりだ。

　しゃべり口調もそうだが、一挙手一投足がいちいち典雅な一年生。滲にじみ出る気品、という点ではみづきに遠く及ばないものの、どこか作り物じみているゴージャスさが、むしろ怪しいキャラクター性を引き立てていて、この個性あふれる私立学園においてもなかなかに目立つ存在だ。

「いきますわよ、壬琴さん！」

　と、ボールとラケットを手に見み栄えを切る姿も、何だか演技過剰な大根女じよ優ゆうのようだが、それだけに目に燃える闘とう志しにはある種の迫力がある。

「むう」

　まだどこか意い識しきが朦もう朧ろうとしている一馬は唸うなった。事の経けい緯いには多少不満があるものの、これはこれでなかなか見逃せない一戦かもしれない。何より、彼の野望に関かかわる事態だ。

　あの一年生、見た目だけならすでに合格ライン。きらきらと星を散りばめたかのように輝かがやく瞳ひとみ、鼻筋の通った大人おとなびている美び貌ぼう。手足は細く長く、リボンでアップにした長い髪が翻ひるがえる様はそれこそ「高校生なのに夫人扱い」されたどこぞのテニスプレイヤー（架空）を思わせる。

　それに、真っ向から壬琴に挑んだ心意気からして、実力も相当なのだろう。何より──ふふふ、美み亜あと同じ野望を抱いているらしいというのが気に入った。何のかんのといっても美亜とは一五年をともに過ごした兄妹同然の関係であるからして、色仕掛けで迫ってこられてもどうにも気が乗れない一面があるのだが、あれほどの美少女ならば話は別だ。

　すぱーん、と軽やかな音とともにサーブが走る。

　ゲームがはじまった。




　美亜はごくりと息を吞のんでいた。頰ほおをつうと伝わる汗を手で拭ぬぐう。

「こ、これは……」

　震ふるえる声でつぶやいた。目の前のゲームがあまりに緊きん迫ぱく感があるから、とか、壬琴ほどの人物が手玉に取られているから、という理由からではない。

　というより、もはやゲームそのものは勝負が見えていた。はじまった時点ですでに決着はついていたとさえいっていい。

　つまるところ、壬み琴ことはやはりどのスポーツにおいても超高校級だったし、藤とう堂どうゆみのほうはいかに見た目が怪しくゴージャスだろうが、しょせんは新入部員のひとりに過ぎず、あっという間に勝負は誰だれの目にも見える展開となった。

　が──。

　それにしては壬琴の様よう子すがおかしい。勝負の噂うわさを聞きつけて集まりかけていたギャラリーがひそひそ囁ささやく声にもそれがあらわれている。

「何だか、らしくないわね、壬琴ちゃん」

「本当、手加減まるでなしって感じ」

「あら？　でも壬琴さんって、いつも勝負に手は抜かないものでしょう？」

「そうだけど、それにしたって……ほら」

　コートぎりぎりのラインに打ちこまれた壬琴のボールが跳ねた。それに横っ飛びに追いつこうとしたゆみの身体からだがコートの上を滑っていく。

「３０サーテイー─０ラブ」

　審しん判ぱんの告げる声。はあはあ、と荒々しい息をついてゆみは立ち上がった。きらきらと汗の滴しずくが土まみれの肌を滴り落ちる。普段ふだんが高慢とさえ取れる態度をしているだけに、そうして痛めつけられてなお立ち上がる伸びやかな肢体には奇妙な艶つややかさがあって、観客たちを男女問わず惹ひきつけはじめていた。
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「が……頑張って、ゆみさん！」

「ほら、もう少しだったじゃない、あきらめないで。次よ、次！」

「ちょっとずつ壬み琴ことさんのボールに反応できてますよ！　次のセットで勝負です！」

　あちこちから声援も起こりはじめている。中には、フェンス越しに眺めていた女子中等部ソフトボールの部員たちもいた。試合がはじまった直後までは、世話になったばかりの壬琴の応援をしていたはずなのだ。

　ゆみは彼女らへ向けて薄うすく微笑ほほえんだ。まるで、情けをくれるな、というふうに。つづいて打ちこまれた壬琴のサーブを、これもぎりぎり追いついて打ち返す。すでに足がふらふらなのだ。対する壬琴は、まったく逆サイドへ打ちこんでゆみを翻ほん弄ろうする。

　見ているほうが痛々しくなるくらいで、一かず馬まも首を傾かしげていた。

「壬琴、何だってあんなに怒ってるんだ？　そんなにおれを狙ねらってボールを打ったのが許せなかったのかな？　愛かな、愛？」

「違うわ」

　その隣となりで美み亜あがすかさず断定する。一馬は気を悪くしてもと妹の横顔を睨にらみつけた。

「わかって言ってるんだよ。おまえにしちゃつまらん突っこみだな」

「そうじゃない。あれは……『わざ』なのよ！」

「わざ？」

　何やらひとりで緊きん迫ぱくしている様よう子すの美亜に吊つりこまれて一馬は訊きく。ええ、と美亜が頷うなずいた。

「……昔読んだ太だ宰ざい治おさむの小説に」

「何を言い出すんだ、何を」

　虚を突かれた一馬が思わず口を挟んだ瞬しゆん間かん、二セット目が終了した。コートチェンジする際、タオルで汗を拭ぬぐいながら壬琴は首を傾げている。一方的に打ち勝っている側の顔ではない。むしろどこかやりづらそうな表情だ。

「太宰治の小説に、とある男の人生を描いたものがあったの。その男は何をやっても人並み以上にできる人物でね、周りの人たちを無む意い識しきのうちに見下しているような節もあった。読んでいて、まるで、ああ、あたしを書いているようだと思ったわ」

「そうかい」

「大事なのはここからよ、お兄さま。そんな彼は少年時代、ある得意技を身につけたの。それは、人前で『わざ』と失敗するという『技』！」ぶるぶると肩を震ふるわせて美亜は言う。「人に妬ねたまれない程度に、人に距離を置かれない程度に、彼は運動でも勉強でも『わざ』と失敗してみせたの。それも嫌味に見えないよう、本当に失敗したように見せかけるという高度な演技力でもって。天才とは孤高なのね、とあたしは思ったものだわ」

「それとこれとどんな関係があるってんだよう」

「まだわかんないの？　あの藤とう堂どうゆみって娘はね、決してテニスが下手へたなんじゃないのよ。少なくとも見せかけ以上にはできるはずなの」

「じゃ……じゃあ、勝てるのにわざと負けてるってこと？」

「そんな単純なものじゃないの」苛いら立だたしそうに美み亜あは足を踏み鳴らした。「この場合の『わざ』とはそれ以上のものなのよ」

　わけわからん、という顔をしてみせた一かず馬ま。まさにそのとき、ギャラリーが「おおっ」と沸いた。壬み琴ことの放った鋭するどいボレーを、たまたまゆみが正面から受け止めたことによって、ボールが上手うまい具合にスピードを得、壬琴を飛び越えた先でコートインした。

　はじめてワンポイントもぎ取ったのだ。

　拍手喝かつ采さいが湧わき起こった。たったワンポイント。それも人気者の壬琴相手のはずなのに、いつの間にやらギャラリーの心は藤とう堂どうゆみひとりが掌しよう握あくしていた。土まみれ、汗まみれになりつつ、その拍手に精一杯応こたえる笑顔がいじらしい。

「恐ろしい……何て恐ろしい」美亜は囁ささやいた。「壬琴姐ねえの動きを操あやつって、『わざ』とえぐいコースに打たせるよう誘いこむその技術。そして『わざ』とそれを受け取らない、でも決して芝居に見せない演技力。あっという間にみんなを味方に引きこむ、恐るべき『技』。あたしにはわかる。同じ技術を習得しようとしていたあたしには。お兄さま、あの娘は危険よ。決して味方にしてはいけない……」

「おまえなあ、自分がそうだからって、みんながみんな、そうだと思うなよな。あんなに頑張っている娘にそんなひどいこと言うなよ。見損なったぞ」

「なっ、ち、ちが……」

　美亜は言葉に詰まった。と、ついにゲームセットの声が告げられる。ネットを挟んで、壬琴とゆみが握手を交わした。結局ゲームは３─０で壬琴の圧勝。しかしやはり勝者はそれにふさわしい顔をしていなかった。

　一方の敗者にはまたあたたかい拍手が送られている。一馬も立ち上がって拍手していた。うん、うん、と意味もなく頷うなずきながら。

　しまった──。美亜は唇の端を嚙かみしめた。遅かったのだ。根が素直で単純な兄だから、誰だれよりも強く相手の術中にはまっている。ゆみを非難することそのものがもはや彼にとっては「悪」なのだ。まさにそれこそがゆみの仕掛けた『わざ』のもっとも恐るべき効力だとは気づかず。

　一馬は拍手しながら、コートを去りかけていたゆみのほうへ歩み寄っていた。

「素す晴ばらしいぢゃないか、藤堂くん。感動させてもらったよ」

「いいえ」そっと目を伏せてゆみは小さく笑った。「あんなに居丈高な態度を取って、結果はこれですもの。恥ずかしくって、皆さんの顔も見られませんわ」

「何を言う。きみの名は覚えておくよ、藤堂ゆみくん。きみのような生徒こそ我が校にふさわしい」

　城主というか、まるで理事長のような発言だが、ゆみは顔をバラ色に染めている。

　うー、とその背後で唸うなっている美み亜あに、勝ったはいいものの、まだ釈然としないような顔をしている壬み琴こと。

　みづきはみづきで、また、時間を気にしていた。







３──

「あとはお任せします。……一かず馬まさん、今日のノルマである残り三つの文科系クラブの見学をお忘れなきよう」

「わかってますって」

　一馬はひらひらと手を振って、校門をくぐりかけていたみづきを見送った。一いつ瞬しゆん、ちらりと氷のような眼まな差ざしを当てられ、「う」と固まってしまった一馬だが、そのまま何も言わずにみづきの姿が遠くに消えていくと、脱力したふうに肩を落とした。

「あー。緊きん張ちようした」

「そうは見えなかったけど。好き放題やってたじゃないか」

　制服に着替えた壬琴がじろっと一馬をにらむ。シャワーを浴びた直後のせいか、日焼けした肌がほんのり火ほ照てっていて妙になまめかしい感じがする。一馬がじろじろと見ていると、壬琴はかっと顔をさらに赤くしてまたど突く真似まねをした。

「おまえな、ただでさえみづき姐ねえは忙しいんだから、あんまり負担をかけるなよな。ここんところずっとあちこち飛び回ってるみたいだし」

「わーってるよ。……でもさ、草くさ薙なぎ家の跡取りってそんな忙しいんかな。同じ迦か具ぐ羅ら盟主家の浅あそ生う家の跡取りはそんなでもないみたいだけど」

　隣となりの美亜を見やる。「んー？」と邪気のない笑顔を浮かべてこっちを見上げる、実は邪気たっぷりの瞳ひとみから目を逸そらした一馬は、

「知らないのか？　みづき姐、草薙家の跡取りじゃないんだぞ」

　という壬琴の言葉に驚おどろいた。

「どういうこと？　草薙家の長女で、おまけに迦カ具グ土ヅチを受け継ついだ迦具羅なんだから、普通に考えりゃみづきさんが跡を継ぐはずだろ？　上の兄弟なんていたっけか」

「あたしもよくわかんないんだけどさ、とにかく本人がそんなこと言ってたよ。兄弟？　に関しちゃ知らないなあ。うちの親父おやじあたりに訊きけば教えてくれそうだけど」

「むむむ？」

　一馬は眉まゆをひそめた。ようやく日差しが大人おとなしくなりかけた頃ころ合あいで、辺り一面、柔らかなオレンジ色に染まっている。

「あたしは武部連の会合があるからいくけど。おまえはちゃんとみづき姐の言いつけ守れよな！　美み亜あ、代わりに見張っとけよ。逃げるようだったら首くび輪わつけて紐ひも結んだっていいから」

「うン、わかってる」

「勝手に、人さまの人権を冒ぼう瀆とくした許可を出すな」

「じゃあな！」

　壬み琴ことはやや乱暴にスカートの裾すそを翻ひるがえしつつ走り去った。やっぱりまだどこかでかさっきの試合のしこりが残っているのか、まるで苛いら立だちを無理矢理払おうとでもしているかのような走り方だ。ちらりとのぞいた浅黒い太ふと腿ももに、うーん、たくましい、とわけもなく頷うなずいた一かず馬まは「……さて」と、隣となりにちょこんと突っ立った美亜のほうを見た。美亜は目をきらきらさせて、

「いくの？　クラブ巡り？」

「んー、まあ、おまえは別に無理しなくたって……」

「いくよ。お兄さまのいくとこなら、例え火の中、海の中。危険ともなう〝歪ゆがみ〟の中、たとえネオン瞬またたくホテル街」

「最後のは何だよっ！」

「いーから、いーから。さっ、いこいこ」

　何だかんだで傍はた目めには割と仲よく見えるんじゃねえのこの野郎、という感じの兄妹は校門前から学園敷しき地ち内へと引き返しはじめた。

　それを遠くから見つめる、不敵な眼まな差ざしがあることに気づかぬまま。




　さて。

　みづきに指定された文科系クラブのうち、将棋部と囲碁部をざっと見学した一馬は、残りひとつに向かっていた。

　どう考えても文科系クラブを見学していていい迦か具ぐ羅らが見つかるとも思えないのだが、そこはまあ、言い出しっぺは一馬自身なのだし、一応は義務として。

「何か寂さびれた場所だね」

　中等部校舎の裏手という、クラブ棟の中でも一番日当たりの悪そうな位置に建てられたカマボコ型のプレハブ棟は、文科系の中でもＢクラスに割り当てられているものだ。美亜の感想どおり、あまり活気がないし、学園内の僻へき地ちといった趣おもむきさえあるので、用事がなければ近づく生徒とていないが、実はここ、何気に城主さま行きつけの場所だったりする。

「おーっす」

　と、妙に手慣れた調子でプレハブ棟の中でも端っこのドアを開けた。そのドアに描かかれた『漫画研究部』の文字に、一いつ瞬しゆん、美亜はおののいたような顔になる。年とし頃ごろの女性特有の嗅きゆう覚かくによるもので、何も彼女の罪ではない。実際に漫研におられる方はお気を悪くなさらずに。

「おお」

「一馬先生がいらしたぞ」

「ささ、冷たいお茶をお出しして」

　意気揚々と乗りこんだ一かず馬まは異例の待遇を受けた。スチール机にかじりついていた四、五人の生徒たちがいっせいに立ち上がり、一馬を一番奥の椅い子すにまで案内していく。

「どうかね？　調子のほうは」

　どっかと腰を下ろし、足を机の上に投げ出した一馬は何やら偉そうだ。

「ははっ、夏コミに向けて鋭えい意い製作中です」

「一馬先生の出された原案がまた素す晴ばらしい！」

「去年の冬コミ同様、初日完売間違いなしかと思われます」

　うむ、うむ、と部員たちのひと言ひと言に首を縦たてに振る一馬。一方の美み亜あは、机の上に散乱している漫画原稿に目を留め、一枚一枚を手に取っていた。新聞部が月一で発行する学校新聞に載せる四コマ漫画、郷土史料研究部に依頼されたと見える、ここら辺りの土地の古い歴史を漫画化したショートストーリー、これも各部に頼まれたか、部員勧誘用ポスターのイラストなど。

　そうした、ごくまっとうな漫研の活動を示すものの中に、「げ」と美亜が思わず声を発してしまった、怪あやしげなものがひっそりと含まれていた。

　裸の男女が絡み合っている。まだラフ絵の段階だが、確実にそう見える。女に尻尾しつぽが生はえているのが疑問といえば疑問だが、そんなことはどうでもいい。問題はこの名門私立学園内において、このような漫画が日々製作されていることなのだ。

　と、素早くその一枚がひったくられた。「あ」と思わずそれを追いかけかけた美亜の前に、ひょろっとした男性部員が立っていた。原稿を手にしたまま、細い目で美亜をじっと見据える。

「な、何よう」

「これは〝裏〟漫研の原稿だ。部外者は手を触れないでもらおう」

「う、うらまんけん？」

「ああ。学園の表舞ぶ台たいには決して出ることのない闇やみの組そ織しき。この組織の存在と活動内容については一切他言無用に願いたい。何を隠そう、一馬先生が創設者であらせられるからな。これが明るみに出ればもと妹君ぎみのきみとて巻き添えを喰くう恐れがあるぞ」

「………………」

　美亜が固まっていると、その生徒は小馬ば鹿かにした笑みを浮かべつつ、「ふン、血のつながっていない妹など妹にあらず」と意味不明の言葉をつぶやいて一馬のもとへ戻っていった。

　何だか知らないが屈辱的だ。

　一馬のほうはというと、出されたお茶を啜すすりながらいろいろ原稿をチェックしている。

「あー、もう。だから言ったじゃないか。通行人やちょい役まで美形に描く必要はないんだって。むしろマルチョンくらい適当なほうがいいんだ。そうすることによって主役クラスの美しさ、愛らしさを引き立てるのだと何度言えばわかる!?」

　妙な漫画論をぶっている。どうやら〝裏〟漫研とやらのブレイン的存在をつとめているらしい。はあああ、とさしもの美み亜あもため息をつくしかなかった。これも『美亜ちゃんデータベース』につけ加えるべき項目なのだろうが、なぜかそんな元気が湧わいてこない。

　あまり長居したい場所でもなさそうだから、とっとと引き返そうか、と思っていた矢先、

「先生……チェックお願いします」

　蚊かの鳴くような声が聞こえてきた。何と女性だ。猛然と振り向いた美亜は、すぐにぽかんと口を開けた。

　藤とう堂どうゆみだ。

　ついさっきまで、テニスコートで壬み琴ことと張り合っていたあの『わざ』の持ち主が、いまなぜかこの漫研の部室にいる。見た目の印象はがらりと変わっていて、髪を下ろし、白いヘアバンドをつけ、おまけに眼鏡めがねなどかけているが間違いなく藤堂ゆみのはず。

「ありゃ？　きみは……」一かず馬まは一いつ瞬しゆん口ごもってその相手を見やったが、すぐに納得したらしく頷うなずいて、「漫研に入ったのか。どれ、ひとつお手並み拝見」

　と原稿を受け取って、それこそ舐なめるように眺めはじめた。美亜はさっきの漫研部員のところへいって肘ひじを突つく。「何かな？」とどこか嫌いやそうに応対する相手へ、こっちも嫌なんじゃボケえ、と思いつつ、

「彼女は？　新入部員？」

「……ああ、藤堂るみさんのことか。確かに新入部員だ。女子が入るというので、しばし漫研内部でもひと悶もん着ちやくあったが──〝裏〟の活動ができなくなるではないか、とな──即戦力に使えるくらい腕が立ち、おまけに実は〝裏〟世界での有名人とわかったのでな。重宝している」

「藤堂……るみ？」

　名前がひと文字違う。そこで美亜もはたと思いついた。先々月のクーデター事件が起こる前、兄につきまとう女子生徒たちの中にそういえば双子の姉妹がいた。どちらも目立つ存在だろうにあまり覚えていなかったのは、当時、そうしたグルーピーがあまりに多かったためだ。

「有名人って？」

「まあ、我々とは方向性が違うのだがな。こちらにも興きよう味みを持っていたとかで、原稿製作に協力してもらっている」

　と、美亜にはよくわからんことを言われる。すると「うーん、ちょっとぎこちないかなあ」という一馬の批評が聞こえてきた。見ると眉まゆをしかめつつ、原稿を指でぺしぺし叩たたいている。お、さすがブレイン、いかに相手が美少女といえどこういう点においては妥協しないらしい。

「描かき慣れてる感はあるがね。どうも絡みのポーズやパースがワンパターンだ。線も妙に小ぎれいすぎて、こう……内側からあふれるパッションがないというか。やっぱ、嫌々やってるんじゃ駄目なんだな。無理して〝裏〟に参加しなくてもいいんじゃないかな？　たとえ下手へたでも、情熱のある奴やつのほうが……ぅわ!?」

　一かず馬まの言葉尻じりがいきなり跳ね上がった。るみがしがみついてきたのだ。一馬の腕に顔を伏せたるみは「ぅぅっ」と小さく嗚お咽えつまでこぼしている。

「ななな、なな、なに？　そ、そんなにきつかったかな？　い、いや、何も全否定してるわけじゃないんだよ？　絵は巧うまいし、ネームだってよく描かけてる。う、うン。悪くない。…………の、載せちゃう？」

　どうした、ブレイン的存在。美み亜あは眉まゆを吊つり上げた。女の涙に惑わされてる場合か！

「い……いいえ、違うんです、城主さま」るみはまた小さな声で言った。「そうして正面からものを言ってくださったのがるみはとても嬉うれしい。わたくし、生まれついてのこの美び貌ぼうのせいか、普通の殿方は本音をごまかして、正直におっしゃってくださらないのです」

　び、びび、美貌だとお!?　美亜は鬼のご面相になった。それにたったいま、あのバカ兄貴は『本音をごまかして』いたじゃないかよう。

「それに、るみは城主さまのご期待に添うことができないのが悲しいんです。わたくし、その……恥ずかしながら、こうした経けい験けんがないもので。どうしても、聞きかじりの知ち識しきに頼るしかなくって。やっぱり、経験がなければパッションも湧わいてこないものなのでしょうか？」

　うるうると眼鏡めがねの奥から澄すんだ瞳ひとみを当てられ、一馬はもはや為なす術すべなしだ。思わず、

「い、いや、そんなことはない。漫研の連中だって、こういうことはおろか、女の子の手を握ったことさえないし、それこそパッションだけで描いている。大事なのは経験ではないのだ」

　ぐさあっ、と漫研連中の胸を見えないナイフで突き刺してしまう。おのれも経験ないくせに。対するるみは攻こう撃げきの手をゆるめない。ぐいぐいと身体からだを押しつけながら、

「わたくし、殿方の情熱はわからないのかもしれません。ああ、でもでも、いまこうして城主さまと接していると内からあふれ出てくるものを確かに感じるのです。ひょっとして──これが、パッションというものなのでしょうか？」

「そ……そ、そう……かも？」

「城主さま、わたくしに殿方の欲望とはどういうもなのか、お教えください。手取り足取り、あんなことこんなこと、わたくし、すべて受け止める覚悟が……あいた」

　熱の入ったるみの言葉は途中で途と切ぎれた。宙を回転して飛んできた定じよう規ぎが頭を打ったのだ。振り向いたるみは、

「……何ですの」

　と、さっきまでとは打って変わった冷たい眼まな差ざしで美亜をにらみ据えた。

「何ですの、じゃねーよ」わなわなと肩を震ふるわせる美亜は地の言葉を剝むき出にする。「あんたら双子は揃そろいも揃って、何なのよ！　カマトトぶるのもいい加減にしたら！　どいつもこいつも計算ずくのくせに！」

「まあ、はしたない」るみは眼鏡の弦つるを指で押し上げて眉まゆをしかめる。「あなたも城主の情婦を気取るのはいい加減おやめなさい。城主さまが迷惑なさっているのがわからないの」

「じょ、じょじょ、情婦ですってー！」

　怒りの沸点が頂点を越えたか、美み亜あの長い髪が逆立った。「ま、まあまあ……」と美亜を押さえようとした一かず馬まだったが、

「げふう」

　間髪入れず、飛来してきたＧペンに額ひたいを突き刺されてばったり倒れ伏した。

　そんな彼の様よう子すをよそに、二人の女子生徒がばちばちと火花を散らしていると、

「うぉっす。……おや？　いつもと雰囲気違うな」

　ドアを開けて入ってきた生徒がいた。四角い顔をした大柄な男子生徒で、ようやく起き上がりかけていた一馬を見つけると気さくに声をかけてくる。

「よお、やっぱりここにいたか。今日はまた奇抜なファッションしてんな」

「……ちったあ、疑問に思え。すんなり受け止めるんじゃねえ」

　一馬は額からＧペンを引き抜いた。

「まあ、おまえのことだから何でもありかと思ってよ。……あれ、何だ？」

　無言のままにらみ合う美亜とるみを指差して聞いてくる。美亜の炎のごとく燃もえさかる怒りを、真っ向から受け止めるるみの冷れい徹てつな視線。見ているだけでも相当に面おも白しろそうだが、残念ながら当の一馬はそんな気分になれない。

「気にすんな。それより、おれを探してたって？　郷史研は昨日クラブ巡りにいったろうが」

「何がクラブ巡りだ。一〇秒もいなかったくせして」

　郷ごう田だという名のこの男子生徒、一馬のクラスメートのひとりで、郷土史料研究部という、やはりこのプレハブ棟に部室を割り当てられているＢクラスクラブの部員だ。

「おまえにインタビュー採ろうかと思ってたんだよ。なあ、少し時間あるか？」

「女子生徒をよこしなさい、女子生徒を」一馬は一いつ蹴しゆうした。「大体、素敵すてきな城主さまへの興きよう味み深いインタビューを採ろうっていうんなら、普通は新聞部の仕事だろうが。郷史研が何でまた」

「おまえ個人に興味はねえよ。城主って立場上、何かおれらの知らないことを知ってるんじゃないかと思ってさ」勝手にパイプ椅い子すを取り出してどっかと腰を下ろした郷田はにやっと笑った。「夏といえば怪かい談だんの季節！　だろ。夏休み前に、新聞部と郷史研合同で、号外の怪談特集号出そうかと思って。おれたちが絡む以上、ここら辺りの土地特有の怪談話や、他ほかならない、この学園にまつわる恐ろしい話なんかを集めてるんだ」

「興味ないねえ」

「まあ聞けよ。ここ一週間くらい、学園のＯＢ──つまり、一族の先せん輩ぱいって意味でもあるけど──からいろいろ話を聞いてたんだけど、それだけでもなかなか興味深いエピソードが集まったんだぜ」

「興味ないったら」

　一かず馬まはにべもなく言うが、郷ごう田だはさっさと自分のペースで話をはじめている。

「七なな不ふ思し議ぎっつったら、大体どの学校にもあるもんだろ。うちの学校はほら特殊だから、普通なら何てことない怪かい談だん話だっていろいろ信しん憑ぴよう性があるんだよ。何しろ、鬼はこの世のものでない、いわば亡者なんだからな。その中でも飛びきりのネタがあってね。聞きたいか？　聞きたいだろ？　聞かなきゃ眠れんだろ？」

「あのな」

「何せおまえはこの学園に住んでいるものな。聞かなきゃ逆にもっと怖くなるぞ。暗くら闇やみの中、ひとりトイレに起き出したときなんか最悪だ。だーれもいない廊下を歩いていくうち、ああ、そういや、郷田の言ってた飛びきりのネタって何だろう。ああいうことかな、こういうことかな、って自然と想像が膨ふくらんで、挙句の果てにゃ、何もないはずの暗闇にぽつんと人ひと影かげが立っているように見えてきて、そのうち低い女の声が……」

「わーっ、もう、何だよ、うるせえな！」一馬は怒鳴った。「ふざっけんな。このおれがそんなもの怖がるとでも思ってんのか。聞いてやるからさっさと話せ」

　実はこのとき、一馬は三日前に遭遇した女の子のことを思い出していたのが、それを知らない郷田はにたりと笑う。

「よーし、さすがは城主さまだ。いいか、実はこの学園、一五年ほど前にな……」

「簡かん潔けつに話せよ。余計なリアリズムとか雰囲気づくりとかはいらないからあらすじだけ話せ。ごくシンプルに、単純に、小学生向きの絵本よりも簡単に、だ。いやいや安心しろ。物わかりの悪いおまえのためにおれ自ら例を出してやるからな。そう、例えば桃もも太た郎ろうさん。あれで言うなら、『桃から生まれた桃太郎は鬼おにヶが島しまにいって悪い鬼を退治しましたとさ。おしまい』──これくらいだ。それからな、浦うら島しま太た郎ろうで言うなら、『助けた亀かめに連れられた……』」

「往おう生じよう際ぎわの悪い奴やつだな。怖いんならそう言え」

「だ、だ、だ、だ、誰だれが」

　一馬は顔を背けた。背けた先に美み亜あとるみがいた。また喧けん嘩かしてるのか、と思っていたら何やら妙な雰囲気だ。るみは机に戻って絵を描かいていて、美亜がその傍かたわらで覗のぞきこんでいる。なぜか「きゃあきゃあ」と赤い顔をしてはしゃいでいた。「こ、これ、あの漫画のライバルキャラでしょ？　男同士で、こんなことしちゃうんだー」とか聞こえてくる。薔薇ばらの絆きずなが二人を仲よくさせたらしい。…………やだな。

「この学園さ、おまえが城主になってはじめて〝城〟としての機能が発揮されたわけだけど、おまえも知ってるように、この学園そのものは二〇年前ぐらいから存在する。もともと〝城〟のひとつになるように、って建設された言わば一族の砦とりでなわけなんだが、そのときはまだ切せつ羽ぱ詰つまった状況になかったから、しばらくは一族専用の教育機関として運用されていた。だけど、一五、六年前、その普通の学園だったはずのここで恐ろしい事件が起こったらしい」

　すう、と照明が落ちた気がして一馬は鳥肌を立てた。余計な情報はいらないってのに、どうしてもいろいろと頭の中で想像してしまう。

「いまだっていろいろと怪あやしげなクラブがたくさんあるこのマンモス学園。当時にも、学園側さえ把握していなかったカルトなクラブがいくつかあったらしい。中でもひとつ、飛びっきりに怪しいクラブが存在していた」

「ふーん。まあ、それほど怖い話でもないな。なかなか面おも白しろかった。じゃ、おれはこれで」

「まだ終わってねーよ。て言うか、はじまってもいないじゃないか。聞けよ、そのクラブってのは……黒こく魔ま術じゆつ研究会といったらしい」

「黒魔術？」

「ひと言で言うなら、悪い魔法のことさ。中世時代、魔女が使ってたとされる、悪魔と契約することで得られる魔法のこと。呪のろいやら、怪しげなサバトの儀ぎ式しきやら、使い魔やら……いわゆるオカルトの分野だな。おまえ、『頭ず蓋がい骨こつのホーリーグレイル』読んでないのか」

「知らん」

　手前。

「近年稀まれに見る良書だぞ。──まあいい、とにかく、そうした魔術の研究をやろう、っていうクラブだ。悪あく趣しゆ味みは悪趣味なんだが、何つうか、昔っからそうした、いわゆる負の領域にある力には人を惹ひきつけるものがあるんだろうな。いまでも世界各地にある黒魔術の秘密結社なんてのも、もとを辿たどればきっと好奇心から集まった数人のグループだったろうし。ヨーロッパなんかじゃ、教会の教えが広まっていたから、むしろそれに反発するような闇やみの魅み力りよくにことさら取り憑つかれやすかったんじゃないかな」

「──」

「この学校でも同じさ。何しろ一族しか通わない学校なんだ。鬼たちから世界を守ろうっていう学園ならではこそ、それに相あい反はんする黒魔術みたいな力に憧あこがれる生徒たちも大勢いたんだろう。とにかく、一五、六年前に発足したそのクラブは、八人の女子生徒たちがメンバーとなって、夜な夜な、怪しげな儀式をつづけていたらしい。最初はやっぱりただの好奇心からだったろう生徒たちも、そうした儀式をつづけているうち、妙な高揚感と連帯感、そして心地いい背徳感を味わうようになり、気がつけばどっぷりと黒魔術の世界に心身まで染まっていた」

「──」

「夜ごとに集まる生徒たち。教室の床にチョークで描かれた魔法陣。燭しよく台だいに置かれた蠟ろう燭そくの灯あかり。風でゆらゆらと揺れるカーテン。生いけ贄にえに捧ささげられるのは猫や犬の死し骸がい、滴り落ちる血、赤く染まる短剣。妖あやしい呪じゆ文もんのリズム。高揚する乙女おとめたちの肌……。それだけで満足できる段階などとっくに過ぎてしまった。もう雰囲気だけ味わって、あとはバイバイ、だけのあの頃ころには誰だれも帰れなくなっていた。だからこそ事件は起こるべくして起こったのだろう。一五年ほど前、あの夜、生徒たちは……」

　郷ごう田だは一拍、間を挟んだ。

「互いに殺し合いをはじめたんだ」










二章「レゾン・デートル」













１──

　こつん、こつん、とやたらに甲かん高だかく足音が反はん響きようしている。

　窓から差しこむ西日によって、一かず馬まの影かげが長く長く廊下へ延びていた。もうほとんど生徒たちの姿はない。窓から見下ろされるグラウンドに、帰宅途中の後ろ姿がちらほら見えるだけ。

「郷ごう田だの野郎」一馬はぼそっとつぶやいた。「なーにが、黒こく魔ま術じゆつだよ。どうせホラ話つくるならもっと工く夫ふうしろってんだ」

（別に最初から相そう談だんして決めたわけじゃない。悪魔に捧ささげる生いけ贄にえときたら、やはり動物なんかじゃなくて人間が一番じゃないか、って誰だれもが同じタイミングで考えたんだよ。これもひょっとしたら、悪魔とやらが無む意い識しきのうちに生徒たちを焚たきつけたのかもしれないぜ）

　郷田の声が脳裏によみがえる。

「おれは忙しいからな、三流ホラーなホラにつき合っている暇なんかないんだ」

　お寒いギャグを飛ばしつつ、一かず馬まはみづきがそうしたようにポケットから迦か具ぐ羅らリストを取り出した。忙しいのは本当だ。来きたるべき夏休みに向けて迦具羅を選抜せねばならない役目がある。

「いまのところ、みづきさん、壬み琴こと、美み亜あって三人が三人とも──まあ見た目だけなら──美少女揃ぞろいにしてあるからな。当然、ここはお約束としておれの部隊に組みこまれる迦具羅は全員美少女でなければならない。うん、ごくまっとうな理屈だ。ここでいきなりむくつけき男どもを入れた日にゃ、この華か麗れいなるお約束さまに対して申し訳が立たない」

（だから、生徒たちはその夜、いつものように集まったとき、笑顔で挨あい拶さつを交わしながら誰だれもが互いを殺すタイミングを計ってたんだ）

「とりあえずは、うむ、あの藤とう堂どう姉妹。なかなかの逸材と見た」

　一馬は独自に調査し、選び抜いたリストを眺める。当然、お約束さま的に全員、見た目だけならＡクラスの迦具羅ばかり。

「夏休みがバラ色になるかドブネズミ色になるか、すべてはこのリストに懸かかっているといっても過言ではないわけだな」

　城主はたとえ夏休みだろうが何だろうが、その立場と役割がある以上、滅多めつたなことでは学校を離れるわけにいかない。代わりになり得る新しん之の助すけがいないのではなおのこと。つまりは、他ほかの生徒たちと同様には夏を謳おう歌かすることなどできないという意味だ。

　以前までの一馬なら、ここで何とか学校からの逃亡計画を図るところだ。ふざけんな、みんなが楽しんでいるのに何でおれだけ──と、恨み節全開になったことだろう。

　が、いまの一馬は違う。

「すべてを美少女にするのだ！　迦具羅の前線部隊といえば、ローテーションを組んで常に城主と寝泊りをともにするのだからな！　うわははははははは、ざまあみろ。このおれ、浅あそ生う一馬に他の生徒たちと同じ夏休みなどいるものか。外に出かけられないぶん、もっとスケールのでかい、城主さまならではの夏を謳歌してやるぜ！」

　という、どでかい野望を持っている。男の子はこれくらいで頼もしい。多た分ぶん。ところで、さっきから誰もいないのに大声を出しているのは……。

「あはははははははははは」

（時計が午前一二時を指した瞬しゆん間かん──殺さつ戮りくの宴うたげがはじまった。あたかも最初から示し合わせていたかのように、まったく同じタイミングで彼女たちは互いに隠し持っていた武器で隣りん人じんを殺しにかかったんだ）

「ははははは」

（ナイフがきらめいた。その教室に七人ぶんの血のりが飛んだ。生き残ったのはたったひとり。その女子生徒の唱えた最後の呪じゆ文もんによって、ついに悪あく魔まは現れた。クラブ員七名の生いけ贄にえが、その悪あく魔まが封じられた扉を解放する最後のキーになり得たんだ）

「はは……は……」

（だが、悪魔は言い伝えどおりには、その召喚主である女子生徒に従わなかった。魔女としてあまりにレベルが低すぎたんだ。悪魔はその最後のひとりに目に見えぬ鉤かぎ爪づめを振るい、黒々とした炎でできた牙きばを降り下ろした。女子生徒は命が断たれる寸前、最後の力を振り絞って呪じゆ文もんを唱え、ふたたび悪魔を学園に封じたという）

（……わかるか、一かず馬ま？　この悪魔はそもそも学園の中に封じられていたんだ。〝城〟であるここには昔っから悪魔が眠っているという伝説があった。悪魔を呼び出した生徒はすべての望みがかなえられるっていう話が添えられてな）

（ただのホラ話じゃないぜ。聞いて驚おどろけ、さっきＯＢから話を聞いたって言ったろう。この人たちが口を揃そろえて言っていたんだ。一五、六年前、確かにいきなり行方ゆくえをくらました八人の女子生徒がいたってな。だから学園には新たな伝説が加わったのさ。夏になると、夜な夜な、血まみれの女子生徒たちが学園をうろついているんだってな）

（彼女たちは毎夜、一五年前と同じ教室に集まって儀ぎ式しきをやろうとするんだ。ところが、なぜかいつも七人しか集まらないらしい。それじゃ儀式ができないから、彼女たちは最後のひとりを探して学園内をうろつき回るのさ。そしてそれは……何も、死んだ女子生徒に限らないってことだ。〝八人目〟は一馬、ひょっとしたらおまえになるかもしれないんだぜ……）

「は……は……」

　空元気もそこまでだった。

　笑い声が消えていき、代わりに、痛いほどの静寂が彼を出迎えた。長い廊下が目の前に延びている。彼自身の、そして窓枠の四角い影かげが交差するその廊下に人の姿はない。ぞくぞくとした寒気が足もとから這はい登ってきた。七月も半ばだというのに、なぜかひどく肌寒い。

　否いや応おうなしに、トイレで見たあの光景がよみがえる。あれは酔いのせいで妙な幻覚を見たんだ、と自分を納得させても落ち着かない。黙だまっているとますます静けさの前に吞のまれそうだったので、もう一度一馬は笑い飛ばそうとした。

「な、何だよ。何その気になって怯おびえた振りしてんだよ。こうやって、誰だれもいない廊下を歩いていると、その辺から少女のすすり泣きが聞こえてくるってか？　しくしくってさ。そしてそっちを見たら、血まみれの女子生徒が……」

　しくしく。

　一馬の心しん臓ぞうが口から飛び出た。いや、飛び出そうになった。代わりに、身体からだからはみ出んばかりにばくばくと打ち鳴りはじめる。

　確かに聞こえた。掌てのひらがじっとりと汗を噴ふいている。辺りを見回す。誰もいないはずだ。いや……そう、気のせいだ。おれの豊かな想像力が、ありもしないものを生み出してしまったのだ。

　しくしく。

　また聞こえた。頭の中はかっかとして熱いほどなのに、身体からだ中の血液が凍りついたように手足の感覚が冷えていく。一かず馬まはそろそろと足音を殺して歩いた。泣き声の聞こえた辺りへと近づいていく。逃げたら駄目だ。本能がそう言っている。郷ごう田だの言葉じゃないが、逃げたらきっとあとでもっと怖くなる。

　階段へ通じる曲がり角まで来た。と……、

「あ、あなたたち、何を考えているの!?」

　人の声が聞こえてきた。そう、人だ。一馬は思わず脱力してその場にしゃがみこみそうになってしまった。何だよ……やっぱり、幽ゆう霊れいなんて郷田のホラ話じゃないか。

　となると、今度は一気に好奇心が首をもたげてくる。何やら色っぽい場面を期待させる声だ。一馬の嗅きゆう覚かくはこうした場面にひときわ敏感なのだ。そっと壁かべから顔を出して様よう子すを窺うかがってみる。──案の定だった。

「だからさ、ちょっとおれたちにお勉強教えてくれないかな、ってそう言ってんの」

「何も不自然なことじゃないでしょ。おれたちは出来の悪い劣等生で、あんたは先生なんだから」

「それとも何？　いけない想像しちゃったりしてる？　いやーん、先生ってばスケベ」

　いかに名門私立校とはいえ、そりゃ不良っぽい言動の生徒のひとりや二人はいる。そんな不良生徒どもに若い女性教きよう諭ゆが絡まれているらしい。うむ、これぞ学園ものの色っぽい場面の定番だ。さて、ではその女性教師は……と、さらに顔を突き出して探ってみる。

　お。これは、なかなか。

　歳としの頃ころは二二、三か。ウェーブがかった長い髪はやや栗くり色。タートルネックのノースリーブから剝むき出した腕を交差させてクリアケースを抱えている様は、あたかも自分を抱きしめて守りを固めているかのよう。

　不良生徒三人相手に、廊下の壁際にまで追い詰められていた。

「ふ、ふざけた真似まねはおよしなさい。先生、冗じよう談だんにつき合っている暇はないんです。さあ、わかったら早くそこをどいてちょうだい！」

　気丈にも、いかにも柄がらが悪そうな生徒相手に大声を張り上げる。が、悲しいかな、声はかすれてしまっていたし、何より、タイトなフレアースカートから伸びた両足は内うち股また気味になっていて、隠しようもないくらいに震ふるえている。

「うわっ、かわいー」生徒たちがはやし立てた。

「何か、必死に先生してるって感じがたまらねーや」

　おう、上手うまいことを言う、と一馬は内心膝ひざを打った。そうなのだ。完全に不良相手に気を吞のまれ、怖そうに首をすくめつつも、そして目にいっぱい涙を溜ためつつも、それでもいかにも「生き真面目まじめ！」ってなふうに上目遣いで生徒をにらみつけている。

　顔形から漂う楚そ々そとした雰囲気といい、首からぶら下げた品のいいブローチといい、何だか、上流家庭で育った世間知らずのお嬢じようさまが必死に慣れない先生をやっている、という雰囲気がするのだ。

　──と、

「も、もうつき合ってられま──きゃっ」

　女教師の悲鳴とともにどすん、という物音がした。強行突破を果たそうとした教師が、そのまま不良に肩を押さえつけられ、壁かべに背中をぶつけたのだ。

「ンだよ、そんなに怖いかよ」

「傷つくなあ、繊せん細さいなお年とし頃ごろとしては」

　わなわなと女教師の身体からだが震ふるえている。「は、放して……」と小声で訴えた。教師として必死に取り繕つくろっていた仮面も剝はがれ落ち、いまや怯おびえた少女のような哀願を浮かべている。すると、見る見るうちに不良たちの顔色までもが変わっていくのがわかった。

　相手の逃亡を力ずくで押さえこんだその状況が、彼らの獣じゆう性せいに火を注いだか、無言のまま見合わせた彼らの目は妙にぎらぎらしていたのだ。もはや色っぽいどころの話ではない。一かず馬まは意を決した。スケベはスケベでも、凄せい惨さんなスケベは彼の趣しゆ味みに合わないところだ。

　どろどろと渦を巻いた獣欲が、カチッと打ち鳴らされた火花によって一気に爆ばく発はつしようとしたとき──。
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「待ちたまえ」

　はっ──と、声を投げかけられた生徒たちが振り向く。一かず馬まは白い歯を見せて微笑ほほえんだ。

「その薄うす汚ぎたない手を放さないか、チンピラども。さもなければ、このおれが相手になってやるぞ」

「か──一馬！」

　ひとりが血相を変えて叫んだ。ふふふ、と一馬はなおも笑う。

「一馬だと!?」

　ひとりが同じ語調でわめく。ふふふ。

「何だよ、一馬か」

　ひとりが安心したように言い、残り二人を頷うなずかせた。ふふ…………え？

「一馬、おめーが何の用だ」

「い、いや、だからその手を放せって……さもなければ、このおれが……って、はい」

　一馬はいくぶん気を削そがれる思いをしながらも説明してやった。愚民どもは理解が遅くていけない。

「さもなければ何だってんだよ」

「え？　えーと……ほら、ぼく、城主さまじゃない？」一馬は自分を指差した。「だからあ、臣下どもはここで、『へへえ』ってひれ伏す場面？」

「何が、『場面？』だ、このボケ」

「人を臣下扱いしてんじゃねえ。何でも城主と言やあ、一族の人間が大人おとなしくなるとでも思ってやがるのか。生憎あいにく、おれたちはそんなタマじゃねえんだよ」

「おまえがここで殿さまらしく『ものども、であえーい！』とか言や、誰だれか現れておまえを助けに来てくれんのか？　あン？」

　ぱきぱきと指の骨を鳴らしながらひとりが一馬に近づいてきた。一馬よりも一・五倍増しに広い肩を悠然と揺すっている。

「能無しが最近調子に乗りやがって。気に喰くわなかったんだよ。ちょうどいいや、ここで能無しにふさわしい態度ってのを、もう一度教えこんでやるぜ」

「う……」

　三人が三人ともこちらへ歩み寄りはじめたのを見て、一馬は青ざめた。当然のことながら、喧けん嘩かは得意分野ではない。じゃあ何が得意なのかと言われても、断言できないのが一馬を一馬たらしめている所以ゆえんなのだが、この際どうでもいいことだ。

　得意じゃないのなら、正面からいっても勝ち目がない。ならば──と、一馬は機先を制することにした。

「あっ！　先生が逃げたぞ！」

　と指差したのだ。「何!?」と不良どもがいっせいに振り向いた。その隙すきに、と思っていたのだが、

「ちくしょう、いない！　一かず馬ま、手前てめえのせいだ！」

「こうなったら、おまえを血祭りにあげてやる！」

　と、むしろ火に油の状態。一馬は目が点になった。本当に逃げたとは思っていなかったのだ。あの薄はく情じよう者。不良どもの獣じゆう欲よくの矛ほこ先さきは一馬ひとりに絞られた。ぎらつく目の群れに、じりじりと追い詰められていく。もはや逃げ場はなかった。壁かべ際ぎわにまで追いやられた一馬は、

「く、くそっ、こうなったら、一馬伝説の幕開けだーっ！」

　と、わけのわからぬ雄お叫たけびをあげて突進した。一いつ瞬しゆん、面めん喰くらった不良たちもすぐさま応戦に移る。

「やっちまえ！」

「意外にすばしっこいぞ！」

「わっ、こいつ唾つばを引っかけやがった！」

「ズボンを脱ぎはじめたぞ！　な、何する気だ!?　う、うわあああっ」

　と、目を覆おおうような戦いが展開されていく。詳しい描写は避さけるが、確かにある意味伝説だった。

「や、やっと捕まえた！」

「……の野郎、覚悟はできてるんだろうな」

　ついに押さえつけられた一馬相手に、さっきとは違う意味でぎらぎらしている三人の視線が当てられる。引っかき傷だらけの顔もあれば、鼻にボールペンを差しこまれた奴やつもいて、そしてもっとも怒りに燃えている奴の顔は、なぜかびしょびしょに濡ぬれているという状態。

　うなだれる一馬も観念しかけた。と、

「やあーっ！」

　甲かん高だかい叫び声がすると同時、いきなり生徒たちの間に何者かが突っこんできた。「わ!?」「何だ、何だ」「あぶねえッ」とまたも大おお騒さわぎ。

　一馬の周囲から生徒たちが遠ざかる。見ると、彼の盾になるかのように立ちはだかっているのはさっき逃げたはずの女教師だった。殿さまを守る忠実な武士もののふのごとく手にしているのは抜き身の刀──ならぬ、一本のモップ。その辺の教室を探せば、掃除用具棚にいくらも放りこまれている代しろ物ものだ。

「せ、先生、け、け、喧けん嘩かは許しません！」ふーっ、ふーっ、と荒い鼻息を噴ふきこぼしながら女教師は言った。「そ、それでもまだやるというのなら、せ、先生が相手になります、かかって、きき、き、きなさい！」

　と、またも涙をいっぱいに溜ためた目で生徒たちを見据える。やっぱり足はがたがた震ふるえていたし、華きや奢しやな腕にはモップ一本構えているのも気の毒に見えるほどなのだが、気迫だけは凄すさまじい。

「何だとォ──」

　と、不良たちもまた眼光をぎらっと輝かがやかせ、女教師に挑みかかるかに見えたのだが、

「あーあ」

「白けちまったぜ、いこいこ」

　と、妙にあっさり引き下がった。もともとは単にからかうつもりだったのだろうから、ふと我に返ってみれば白々しい思いがしたのかもしれない。「一かず馬まァ。今日んとこは見逃してやる」と捨て台詞ぜりふを残して、三人は去っていった。

　一馬は安あん堵どの息をついて立ち上がった。あまり女教師のほうを見ずに制服の埃ほこりを払う。さすがにちょっと照れ臭くさくなって、どう礼を言おうか迷っていたのだが……、

「せ、先生っ」

　一馬はあわてて女教師に駆け寄った。彼女はまだモップを構えたまま息を弾ませていたのだ。色白の頰ほおにかーっと血の気が上っていて、目が虚うつろに定まっていない。よほど興こう奮ふんしているのだ。

「大丈夫、大丈夫だよ、あいつら、いったから。先生の迫力に負けてさ」

「あ……え……と」一馬に腕を取られ、教師はぎくりとしたように彼を見た。「あ……浅あそ生うくん。そうだ──大丈夫!?　怪け我がはない？　ご、ごめんなさいね、さっきは、その……何か、武器になるものはないかって探しにいってたものだから。本当、ごめんなさい。頼りにならない先生で。ああ、そうだ、その前に、お礼を言うのを忘れてたわ。ありがとう、それと、ごめんなさい、あっ、ありが……」

「だ、大丈夫、大丈夫だから！」

　一馬は教師の肩に手を置いて、目を見ながらそう怒鳴った。びくっと一いつ瞬しゆん肩を上下させたあと、その目にじんわりと涙があふれてくる。

「ご……ごめんね。うん……大丈夫、もう、落ち着いたから」

「そう、よかった」一馬はほっと息をつく。「おれのほうこそ、ありがとう。あのまま放っておかれたら、マワされるとこだったよ。後ろの処女のほうがはじめてだなんて洒落しやれにならないし」

「まあ……浅生くんは処女だったの？」

　わかっているのかわかっていないのか、教師はびっくりしたように訊きいてきた。

「ち、違うよ。い、いやいや、違わないけど……ええと、とにかく、うん。先生、おれの名前知ってんだ？」

　一馬はあわてて話題を変えた。冗じよう談だんを言う相手くらいは選んだほうがいい、と肝に銘じる。というかそもそも冗談の種類をこそわきまえるべきだと思うのだが。

「ええ、それはもう。城主さま、ですものね。あっ、わたしはね、大おお野の手て久く美み。去年新卒で入ってきて、いま中等部で現国を教えているの」

　そう名乗った久く美み先生は、何だかふわふわといった感じで微笑ほほえんだ。もともと優やさしげな目もとに、うっすら涙を漂わせているものだから、妙に相手をどきりとさせる表情になる。

　間近で見てもやはりなかなかの美人さんだった。楚そ々そとした令れい嬢じよう的な雰囲気があるとさっき述べたが、近寄りがたい雰囲気はまるでなく、むしろ、初対面でも、すれ違いざまに挨あい拶さつしたらにこやかに返事してくれそうな親近感を覚える。

「ちょっと遅くまで残って期末テストの採点をしていたのだけど……。わたし、駄目ね。昔からよく言われるの。隙すきがあるから男の人がつけあがるのよ、って。そんなつもりはないのだけれど。教師になったからには、毅き然ぜんとした態度でいようって思っていたのに……」

　いぢいぢと花をあしらったブローチなぞをいじりながら久美先生は言う。至近距離でそれを眺めているうち、一かず馬まの胸に妙なものがこみ上げてきた。

「へえ。本当に？」

　その言い方に何を感じたのか、久美先生ははっとしたように顔を上げる。一馬の口もとに浮かんでいた笑みは、彼女をからかっていた男子生徒たちと同じ種類のものだった。

「本当はあいつらを誘ってたんじゃないのォ。いかにも何も知らないお嬢さま、って顔してさ。わざとそんな態度取ってあいつらを挑発したんだよ。ああ、荒々しくあたしを奪ってほしい、なあんて思いに身を焦がしながらさ」

「そ、そんな」久美先生はあとずさった。「そんな言い方って、な、ないと思うわ。わたし、そんなつもりで……」

「まぁた涙いっぱい浮かべて。それが手なんでしょ？　認めちゃいなよ。そうしたら、おれ、先生の希望をかなえてあげるよ」

「ひ……ひどいわ！　あなたまでそんなこと言うなんて！」

　久美先生は身を翻ひるがえし、駆け出した。目からこぼれ落ちた涙が、ちりりと一馬の目の前で燐りん光こうのように夕日を反射し、尾を引きながら消えていく。

　ふふふ、と邪悪な笑みでそれを見送っていた一馬はその数秒後、はっとしたように自分の口もとに手を当てた。

　──お、おれ、いま、いったい何を言っちまったんだ!?

　おかしい。おかしいのはいつものことだが、いかに一馬といえ、襲おそわれそうになったばかりの女教師をねちねちとからかって喜ぶ癖くせなどない。ただ単に、わざわざ助けに戻ってきてくれたことでお礼を言うつもりだったのに。いや、無論、そのあとで、お近づきになれればいいかなー、と下心を抱かせるには久美先生が充分に魅み力りよく的な女性であったことは認めざるを得ないのだが、それにしたって。

　一馬は必死で思い出そうとした。自分がなぜあんなことを言ったのか──そうだ、あのとき、間近に久美先生の顔を見てたら、急に、何だか虐いじめたくなって……。涙を浮かべた顔を見たときは、そうだ、もっと泣かせてやろうって……。

　ぞくぞくとするものを一かず馬まは感じた。

　──ま、まさか、久く美み先生は……。

　噂うわさには聞いたことがある。そういう女性が稀まれにいるのだとは。しかし、その気けがないはずの一馬にして、しかも初対面で、思わずサディスティックに接してしまったということは、おそらく……。

「あれが噂に聞く『虐いじめて光線』の持ち主！　それも、ひゃ、百年にひとりの逸材かもしれんぞ！　つ、次のオリンピックはもらったも同然だ！」

　一馬はひとり、奇妙な盛り上がり方をした。彼の叫び声が薄うす暗ぐらくなりかけた校舎内に空しく響ひびき渡る。

　……そのおかげかどうか、夜、悶もん々もんとしていた一馬は、郷ごう田だの言っていた怪かい談だん話も、トイレで見た幻覚のことも思い出さずに済んだ。




　それから一週間後のこと。

　私立天あま津つ学園は一学期の終業式を迎えるに至った。

　城主だ、〝歪ゆがみ〟だ、クーデターだ、となかなかに忙しかった一学期もようやく終わり、さあ、これから楽しい夏休み。海に山に、デートにナンパに、バイトにゲームにと、それぞれの胸に思い描かれたバケーションの計画図は数限りなく。

　が、どれだけ生徒数が多かろうが、誰だれとも被かぶらないだろう野望を、どす黒く胸に思い描いた生徒がいる。

「夏休み、夏休み。美少女だらけの迦か具ぐ羅ら。プールサイド。ビキニ。くくく。真夜中のデート、くくく……」

　と、体育館での終業式の途中、ひとりでぶつぶつ言っている様は、多少なりとも一馬の人となりを知っているクラスメートでさえ距離を置きたくなるものがあった。

　結局、夏休み前に迦具羅を絞ることはできなかったのだが、何、そんなものはこれからでも構わない。夏休みとはいえクラブ活動はあるのだし、まだまだこれから、藤とう堂どう姉妹のように自らを餌えさに城主へ言い寄ってくる女子生徒もあとを絶たないだろう。

　ちなみに久美先生とはあれから会っていない。さすがに半端じゃなくだだっ広いこの学園、中等部の教師と、高等部の一生徒が偶然にでもばったり出会う確率は限りなく低いのだ。

　ちょっと惜しいかな、とは思わないでもなかった一馬だが、しかしいまだに久美先生の泣き顔を思い出すだけでぞくぞくするものを感じる今日この頃ごろ、再会してしまえば、また自分が何を言い出すものやら見当がつかない。

　──城主さまのカリスマを貶おとしめるような行為は避さけるに限るからな、うん。

『ど変態』の称号を得た男がいまさら悩むことでもないはずだが、まあその辺はいつものことであるからして。

　ともかく、終業式も終わりを告げ、教室で短いホームルームを終えた一かず馬まは、いの一番に教室から飛び出た。今日もいい天気。暑くなりそう。クラブ巡りには絶好じゃないか──と、ひとり太平楽に窓から空を見上げていると、

「また狙そ撃げきされるぞ」

　後ろから壬み琴ことに声をかけられた。

「狙ねらわれる立場も辛つらいねえ」一馬は鷹おう揚ように応じる。「美少女だらけに狙われて、尻しりの毛まで毟むしられるの悪くないかもなあ」

「そうだな」

　壬琴の、どこか笑みを含んだ返事に驚おどろいて一馬は振り向いた。長身を教室側の壁かべに預けてにやにや笑っている。小麦色の肌が夏の日差しを浴びてきらきらまぶしく見えた。壬琴には夏が似合うのだ。……と、壬琴はわざとらしく目を丸くして、

「おやおや？　今度はあたしなんぞにご執心ですか、城主さま？　藤とう堂どう姉妹に嫉しつ妬とされますわよ」

「な、何だよ、気色悪い」

「別に。ああ、言こと伝づてがあったんだ。……生徒会長どのが城主さまをお呼びです。どうぞお早く」

　芝居がかった調子で一礼する。釈然としないものを感じつつ、壬琴のにやにや笑いに見送られた一馬は生徒会室に向かうことにした。

　迦か具ぐ羅らのことだろう。今日まで先延ばしにしてきたから、その件で話があるはず。お約束さまを実現させるため、もう数日時間をもらうことにしようと一馬は決めていた。そしてその後は……楽しい楽しい夏休みが待っているはずなのだ。

　ふん、ふふん、といまにも口笛を吹きそうな軽やかな足取りで、高等部校舎三階の生徒会室にまで来る。夏休みを迎えて浮かれている生徒が多いせいか、幸いにも彼のゆるみきった顔も後ろ指を指されずに済んでいた。「失礼しまーす」とひと声かけてドアを開ける。

　見慣れぬ顔が三つほどあった。が、一馬の目に備わった特殊な機能（現在、ヴァージョン３・６にデートアップ中）によってどれも視界から遮断される。要するに、[image: ]おすだ。

　さて、肝心のみづきさんは……と探していると、奥のほう、なぜかやたらとダンボール箱が積まれた場所から姿を見せた。思わず一馬はぎょっとなる。

「み……みづきさん。その格好は？」

「あら、一馬さん。お早いですね。大掃除がまだ終わらなくて、こんな格好で失礼します。普段ふだんから整せい理り整せい頓とんを心がけているつもりでも、こう資料やら書類やらが多いと把握しておくだけでも大変ですね。放っておくと溜たまっていく一方ですし」

　体たい操そう服姿のみづきは、その上から白いエプロンをつけていた。それだけならまだいいが、頭に頰ほおかむりをして、手には襷たすきを握っている。みづきには一見、そういう世俗的なものとかけ離れたイメージがあるだけに、かなりシュールな光景だ。

「え、と……それで、お話っていうのは」

「ええ、迦か具ぐ羅ら選抜のことで」

　来たな、と一かず馬まは身構えた。さっそく、「もう少し念を入れて探したいのだが」と用意していた台詞せりふを口にしようとした矢先、

「夏休み前には何としてでも編へん成せいしておきたかったので、こちらにて選抜を終えました。新たに部隊へ加わった三人を城主にご紹介しておこうと思いまして」

「…………え？」

「何度もくり返し申し上げたはずです。時間がないのだと。一馬さんがお選びにならないのなら、あとは我々の仕事。ですから、昨日のうちに壬み琴ことさん、美み亜あさんとも話し合い、先生方の許可も得て、新たに三人を選び出しました。それが彼らです」

　みづきは硬直した一馬へ淡々と説明し、生徒会室にいた見知らぬ三人を手で指し示した。一馬の目に備わった機能がいっとき解除され、彼ら三人を視界内に映し出す。

　一馬はしばし言葉を失った。男たち三人が自己紹介をしたようだが、彼の耳には聞こえていなかった。

　ややあってから、「……あの」とみづきに切り出す。

「何でしょう？」

「男ですよ？」

「男性の方ですね」

「筋肉ムキムキですよ？」

「男性は女性より筋肉があるものです」

「臭くさいんですよ？」

「男性には男性特有の匂においというものがありますから」

「ヘンなものがついているんですよ？」

「男性には男性特有のものというものが……」

　さらっと流そうとして、みづきははっと口をつぐんだ。見る見るうちに顔が上気していく。いつもの一馬なら見逃すリアクションではないはずだが、いかんせん、精神的ショックが大きすぎた。

　彼の脳裏で思い描かれていた野望、そしてお約束さまががらがらと音を立てて瓦が解かいしていく。

　ふたたび間があってから。

「ぎゃあああああー！」

　城主・一馬の悲鳴がこだました。

　それを外で聞いて大爆ばく笑しようしているのは美亜と壬琴である。二人して手に手を取ってはしゃいでいる。どうせ一馬が煩ぼん悩のうに惑わされるだろうとはわかりきっていたから、最初から彼の意見など当てにしておらず、三人で選抜を進めていたのだ。無論、ただ一かず馬まへの嫌いやがらせのためだけに選んだ男三人ではない。実力、迦カ具グ土ヅチの相性ともに熟じゆく慮りよした上で選ばれたのだ。

　室内では、まだ一馬が白はく痴ちのような顔をしてぶつぶつとわけのわからないつぶやきを洩もらしていた。

「お約束が……男ひとりに、美少女複数の……黄金パターンが……。むくつけき男三人が新キャラとして投入されるなんて……そんなギャルゲー……聞いたこともねえ……」

　ギャルゲーじゃねえ。







２──

　夏である。

　照りつける太陽。

　熱く、白い砂浜。

　どこまでも広がりゆく青い海原。

　一馬はビーチに横たわっていた。ビキニ姿の女子生徒たちが波に戯たわむれているのをサングラス越しに眺めている。「きゃっきゃっ」と走り回るたび、小さな布きれに隠された胸が揺れる、腰が踊る。

　一馬が見ているのに気づいたひとりが、隣となりの女子生徒を指で突つく。二人して、どこか悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべたかと思うと、いきなり城主へ向けてセクシーポーズのサービスをした。

　ひとりは腰と頭の後ろに手を当て、くびれを強調するかのように上半身をひねるポーズ。もうひとりは砂浜に這はいつくばり、胸と高く上げたお尻しりを誇示する、いわゆる『女め豹ひよう』のポーズ。

　一馬は目をぎらつかせ、涎よだれを垂らして女体美を凝ぎよう視し──したりせず、そこは苦笑いして手を振るという、大人おとなのリアクションで返した。

　その淡白な反応に自尊心をくすぐられたのか、二人して微笑ほほえみつつ、こちらへ近づいてきた。

　ムム、よかろう、と一馬も覚悟する。きみたちがそのつもりならば、おれとて遠えん慮りよはしない。

「城主さま！」感極まったような声が耳もとでする。

　うむ、うむ。ささ、もちょっとこっちへ……。

「じょ、城主さま……？」

　こらこら、いまさら戸惑った声を出すんじゃない。それとも演技か？　このおれを喜ばせようと、ふふ、かわいい奴やつだ。そうれ……。

「あっ……ああっ！」

　かすれた声をあげて身をよじる。むむ、なかなかしなやかな身体からだつきをしている。胸も尻もほとんどないが、いやいや決して嫌いじゃないぞ。こういうのもまた、格別な……。

「じょ、城主さま……そこは……駄目」

　ぎゅっ、と何かを手で摑つかみ、その瞬しゆん間かん、一かず馬まの全意い識しきが覚かく醒せいした。

　青い空が頭上に広がっている。照りつける日差しはやはり肌に痛い。が──、白い砂浜は無機質なタイル張りに姿を変え、青々と広がる海は陳腐な学校のプールへ変へん貌ぼうを遂げる。

　ビキニ姿の女子生徒などどこにもいない。いるのは、プールに浸つかってこちらを呆ぼう然ぜんと眺める男二人。はて？　では、おれの腕の中にあるこの感触は……。

「じょ、城主さま。ぼ、ぼくは、ぼくはそのような……」

　一馬の頭からさーっと音を立てて血の気が引いていき、

「おごえええええええええええええええええええええええええええええ」

　…………。

　数分後。

　げっそり瘦やせ細った一馬は、プールにわざわざ持ちこんできたデッキチェアに身を横たわらせていた。

「城主さま」

「……声をかけるんじゃない、Ｂ」

　先ほど腕に抱いた感触を思い出して鳥肌を立てた一馬は、そのなよっとした色白の男子生徒から目を逸そらした。

「Ｂって何です？　ぼくは、阪さか上がみ……」

「名乗るな。おまえらなんかＡ、Ｂ、Ｃで充分だ」

　男子生徒の名前なぞ覚えたくない一馬だ。脳の空き容量には限りがある。何が悲しくて男の名前などを記き憶おくせねばならんのか。ちなみにＡは体格たくましい柔道部員、Ｂは正反対に一見華きや奢しやそうな剣道部員、Ｃは拳けんタコを自慢にしている空手部員だ。

　夏休みのとある一日。一馬はちっとも楽しくない時間を過ごしていた。昨日まではみづきや壬み琴こと、美み亜あがいっしょにいたのだが、この三人相手では煩ぼん悩のうの晴らしようがないし、今日から一週間はＡ、Ｂ、Ｃが前線部隊として城主の側そば仕づかえになる。女っ気のかけらもありゃしない。

　少しは夏を満喫しようとプールにまでいけば、「高等部プールは水泳部員が使うから駄目」と断られ、仕方なく初等部のプールまでやってこなければならなくなり、しばらく遊んでいたがそれもじきに空むなしくなって、ひと眠りを決めこめば空しい夢を見るし、挙句の果てには男を抱き寄せている始末。

「大体、何でプールまでついてくるんだよう。そっとしといてくれ」

「そうはいきません！」無駄に気合の入っているＣが腹から声を出す。「我々は、城主さまから片時たりとも離れるな、という生徒会長どのの指示を承っておりますので、押忍オス！」

「例え城主さまが嫌いやがられようとも、この指示だけは忘れるな、というご命令でした」特にキャラのないＡが言う。「たとえ暴力を振るわれても、たとえ泣き落としにあっても、たとえ奇声を発せられても、たとえ寝こみを襲おそわれても、この指示だけは絶対とのことです。あと、噓うその身の上話で我々を同情させ、籠ろう絡らくしにかかってくる可能性もあるとのことでした」

　みづきさんはおれをどう思っているんだろう、と考え、一かず馬まは悲しくなった。まあ、いままさに「おれは男が近くにいると、亡くなった父親のことを思い出して悲しくなるんだ」と噓うそを言って彼らを追い出そうとしていたところなので、みづきは正確な先手を打っていたことになる。というか、そんな噓を言えば、また実父の八や咫た新しん三ざぶ郎ろうに夢で殴られかねないのだが。

　──くっそおおおおお。これが夏か？　夏なのか？

　一馬は歯は嚙がみする。こうも男に囲まれる時間ばかり過ごすと、あのうっとうしい美み亜あだって天使のような存在に思えてくるから不ふ思し議ぎだ。

　しかし、いつもならば、割り当てられた時間以外にもつきまとってきそうな美亜なのに、なぜか今回に限ってはきちんとシフトを守っている。学園にやってきても妙な色仕掛けで迫ってきたりしないし、夜、それこそ寝こみを襲おそわれる、なんてこともない。

　一馬は、不本意ながら学校から浅あそ生う家のほうへ電話をかけたこともあるのだ。

（なに？）

　応対に出た美亜は開口一番不ふ機き嫌げんそうな声を出した。

（い、いや。どうしてるかなーと思って）

（忙しいに決まってんでしょ。迦か具ぐ羅らの任務がない日は宿題やってんだから。お兄さまとは違って友達も多いから、遊びにいく約束を消化するだけでもスケジュール取られるし。お盆にはお父さんお母さんの墓参りにもいかなくちゃ。あー、そうそう、おじいちゃんが訊きいとけって。今年はお兄さまどうする？　墓参りいく？）

（ど、どうすると言われましても）

　浅生家の両親は一四、五年前に交通事故で亡くなったという。美亜が生まれてほぼ直後のことだ。一馬自身、両親のことはほとんど記き憶おくにないものの、写真で自分が抱かれている姿など見ると、胸にかすめる感情のひとつや二つないわけではない。

　色黒で、たくましい体たい軀くをした坊主頭の浅生天てん馬ま。享きよう年ねん二五。その隣となりでやや勝気そうな目をした、それでも優やさしい微笑ほほえみを浮かべている浅生美み貴き。享年一九。

　いまとなっては一馬と血のつながりがないことが判明しているわけだが、だからといって、「じゃ、今年からは他人だね、バイバイ」と言えるほどに一馬も薄はく情じよう者ではない。

（いくよ、いきますよ……って、ああ、新しんちゃんいねーし。城主お休みするわけにもいかんから……）

（じゃ、駄目だね。まあ今年くらいはいいんじゃない？　あ、友達が呼んでるから切るね）

（あ、お、おい、もしもし、もしもーし！）

　一方的に切られてしまった。携帯電話を手にしたまま呆ぼう然ぜんとする。

　女っ気がないから、というだけでなく、実は一馬にはもうひとつ、下心丸出しでも何でも構わないから美亜が泊まりにきてくれないものか、と願う理由があったのだ。

　彼は無論、夏休み中も学園に寝泊まりしている。前線部隊や、こちらもローテーションを組んだ防人さきもりたちもともに泊まりこむものの、さすがに部屋は別で、夜は一かず馬まひとりきりだ。彼は躾しつけのよくできた子だから、寝る前はきちんとトイレにいくのだが、それでも、前回のように教師の目を盗んで宿直室のアルコールを口に入れた日には、夜中に尿意を催して目を覚ますことが多々あった。そうなると、嫌いやでもひとりで真夜中の学園を歩かねばならなくなる。彼もなかなか学習しない男だ。

　さすがに前回と同じトイレだけは避さけているのだが、昨日、「どうせ何もないんだ」と決めこんでトイレへいく途中、『ひたひた』という濡ぬれたような足音を耳にした気がした。誰だれか自分と同じくトイレへ起き出してきたのかと思って振り返ってみたが、誰の姿も見当たらない。気のせいだ、と思ってまた歩き出そうとするとふたたび『ひたひた』。それが三度ほどつづいた。

　結局、無事一馬はトイレを済ませ、地下にまで戻っていったのだが、あのとき聞こえてきた物音の正体はいまだに謎なぞだ。

（七人の、血まみれの女子生徒が〝八人目〟を探して夜な夜な学園をうろつき回ってるんだってよ……）

　郷ごう田だの語った怪かい談だん話が自然と思い出される。いまさら指摘することでもないだろうが、実はこうしたものが一馬は大の苦手だ。この世のものでない鬼と戦う一族が幽ゆう霊れいを怖がるのも妙な話なのだが、しかし理屈ではない。

　どうあれ。

　一馬は限界だった。

　男の汗あせ臭くさい体たい臭しゆうも、無駄に気合の入った怒鳴り声も、傍はた目めにはまあ美少年に見えるだろうあのなよっとした男の仕し草ぐさも、『ひたひた』も。

　一いつ瞬しゆんでいいから忘れられる時間が欲しかった。

「城主さま、どちらへ？」歩き出した一馬にＢが訊きいてくる。

「トイレ！」一馬は怒鳴って追っ払おうとしたが、

「では、その前までごいっしょさせていただきます、押忍オス！」

　結局ぞろぞろとついてきやがった。さすがに中まではついてこなかったが、ドア一枚挟んだ向こうで、男三人が自分の小便の帰りを待っているのかと思うとぞっとしない。

「さて。スパイ映画なんかじゃ古典的な手法だが……」

　一馬はトイレを見渡した。便器が並んだ上に小さな窓がある。人ひとりくらいなら何とか潜くぐり抜けられる大きさだ。

　何も脱だつ獄ごくしようってんじゃない。ほんの一瞬さ。

　一馬は自分に言い聞かせ、「よっ」と声をあげて身体からだを持ち上げにかかった。
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　例えば。

　いつもと同じ生活を過ごすふとした瞬しゆん間かん、遠く、異国の地に旅立ってみたい衝しよう動どうに駆られることは誰だれにでもあるだろう。

　他人にはどんなにちっぽけな悩みやしがらみに見えようが、日々抱えこんで生きていけば肩こりのひとつにもなる。積もり積もった心のこりは自然と重いため息を導みちびくものだ。

　だからこそ、いっそそういったものすべてを投げ捨てて別の場所へいきたくなる。誰も自分を知らない土地で、何もかもから解放されてみたいと夢想する。

　一かず馬まもそんな乙女おとめ心を抱いたのだった。城主でない自分の時間をたまには過ごしてみたい、誰も自分の顔を指差さない場所へ──と、まるでアイドルタレントのごとき願いとともに。

　だからこそ、いま久しぶりに外シヤバの空気を嗅かいだ一馬は、静かなひとりだけの時間を満喫していた。

「ねーねー、いま暇？　あっちでお茶吞のむ時間ない？　お金は学生の身分で持ってないから、おねーさんのおごりで」

「名門私立天あま津つ学園の生徒なんだよ、おれ。文化祭のチケット欲しくない？　知り合いになっとくとあとあと便利だと思うなあ」

「あなたの幸せのために、一分間お祈りさせてくださいませぬか」

「実はおれ、日本を化け物から守ってる正義の味方なんだ」

　声をかけまくっても誰も足を止めるものさえいないから、ある意味ひとりだけの時間だ。というか、城主から離れたいと考えていたわりに何気に正体をばらしている。もちろん信じる人間など誰ひとりとていない。

　キャラクターに似合っているから少し意外かもしれないが、これが実は一馬のナンパデビューである。スケベを自認する割に実じつ績せきのともなわない彼のこと、鬱うつ屈くつしていた夏休みを過ごしている間、これではいかん、と思うに至った。夏には何かがある。根拠のない確信を抱いた彼は、今年こそ何らかの実績をつくらねば、と自ら焦りを招いたのだ。

「くそお。意外に難しいな」

　ぼやく一馬は早くも大量の汗を搔かいていた。炎天下の下、二時間も三時間も走り回っていれば当然だ。

　すでに空は翳かげりつつある。駅前の通りもやや人の姿が絶えてきた。新しん宿じゆくから電車で半時間の距離にある駅だが、一本路線を外れれば都内とはいえそうそう都会でもない。若い女性は少なくなり、代わりに、さっきからコンビニ前の公衆電話で怖そうなおっさんが怒鳴りを利かせて話しこんでいる。「われコラ、そら覚悟ができてるっちゅう意味かい。何やったらいまから乗りこんだるぞ、おお？」──ナンパに適した環かん境きよう下でもなくなってきた。

　さすがにそう長く学園を空けておくわけにもいかないので、さらなる焦りが、一かず馬まの熱で溶けたようになった脳のう味み噌そにとんでもない考えをもたらしはじめる。

　──こうとなれば、その辺の店で包丁を買って、いい女を尾行して……。

　おいおい。

　──自分の腕を刺して、『すいません、暴漢に襲おそわれたんです』とでも言えば、さすがに無視できまい。ふふふ。

　無視はできないだろうが、しかしその後にどんな進展があるというのだ。一馬はスーパーかコンビニを探してきょろきょろ辺りを窺うかがいはじめた。

「ん……？」

　一馬はふとある一点に目を凝こらした。駅前の通りから少し外れた、人通りの少ない路地で誰だれかが絡まれている。柄がらの悪そうな男たちの背中に見え隠れするあの白い顔は……。

「は、放して。放してください」

「そんな怖い顔しないでよ。ねえ、ちょっとつき合ってくれるだけでいいからさ」

　よくもまあ絡まれる人だ、と一馬は感心した。

「わ、わたし、教師なんです。そんな、遊びにつき合ってる暇なんかありません！」

「ひょう、女教師だってよ、女教師」そりゃ男どもははしゃぐ。

「どうせ学校も夏休みでしょ。教師が夏休みに遊んでたっていいじゃない」

「女教師の夏休み！　何か、そそるタイトルだな、おい」

　馬ば鹿か丸出しだ。女を誘うのにもっとセンスのいい口く説どき文句は思いつかないものか、と、自分を一〇〇段くらい棚に上げて一馬は思った。

　女教師という職しよく業ぎようと、生き真面目まじめに怯おびえるその顔に熱意を煽あおられてか、男たちは強引に相手の腕を取ってぐいぐい引っぱっていこうとしている。通りをいく人々は無関心の様よう子すだ。しゃあねえ、と一馬は覚悟を決めた。

　一馬伝説第二幕の幕開けだ。

　男が雄々しく戦う姿にこそ女性は憧あこがれを抱くもの。そう、そもそも女性を口説くのに言葉など必要なかったのだ。ただ黙だまって苦難に立ち向かう背中を見せてやればよい。愛はおのずとついてくるだろう。

　よし──、いくぞ！

「あの……あちらさんたちが、おぢさまの悪口を言っておりました」

　こそっと一馬は、コンビニ前の電話でまだ怒鳴っていたおぢさまに噓うその密告した。

　素敵すてきなおぢさまは風を巻く勢いでダッシュし、若者数名に世間の厳きびしさというものを教えた。ごしっ、ばきっ、ぐしゃあ。

　真まっ赤かな血のりを路地に残し、おぢさまは「じゃあな、学生。勉強に励むんやぞ」と一馬に手を挙げて去っていく。一かず馬まはがくがく震ふるえながらもにこやかに手を振った。

「あ……浅あそ生うくん？」

　同じく震えていた女性が、面めん喰くらったように一馬に声をかけてくる。当然といおうか何といおうか、その女性とは天あま津つ学園中等部教師、大おお野の手て久く美みであった。

　一馬はなるべく顔を見ないよう努力しながら、

「先生。お茶吞のまない？」

　と言った。




「わたしってね、昔っから……こうなの」

　向かい合わせに座った大野手久美は言った。半はん袖そでの、水色をした前ボタンワンピース姿。テーブルの上に置かれたクリームソーダのグラスが二人の顔を挟んでいる。

「前も言ったけれど、隙すきが多いって友達からもよく言われて。その友達もわたしに注意しているうち、言葉がどんどんきつくなって。あんたを見ていると苛いら々いらする、って」

　一馬はそっぽを向いていた。正面を見ないようかなりの努力を払っているのだが、気がつくと視線がちらちら久美のほうへ向いてしまう。久美はまたブローチをいじりながら上うわ目め遣づかいにこちらを窺うかがっていた。

　その目が危険なのだ。

「わたし……何度も自分の性格を直そうって努力もしたわ。でも駄目。だって、自分のどこがいけないかがわからないんですもの。そもそも努力のしようがなかったんだわ。だから、対人恐怖症になっていたこともあったの。どんな人もわたしと話しているとそのうち苛々してきたり、いきなり怒ったり、からかってみたり。本当、あまりに怖かったから、自分の部屋から一歩も外に出ない時期があったわ」

　苛々と一馬はテーブルの下で自分の指を組んだり放したり。何がそんなに苛立つのか自分でもわからない。駅ビル内の喫茶店は、親子連れやカップルで多少の賑にぎわいを見せていた。お洒落しやれなＢＧＭが流れる中、久美先生の独白はつづく。

「でも、このままじゃいけない、ずっと部屋に閉じこもって人生を終えるわけにもいかないって、わたし、一大決心をしたの」

　ぱっと目を輝かがやかせて久美は語る。人から逃げ回っていてはいけない、こうなれば嫌でも他人と接する職しよく業ぎように就つこう、と思ったこと。そして、教師になって純真な子供たちと接していけば、自おのずと変わっていけるのではないかと思ったこと、そのために猛勉強したこと──などを嬉うれしそうにしゃべり出す。

　今度は一馬は苛々、ではなく、ウズウズとしてきた。

　頰ほおを染め、目を潤うるませて、本当に嬉しそうにしゃべる久美先生を見ているうち、その喜びを無性に壊こわしたくなるのだ。何かとんでもない罵ば声せいを浴びせてその笑顔が凍りつく瞬しゆん間かんを見たい、と心の中でどす黒い悪あく魔まが囁ささやいてくる。想像しただけでぞくぞくと鳥肌が立つような、邪悪なスリルがこみ上げてくる。

　一かず馬まは、ともすれば「でも何にも変わってねーじゃん」とか言いたくなる気持ちをぐっと嚙かみしめて堪こらえ、久く美みの言葉に耳を傾けながら、

　──間違いない。

　と確信を抱いていた。

　間違いなく、彼女──大おお野の手て久美、二三歳、独身、Ｂ八三、Ｗ五七、Ｈ八〇──は、『虐いじめて光線』の持ち主だ。

　本人に罪があるわけではない。何の責任があるわけでもない。しかし、挙動のひとつひとつが妙にそそるのだ。虐めてみたいと思う。泣き顔を見てみたいと考える。本人がからかいを生き真面目まじめに受け取れば受け取るほどぞくぞくする。

　ただ、単純に相手をむかむかさせる、というのとはわけが違う。それはただ単に虐められるだけだ。久美のような『虐めて光線』の持ち主の場合、虐めている側に（実は当人も虐められたいと願っているのでは……）と邪推させてしまう。リアクションのひとつひとつを楽しんでしまう。一種の歪ゆがんだ愛情だ。そう、この光線の持ち主は、本人に自覚こそないだろうが、実はひどく愛されているのだ。

　それに加え、おそらく久美先生は、極度のマゾヒストに違いない──と、それこそ一馬は邪推した。でなければ、こんな光線の持ち主がそもそも教師になろうなどと思うはずがない。心のどこかでか……本人さえ知らない、奥深い、誰だれも覗のぞいてはならない領域で、虐められることに快楽を見み出いだしているのではあるまいか。そうだ。そうだったらそうだ。そうに決まってる。

　ならば。

　一馬にできることはたったひとつしかないのではないか。

「あー！」

　と、彼はいきなりどでかい声を出した。教師になるという希望に燃えていた頃ころのことを話し、表情を輝かがやかせていた久美先生が、びくっ、と顔を上げる。

「ど、どうしたの？　浅あそ生うくん」

「う、う、う、うるせー！　こちとら、そ、そんな身の上話にゃ興きよう味みねーんだよ！」

　とかなり無理をして怒鳴りを利かせた。さっきのおぢさまの真似まねだ。

「え、え……？」

　久美先生の優やさしそうな眼まな差ざしが一気に不安気な色に乗っ取られる。それでもまだ、一〇ｃｃほどは残っていた一馬の良心が痛んだ。「ウソウソ」とおどけて笑いたくなる気持ちを、それこそ血の滲にじむ思いで嚙み殺す。ごめんなさい、先生。浅生一馬はおのが野望のためにあえて鬼となります。でも、そんな光線を放っている先生だっていけないんです、と責任転てん嫁かを見事に果たしてから、

「んな、つまらない話はやめにしよーよ。先生、せっかく二人きりでいるんだから、も、も、もっと楽しい話をしようよ」

「つ、つまらないことだなんて。真面目まじめに聞いてくれてると思ったのに。わたし、帰るわ！」

　と、立ち上がろうとする先生の腕を強引に取る。青ざめかけていた久く美みの顔色が日を当てられれたように真まっ赤かに染まった。はかなげな表情になって、怯おびえたふうにこちらの顔を窺うかがいはじめる。だからそんな顔するから駄目なんだってば。

　店内では何事が起こったのかと、客たちがこちらに注目している。そのひとつひとつににらみをくれて追っ払いながら、

「おれ、先生には二つも貸しがあるんだよね。それも返さないで、二度とも逃げるなんて先生のすることじゃないんじゃないかなあ」

　と小声で囁ささやく。

「そ、それはだってあなたが……いけないんです」どこか息苦しそうに久美は言う。「もちろん、感かん謝しやは……してるけれど、か、一かず馬まくんが、いつも、先生を虐いじめるから……」

　しかめた眉まゆといい、赤くなった頰ほおといい、まるで喘あえいでいるようなその姿が一馬の嗜し虐ぎやく心に火をつける。というか、いつの間にやらなぜに「一馬くん」なのか。これはもう脈あり、とご本人自らが言っているようなものでして。

「そんなの言い訳にならないんじゃないですかねえ、先生」一馬はやくざみたいな口調で言った。「教師になろうって夢に燃えていたときの意気ごみはどうしたんです？　生徒ひとりの誠意を踏みにじっておいて、言い訳をして逃げようだなんて、そんな汚い大人おとなの真似まねをやりたかったんですか？」

「ああ……一馬くん……そんなに虐めないで」

　久美はウェーブがかった髪を振り乱し、がっくりと首を折れる。その細い首筋がうっすら汗ばんでいた。

「先生がいけないと言うのなら……謝あやまります。謝るから、もう……」

「ふ、ふうん。非を認めるんだ」

　壮絶な色っぽさについつい気を吞のまれがちになりながら、一馬はチェックメイトにかかった。

「じゃあさ……先生、ひとつ、おれの言うこと聞いてくれる？」

　待て一馬。

　待つんだ一馬。

　これは『黒い背表紙』シリーズではない。そんな展開は誰だれも（多た分ぶん）期待していない。

　待て。

　待ちなさい。

　待……。










三章「りある鬼ごっこ」
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　三日後、学園を訪れた浅あそ生う美み亜あは、作戦の失敗を知って愕がく然ぜんと立ちすくんだ。

　つい二日前までは順調だったはずだ。

　兄が強度の怖がりなのはもちろん知っていた。幼い頃ころ、祖父が枕まくらもとでちょっとした怪かい談だん話を聞かせてくれたことがある。祖父の剣けん三ぞうはお世辞にも話し上手とは言えず、あのときも幼い兄妹のために無理をして雰囲気を盛り上げようとしたのだが、美亜は話の途中でけらけら笑い転げるほどだったから、祖父の悪戦苦く闘とうぶりは想像に難かたくない。

　が、一かず馬まにとってはそうではなかったらしい。夜中、いきなり揺り起こされたかと思うと、「トイレにつき合って」と懇こん願がんしてきたのだ。「ひとりでいけ」と無む下げに蹴けっ飛ばしたのだが、あのときの兄はなかなか手ごわかった。

　泣くわ、わめくわ、引っかくわ、挙句の果てには「おまえの布団でおねしょしちゃうぞ。いいんだな。近所で通っている『よくできたお子さん』の評判も台無しになっちゃうぞ。本当にいいんだな!?」と真顔で脅きよう迫はくされて仕方なくつき合った。いつもこんな感じで押しが強ければ妹の言いなりにされることもなかろうに、というくらい我を押しとおしてきたのだ。もっとも、いきはともかく帰りまでつき合う義理はなかったので、トイレに兄が消えた直後、とっとと置き去りにするという復ふく讐しゆうはきちんと果たした。兄のほうは部屋に戻るまで一時間も要していたが、その間ずっと外に出る勇気が湧わかずにトイレにこもっていたかと思うと、その怖がりぶりの尋常でなさが知れようというものだ。

　だから学園のトイレでありもしないものを見もするのだし、漫研で怪かい談だん話を聞かされたその日から、兄がどんな夜を過ごす羽目になったか、美み亜あには簡かん単たんに想像がついたのだ。

　そこで今回の作戦を思いついた。作戦名は『ああ、気づけば大事な我が妹よ』。英語名『まい・すいーとしすたー』。

　押して押して押しまくるだけが恋の道ではない。時にはあえて引いてみせるのもいい。積極的に迫りまくった直後ならばなおさら効果的だ。

　特に、一かず馬まはあれから怖い夜を過ごす羽目になっているわけだし、おまけに日中は男どもにつきまとわれている。精神的に徐々に追い詰められていっているはずだ。ああ、いまから思えば妹の美亜の何と可か憐れんなことよ、何といじらしいことよ。寂しい夜、怖い夜も、あいつがいれば大丈夫。一日も早くおまえに会いたい！──と気分が盛り上がること間違いなし。

　そのために夏休み中はずっと無む下げにして、夜中にはこっそり学園に忍びこんで一馬に精神的なショックを与えつづけてきた。そう、『ひたひた』の正体は美亜だ。わざわざ家を抜け出し、学園のセキュリティー・システムを突破して忍びこんだ彼女は、濡ぬれたスリッパを履はいて一馬の周りをうろつき回ってやったのだ。当然、兄が夜中に起きるように宿直室の冷蔵庫にアルコール類を忍ばせていたのも美亜だ。これは宿直の教師を早く寝かしつけるという二重の効果もある。

　作戦は上手うまくいっていた。たまにローテーションが回って学園にいったときなど、その成功のほどが窺うかがい知れた。何しろ、いままで顔を見るだけで距離を置こうとしていた兄が自分から接近を図ってきたほどだ。そこをまた、わざとうっとうしそうに応対するのが美亜熟練のテクだった。さらに、シフトでないときさえ、浅あそ生う家に電話があったときは小こ躍おどりした。予想外なほどに効果てきめんだ。

　あともう一歩だ、と美亜は確信した。そしてその一歩を詰めたつもりだった。だから朝早くから学園を訪れることにしたのだ。

　今日はまだ自分たちのシフトではないが、そこは「兄の顔を見に」やってきたいじらしい妹を演じればいい。今日は飛びっきり優やさしくしてやるのだ。最近プールに通いづめていると聞いたから、わざわざ新しい水着も買ってきた。いつもならど派は手でなビキニを着てやるところだが、何しろ今日の美み亜あのテーマは「癒いやし系」、兄の呼び方も「お兄ちゃん」。男の体臭と夜中の『ひたひた』に悩まされていた兄を優やさしく癒すのが今日の役割だから、比較的大人おとなしめのワンピースタイプにした。それでいっしょに遊んでやろう。はしゃいでやろう。夕方になったら、入道雲の向こうに沈む夕日を見ながら、しみじみ家族だった頃ころの思い出話をしよう。

　そして、暗くなりかけた頃合い、ふっ……と話が途と切ぎれたタイミングを見計らって、「じゃ、もう帰るかな」と立ち上がるのだ。どこか、まだ名残なごり惜しそうな顔をするのがテクの見せ所。美亜の細い腕を一かず馬まの手が摑つかむことだろう。「お兄ちゃん……？」と怪け訝げんそうな、わかっているんだけど困ったな、的な笑みを向けてやる。一馬は言うだろう。

（いまから、おれの部屋に来ないか……？）

「いやン、もう」

　美亜は自分の妄想に照れた。朝早くから水着をバッグに押しこみながら、ひとり身み悶もだえている孫娘に何を思ったか、剣けん三ぞうは薄うすら寒そうな視線を当てていた。「天てん馬ま、美み貴きさん、どうもおまえたちの娘に一馬めのアホが移ったような気がしてならん」と仏ぶつ壇だんに手を当てながら。

　最初が肝心だ。プールサイドに華か麗れいに、しかし決して目立ちすぎず登場するのだ。美亜は自分の教室に駆けこみ、そこで着替えてから初等部のプールに向かった。

「お兄ちゃん！」

　とひまわりのような笑顔で呼びかけようとしたそのとき。

　美亜の足が止まった。プールにはやはり思ったとおり、兄がいた。Ａ、Ｂ、Ｃと兄が呼称する男子生徒たちもいっしょだ。が、彼らはやや離れた場所で固まっている。近寄りづらいのだ。何せ兄の隣となりには二人の女子生徒がべったりとはべっていたのだから。

　よく似た顔の二人はスクール水着を着用していた。ご丁てい寧ねいにフェルト地の布を貼はっつけて「ゆみ」「るみ」とマジックで書いてある。ゆみが一馬に「あーん」と手にしたアイスクリームをスプーンですくって食べさせれば、水着に眼鏡めがね姿という、ごく一部のコアなマニア層が喜びそうな格好をしているるみはその反対側に腰掛け、一馬の手を優しく取りながらご本なぞを朗読中。

　浅あそ生う一馬はこの世の春──というか、夏を謳おう歌かしていた。初等部の二五メートルプールのはずが、その一角だけ南国の楽園と化したかのよう。目を凝こらせば背景バツクにまぶしいくらいに白い砂浜と椰や子しの木さえ見えそうではないか。

　一馬の顔はだらしなく「えへへ」と終始笑みを浮かべている。知らない人はおろか、知っている人が見ても「ああ、やっぱり馬ば鹿かなのだ」と納得することだろう。それに関して異論はない美亜ではあるが、しかし、

「な、何してるのよ！」

　気がつけば、プールサイドに一歩足を踏み出し、双子の姉妹に向かって怒鳴っていた。想像していた華麗かつ目立ちすぎないシーンとは打って変わって、あまりに情けないご登場。

「誰だれかと思えば、美み亜あさん」ゆみがわざとらしく目を丸くした。「あなたこそ何をしてらっしゃるの？　今日はあなたのシフトではなかったはずだけれど。部活も何もしてらっしゃらないはずよね？」

「あ、あ、あんたに言われたくないわよ。あんたこそ、部隊でも何でもないでしょ。お兄ちゃんはね、城主としていつ戦いに向かうかわからない身なの！　あんたたちと遊んでいる暇なんかないのよ。とっととテニス部でも漫研でもいけば！」

「嫌いやですわ、大声を出して」眼鏡めがねの弦つるに人差し指をあてがい、優ゆう美びに眉まゆをしかめたのはるみだ。「わたくしたち、夏休みの間は部活動をお休みさせていただいてますの。だって、迦か具ぐ羅らの前線部隊に組みこまれた以上、それこそ片時も城主さまから離れるわけには参りませんものね。いちおうは部隊でいらっしゃる美亜さんもおわかりになるでしょ？」

「そうですわねえ……って、い、いま何言った！　部隊に、く、く、組みこまれたァ？」

　あんぐり口を開けていると、デッキチェアに寝そべっていた一かず馬まがゆっくり身をもたげた。

「おや、誰かと思えば浅あそ生うくんじゃないか。あまり大声を出すものじゃないよ。ご近所に迷惑じゃないか」

「近所って、学園のだだっ広い敷しき地ち以外のどこに聞こえるってのよ。それより、説明してよ！　この二人、何ふざけたこと……あ、ひょっとして兄貴、『おまえたちを部隊に入れてやるから』とか何とか甘い噓うそで二人をたらしこんだんじゃ……」
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「発想が貧困で嫌いやですわ、美み亜あさん」ゆみがうんざり、といった仕し草ぐさで言う。「わたくしたち、昨日づけで部隊に組みこまれましたの。何でしたら、生徒会長のみづきさまにお訊ききになられては？　今日は留守にしていた間、学園の仕事が溜たまってらっしゃるとかで、生徒会室においでになられてるはずよ」

　美亜の行動は早い。

　一分ののちには生徒会室に辿たどり着いていた。ドアを開けると確かにみづきがいた。机の上に白いユリを刺した花瓶を置こうとしている最中で、

「あら、美亜さん。そんな騒そう々ぞうしくドアを……」

　と注意しかけて口をつぐんだ。水着姿で汗だくの女子生徒が、息も荒々しく駆けこんでくれば誰だれだってそうなる。が、美亜に体面を気にしている余裕はなかった。素早く事情を訊くと、

「ええ」と長い黒髪を揺らし、あっさりみづきは頷うなずいた。「一昨日おととい、大おお野の手て先生より連絡があり、ぜひ推すい薦せんしたい迦か具ぐ羅らがいるというお話を伺うかがいました」

「そ、そ、そ、それで？」

「了承しました。今回の迦具羅選抜に関しては先生方のご意見も尊重するのが前提でしたし、現在選抜されている三名の男子生徒とも相性がいいようです。何より」

　と、みづきはやや小首を傾かしげ、うっすらと微笑ほほえみを覗のぞかせた。

「二名増えることに一かず馬まさん自身が意欲を見せてくれました。二名増えるということは城主の負担も増えるということですが、安心してくれ、任せてくれ、といままで一馬さんから聞いた試しのない言葉ばかり並べられて。そのために、霊力イイロの統括訓練も以前より一時間、自主的に増やしたほどです」

　あの野郎──と美亜は内心歯ぎしりした。どんな手を使ったか知らないが、教師推すい薦せん枠を利用しやがった。おまけに訓練時間を増やした？　歪ゆがんだ目的のために努力しやがってえええ、と自分のことを一〇〇段くらい棚に上げて美亜は思った。誰だれかさんと似てらっしゃる。

「ですから、今日より部隊の第二軍に藤とう堂どうゆみさん、るみさんが加わることになりました。仲よくしてくださいね。そうそう、この白ユリ、いかがです？　涼しそうでいい……」

　すでに美亜は姿を消していた。残されたのは駆け出した際に立った土煙ばかり。忙しいらしい、とマイペースで納得したみづきは、花瓶を取り替えたあと、学園を留守にしていた間に溜たまった仕事に取りかかった。

　きっちり一分後。

　ふたたび初等部のプールに舞まい戻った美亜は、そのプールサイドでいちゃいちゃしている一馬と姉妹を、ぶすっとした顔で見学する羽目になっていた。くっそおお、毒でも混ぜたジュースでも差し入れしてやろうか、となかなか穏おだやかでないことを考えているうち、さらなる驚おどろきが彼女を見舞った。

「あ、あ、あ、あの……失礼します」

　と、聞いているだけで苛いら立だちそうな、どこか踏んぎりのつかないような声が聞こえてきた。何じゃい、とそちらを見た美み亜あは、一いつ瞬しゆん、あんぐりと口を開けた。

　彼女だけではない。さっきからやはり、どこか釈然としない顔つきで城主を眺めていた男子生徒たちも目を丸くし、顔を赤くし、そして落ち着かなさそうに視線をさまよわせはじめる。

　プールサイドに現れたのは、やはり水着に身を包んだ女性だった。

　しかし女子生徒ではない。大人おとなの女性だ。ということは、必然的に女性教師。しかし、これほど女教師に似つかわしくない格好をして学園内に現れた教きよう職しよく員いんが、天あま津つ学園二〇年の歴史にあったろうか？　あるわけがない。

　きわどいラインに隠された胸が弾む。必要以上に長く強調された足が運ばれるたび、これまたきわどいゾーンがきわどくなりすぎて、今度は見ている人間の胸をも弾ませる。

　両肩からＸ字に交差した細いブラが形のいい胸をかろうじて覆おおい、Ｖ字型のこれまた細い布きれが股こ間かんを隠す。堂々と胸を張ってビーチを歩けば、まさしく渚なぎさのビーナスになれることだろう。が、彼女は胸を張るどころか、むしろ露ろ出しゆつしすぎた肌を隠すように、猫背、内うち股また気味に歩いてくる。それがまた得えも言われぬ色気を生むのだ。本人が意い識しきして隠そうとすればするほど、男性の視線は釘づけになる。申し訳程度に裸身を覆ったビキニがまた、ただの全裸よりよほど男性の想像力を刺し激げきする。そして本来は真っ白だろうに、羞しゆう恥ちのためか、まるで湯でも浴びてきたかのようにほんのり桜色に火ほ照てった肌。

　一かず馬まはゆみに咥くわえさせられたスプーンを思わず口から落っことしそうになっていた。女教師はその一馬の前に立った。やはりもじもじしながら、

「あ……あの。一馬……さん。これで、よろしいんでしょうか？」

　と消え入りそうな声で言う。一馬はしばしぽかんと口を開けていたが、

「似合いますわよ、先生」るみが薄うすく微笑ほほえみ、

「本当、わたくしたちの立場がありませんわね。もっとも、もっと立場のない方もいらっしゃるようだけど」

　ゆみがちらりと誰だれかさんに横流しの視線をくれながら笑う。その誰かさんはしかしその視線の意味にも気づかず、呆ぼう然ぜんと女教師の後ろ姿を眺めていた。何とＹバックだ。こんもりとお餅もちのように盛り上がった白いヒップは突ついた指を理想的な弾力で弾はじき返そう。あれぞ大人の尻しりだ。比べて、美亜のそれはまるで少年のよう。

「う……うむ。実に、素す晴ばらしい。やるぢゃないか」一馬はようやくのことで口を開いた。開いたそばから涎よだれが中からあふれ出てくるのはご愛あい嬌きようだ。「み、見直したよ、久く美み先生。しかし、あの……小しよう生せいは、確かに、水着でプールに来るよう言いつけはしたが、う、うむ……。そんな水着を持っていたのかね」

　一人称が「小生」の辺り、一馬の動揺ぶりを物語っている。久美先生とやらは「まあ」と顔をさらに火照らせて、

「ひ、ひどい。一かず馬まさん、まるで、わたしを露ろ出しゆつ狂きようみたいにおっしゃるのね。こ……これは、一馬さんが水着を着てこいとおっしゃるから、昨日、死ぬほど恥ずかしい思いをして買ってきたのよ。本当に……そのまま消えちゃいたいくらいに恥ずかしかったんです」

　目を伏せて、少女のようにしくしく泣きはじめる。格好が格好だからギャップが凄すさまじい。対する一馬は泡を喰くったように頷うなずいた。

「い、いや、いいんだ。う……うん、気を利かせたんだな、す、す、素す晴ばらしいよ」

　変態を自認する割に、いま一歩のところで理性のブレーキがかかっているようなのが兄貴らしい。いっそ「わはははははは」と豪快に笑い飛ばしたほうが相手も照れずに済むのだろうが。

　……などと、冷静に分析している場合ではなかった。何だこれは!?

「というわけで、説明しなさい！」

　美み亜あは近くにいたＢの首根っこを捕まえて訊きいた。純情なのか、顔を茹ゆでダコみたいにしたままそっぽを向いていたＢがあわてて美亜のほうを見る。

「あれは誰だれ!?」

「お……大おお野の手て久く美み先生です」Ｂが恐こわ々ごわと応えると、美亜のまなじりが裂けそうなほど吊つり上がった。

「例の推すい薦せん枠を使ったって教師ね。で、何でこんなことになってるのよ」

「さ、さあ。ぼくらもよくは知りません。ただ、一昨日おととい、城主さまがちょっと目を放した隙すきにいなくなられたことがあって。大野手先生が宿直でもないのに学園にいらっしゃるようになったのはそのときからかと」

　むううう、と美亜は太い鼻息で唸うなり、三人の女性に囲まれてウハウハ気分の兄貴を見やった。人間の鼻の下とはこんなに延びるのか、というくらいににやけた面つらだ。美亜は手にもしていないハンカチを嚙かみしめる仕し草ぐさをしながら、このままではイカン、と猛烈な危険信号を脳内で点灯させていた。

　大野手久美──見る限り、大人おとなしそうなお姉さんタイプだが、どうやら恐るべき本性をその内に隠している。

　藤とう堂どうゆみ──双子の姉。わざとらしいゴージャスなイメージ。積極的。野望を隠さないタイプ。

　藤堂るみ──双子の妹。姉に比べて静かな雰囲気を持っていそうで、実はもっとも厄やつ介かいな小こ悪あく魔まタイプ。そして何より、双子そろって『わざ』の持ち主。

　浅あそ生う一馬──年ねん齢れいがそのまま彼女いない歴のもてない男性が、こんな三人に包囲網を敷しかれては逃げる術すべがない。何より、藤堂姉妹は今日からこの学園に一馬とともに泊まりこむのだ。

　美亜が危機感を募つのらせるのも無理はなかった。こちらは一五年をともに過ごした兄妹。とんびに油揚げを搔かっさらわれてはならじ、と、考えに考えた。自分の作戦は途中までは完かん璧ぺきに進行していたはず。三人に邪じや魔まされたからといって、途中で放り投げる法もない。何か別の筋道を立てて、そちらで利用できないものか──。

　美み亜あは両手を腰の後ろに組んで、「おずおず」と四人のほうへ足を進めた。

「あのー、お兄ちゃん？」

「何か用かね？」

　一かず馬まは久く美み先生が差し出したジュースを手にしたところだった。無表情だ。ここ数日、冷たくしたのを根に持っているのだろうか。が、美亜はこんなことでめげたりしない。

「今日、泊まってっていい？」

「ダメ」

　即答である。美亜は口もとを引きつらせながら、それでも健けな気げな妹の笑みを維持しつつ、

「えー、だって、この前電話くれたじゃない。あれ、遊びに来いってことじゃないの？」

「あ、あれは……」一馬は美亜ほど強くないから、すぐぼろが出そうになる。「もういいんだ。どのみち……」

「どのみち、そちらさんがいらっしゃるから、怖くない？」

「こ、怖いだと!?　な、ななな、何の話だ？」

　一馬は目を剝むく。周りが女性陣で固まっている以上、あまりかっこ悪いところを見せたくないのだ。「なに、なに？」と姉妹が興きよう味みを示すのを、美亜は素知らぬ顔をしながら、

「やだなあ、そんなオーバーリアクション。ほら、この前、学園のトイレで幽ゆう霊れい見たー、って騒さわいでたじゃない？　それで、ひょっとして夜怖いのかなーって。あははは、そんなはずないよね。昔はともかく、もうお兄ちゃんも高校生なんだしィ」

　含むものがあるぞ、と言いたげに美亜は微笑ほほえむ。無論、過去話──『美亜ちゃんデータベース』のことを言っているのだ。ぐぬぬ、と一馬は一いつ瞬しゆん口ごもったあと、「あったりまえだ。何が怖いってんだ」とせいぜい強がった。美亜はすかさず手をぽん、と叩たたいた。

「だからさ、今夜、肝きも試だめししない？」

「き、肝試し？」

「そう。せっかく新しいお友達もいっぱいできたみたいだしィ──ここはひとつ、親しん睦ぼくを深める意味でさ。真夜中、天あま津つ学園校舎内での肝試し！」

　一馬が目を白黒させる中、

「なかなか面おも白しろそうですわね。せっかくの夏休みで学園にいるのだし、これを利用して楽しまない手もありませんわ」

「城主さま……るみも、やってみたいです」

　藤とう堂どう姉妹はさっそく乗り気になり、

「あらあら、あまり夜中に騒いでは駄目よ」

　教師の顔を取り戻した久美が軽くたしなめる。それからやや頰ほおを染めて、

「でも、少しくらいなら大目に見てあげます。一馬さんも、こうして城主としての務めを果たしていらっしゃるんだし、気晴らしのひとつもなければね」

「さすが先生、話せるなあ。藤とう堂どうさんたちも乗りがいいみたいだし」美み亜あはにやにや笑う。「……で？　お兄ちゃんはどうする？」

「ど、ど、どうするって、おまえ……」

「ふーん。いいんだよ、別に。怖いんなら、そう無理しなくったってさ。ねえねえ、先生、お兄ちゃんったら昔ね……」

「こ、怖いなんてひと言も言ってねーだろうが！　ああ、やってやるさ。やってやるとも。男一匹生きてりゃ、米の飯と幽ゆう霊れいくらいついて回ってくるもんさ！」

　一馬はブチ切れた。訳のわからないその台詞せりふにも、「さすがは城主さまですわ」と姉妹たちは相変わらず乗りがいい。やんやと喝かつ采さいを浴びながら、一かず馬まは横目で妹をにらみつけた。美亜は横を向いて口笛を吹く。

　どんな状況であろうと、やはりこの兄妹、美亜のほうが一枚上手なのは確実である。







２──

「え？　肝きも試だめしィ？」

　そう言って頰ほおの汗をひとつぐいと拭ぬぐったのは群むら雲くも壬み琴ことだ。

「うん。今夜、部隊のみんなでやるの。壬琴姐ねえもどう？」

「おまえら暇だとろくなこと考えないな。……ほらそこっ、手を休めない！」

　空手着姿の壬琴は男前な声を出す。初等武部連道場。同じく空手着姿の小学生たちが「えい、えい」とかわいい声を張り上げながら突きや蹴けりの練習中。

　壬琴は夏休みの間、初等空手部の臨りん時じコーチを引き受けていた。自身が口にしたようにとかく「暇」と無む縁えんな生活を送っているのが壬琴なのである。練習に参加してくれるよう、あまたのクラブから常に誘いがかかっているし、また壬琴自身が頼まれるとＮＯと言えない性分だ。断るときに相手のがっかりした顔を見るよりは、汗を流す時間を過ごしたほうが何万倍もマシだという性格の持ち主。そんなわけで、夏休みとはいえ、壬琴はむしろ平時よりも忙しく動き回っていた。

「部活、五時には終わるでしょ？」

「まあね。でも今日はみんなの空手着を洗う当番だから、もう少しあとになるかな。あれ、手洗いでやるから大変なんだ」

「壬琴姐、そんなこともやってるの？」

　びっくりして美亜が訊きくと、

「そりゃ当番制だから。コーチだけそこから外れるわけにもいかないだろ。……よーし！　五分休きゆう憩けい。あんまり水吞のみすぎるなよ！」

　はーい、と素直な子供たちの声。美み亜あは何となく感嘆した。なるほど、こうして票を稼かせぐ方法もあるか……。だけどいかにも体育会系なやり方だなあ。あたしには似合わない。

「で、来る？」

「気が向いたらね。だけど注意しとけよ。今日、みづき姐ねえ、ほとんど泊まりの覚悟で来てるみたいだから。見つかったら何言われるやら。……ああ、あと」と壬み琴ことは声を低めた。「一かず馬まに言っといて。夏休みの間に何企たくらんでんだか知らないけど、女子更衣室に隠しカメラ見つけたからあとで空手部まで来いって。約束どおりサンドバッグにしてやる」

　…………で。

　ＰＭ７：４５。

　高等部一階職しよく員いん室前に一同が集まっていた。

　参加メンバーは、浅あそ生う美亜、藤とう堂どうゆみ、るみ、男性迦か具ぐ羅らＡ、Ｂ、Ｃ、そして結局参加することになった群むら雲くも壬琴。

　そしてもうひとりは無論浅生一馬なのだが、こちらは顔見知りが通りかかったとしてもなかなか本人とは気づかれないんじゃなかろうか、という顔をしていた。小学生相手とはいえ、布袋に押しこめられ、殴る、蹴けるされては当然顔の形も変わる。

「おにーさま、大丈夫？」

「ひょふはおひいひゃんひゃなはっはのは」

「『今日は〝お兄ちゃん〟じゃなかったのか』と言っております、はい」

「……見てて飽きない兄妹だな、おまえら」

　一馬と美亜のやり取りを見ていた壬琴が呆あきれたように肩をすくめる。遅れてやってきた壬琴は、藤堂ゆみがいっしょにいるのが少し気に喰くわないみたいだったが、そこは体育会系、さっぱりしたものであえて何も言わなかった。

「さー。それじゃさっそくはじめまーす」

　美亜が手を挙げて皆の注目を集める。

「ルールは簡かん単たん。ちょうど男女四人ずつですので、くじ引きでペアになった男女が一組ずつ、それぞれ違うルートを辿たどって目的地を目差します。さっき渡した学園内の地図にルートごとの矢印が書かれていますが、その途中途中、いくつかポイントを設けてあるのがわかるはずです。それぞれのポイントに、番号の書かれた鍵かぎ──の形をした紙切れが隠されてありますので、それを集めてください。目的地には確認のための用紙があって、そこへ鍵に書かれたすべての番号を書かねばなりません。インチキをしてもすぐにわかる、って寸法です」

「待って」とゆみが口を挟んだ。「鍵を隠したのは美亜さんでしょ。美亜さんのいるペアは有利すぎるんじゃありません？」

「なので、あたしのペアは一〇分遅れでスタートするというハンデをつけます。いいですね？」

「一一分ではどうでしょう？」

「……わかりました」

　るみの提案に一いつ瞬しゆん、美み亜あはぎろっと目を剝むいたものの、不承不承承諾した。姉妹も納得したようだ。たかが一分、ただの嫌いやがらせだ。

「一番になると何かあるのか？」

「壬み琴ことさんらしい質問ですねー。当然、とだけ言っておきましょう。他ほかに質問のある方？」

「あの」

　とＢがおずおず手を挙げたが、その辺は割愛する。（Ｂ「ひどい……」）

「では、くじ引きターイム！　泣きのもう一回はありません。誰だれとであれ、出た番号と同じ人とペアを組んでいただきます。では、城主の一かず馬まさんから！」

　と、いつつくったのやら、青いペンキで色をつけた四角いダンボール箱を一馬に差し出す。一馬は細い切れ目に手を突っ込んで中をごそごそかき回した。

「あへ？　ひあ、ひほふひははひっへはいほ」

「はい、何言ってるのかわかりませーん。摑つかんだ番号札を出してください」

　一馬が何か言おうというのを制して、美亜はさっさと促した。出てきた番号は「１」。今度は女性用のダンボール箱を壬琴に差し出す。

「おい、いま一馬何言ったんだ？　おまえさっきは翻ほん訳やくできたろ」

「はいはい。時間がないので、壬琴さん、お早く」

　むう、と眉まゆをしかめながら壬琴もくじを引いた。他のメンバーもダンボール箱に手を突っこみ、次第にペアができていく。

　壬琴とＢがまず「２」でペアになった。ゆみとＡが「４」。るみが「３」で……。

「押忍オス、自分が『３』であります」

　Ｃが手を挙げる。

「はい、では必然的に、あたしと一馬さんのペア、ということになりますね。ほら、『１』が出てきました」

「ちょっと待って、美亜さん」ふたたびゆみが口を挟む。「……いま、あなたが手にしたくじ、箱の中からじゃなくって、まるで最初から手の中に握ってたような……」

「言いがかりはやめていただきます」きっぱりと美亜は断じる。「そろそろ時間ですので……消灯！」

　と、廊下に灯ともっていた電灯がすべて消えた。白々と明るかった校舎内が、一転、闇やみの中に包まれる。夏休み中は通常、午後八時には、宿直室や、特別に許可の下りた部室や教室以外の電気は落ちることになっている。

　代わりに、美亜は手にしていた蠟ろう燭そくに火を灯した。

「はい、そこ！　闇に乗じて逆セクハラしない！」

　当然、藤とう堂どう姉妹の行動を読んでいた美み亜あは鋭するどく指摘する。「いやーん」「怖い……」と一かず馬まに抱きつきにかかっていた姉妹は渋々離れた。ちなみに一番狼ろう狽ばいして、何もない廊下ですっ転んでたんこぶひとつ増やしたのは当然一馬だ。

「それでは、蠟ろう燭そくと地図をお渡ししますので、スタートしてください。あたしたちは一一分後に出発いたします。はじめ！」

　皆から疑問の声があがるより早く、美亜はテンポよく場を仕切った。やいのやいのとしているうち、

「よしっ、いくぞ！」

　壬み琴ことが剣道部員Ｂの手を引っぱって走り出す。この辺の決断は早い。「きゃあああー……」と悲鳴を遠ざけていくＢの身体からだは宙を浮いていた。

「仕方ありませんわね。一位になって城主さまのハートをゲット、ですわ」ゆみも駆け出し、

「参りましょうか」とるみがパートナーを促して歩いていく。

　残されたのは、にこやかに手を振って皆を見送る美亜と、その美亜にじとっと疑いの眼まな差ざしを注ぐ一馬。

「おはえ、ははっはは？」

「『おまえ、図ったな？』──さー、何のことかな？」

　美亜はとぼけた。ちなみにさっきくじを引いたときに一馬が発した言葉は、『あれ？　美亜、ひとつしか入ってないぞ』である。正解者の方おめでとう。

「図ったかどうかはともかく、お兄ちゃんとしてはもうどうしようもないんじゃない？　ペアを解消してもいいけど、お兄ちゃんひとりでこの肝きも試だめしに参加する、もしくはひとりで帰っていける自信ある？」

「ぬ……」

「むしろペア組んでください、ってお願いされる立場はこっちなんじゃないかなあ。それに、よく考えてよ。あたしと組むのがお兄ちゃんにとっては一番よかったんだよ？　だってあの双子の姉妹相手だったら、怖がってるところなんて見せらんないじゃん。そこへ来たらあたしはほら、何てったって妹なんだから。お兄ちゃんが怖がりなのは昔っから知ってるし。弱いところも見せられる相手ってのは重要だよ？」

　脅おどしの技テクさえもが兄より一枚上手。一一分後、一馬はかなり仕方なく地図に書かれてあったルートを辿たどることとなった。手には缶詰の底に固定した蠟燭。美亜は案の定、べったり引っついて──きたりせず、むしろその後ろを健けな気げにとことこついてくる。

　──何を企たくらんでいる？

　一馬は冷やりとしたものを首の後ろに感じながら、美亜の動向を背中で窺うかがっていた。特に動きはない。しかしあいつのことだ、何かを考えているのは間違いない。でなければ、わざわざくじを細工してペアを組もうなどとはしないはず。

「何だかんだで、夜の学校って、やっぱ怖いねー」

　などと太平楽にのたまっておられるが、ひょっとしたら次の瞬しゆん間かんには「しゃあああ」と恐るべき牙きばを剝むき出しにして跳びかかってくるかもしれないのだ。一かず馬まはいっときの油断もしないよう、全神経を背中に集中させて歩きつづけた。

　そうこうしているうち、地図にあったポイントを次々と通り抜けていく。事務室、簡かん易い図書室、教室──高等部の専用校舎だから、実は宝探し的にはあまり面おも白しろ味みがない。校舎とは別に設けられた東館には茶室、和室があるし、北館には最新のコンピュータ学を学べる情報処理室があり、さらに西館には洋の東西を問わず、歴史的史料をいろいろ陳列している博物館仕立ての場所まであって、いろいろ仕掛けを用意するには面白そうな場所が多々ある。

　が、さすがににわか仕こみの肝きも試だめしなので、今回は仕掛けを準備する時間がなかった。あくまでも夜の学園の雰囲気を味わうためのものである。

「でも壬み琴こと姐ねえは怖がりそうにないよね。弱点とかあるのかな？」

「あふぁは」

　その一馬の返事はただ笑っているように聞こえるが、

「『頭』？　しっつれいだな。この前の期末テストだってお兄ちゃんより全然よかったじゃん。あー、手先とか不器用そうかな。料理はまるで駄目だったし……そうそう、料理といえばみづき姐は凄すごかったね」

　一馬は頷うなずいた。夏休み中に泊まりこんでいる迦か具ぐ羅らや、同じく別校舎に宿泊している防人さきもりたちの食事は基本的に自己責任となる。一馬の場合、普段ふだんは用務員が用意してくれたり、店屋物を頼んだりするのだが、夏休みの間は用務員が休みだし、そうそう毎日同じ店から注文するのも飽きが来る。

　というわけで、女性三人が泊まりこむ夜は、それなりに期待もしたのだが……。

　まず、浅あそ生う美み亜あに料理の才能はともかく、料理する気すらないのはすでに知っていたので期待感は×。下級生などの面めん倒どう見みのいい群むら雲くも壬琴が意外にできそうで△だったのだが、これも実際はてんで駄目だった。

　で、本命の◎はもちろん何をやらせても絵になる様になる、生徒会長の草くさ薙なぎみづき。放っておいても何かとんでもないご馳ち走そうをつくっていただけるのでは、と一馬は期待していた。壬琴が、実家の群雲家とつき合いの古い八百やお屋やから大量の食材を差し入れに持ってきてくれたので、それらを抱えて家庭科室へ運んだのだが。

　いざ、食材を前にしたみづきは身動き取れなくなった。まな板の上に乗っけた魚を前に、包丁を正眼に構えたままぴくりともしなくなる。むしろこちらがまな板の鯉こい状態。構えは堂に入っていたがそんな問題ではない。

（あの……できないのなら、そう言っていただければ）

　一馬がおずおずと切り出すと、みづきはいつも以上に冷たい視線で彼の言葉を縫ぬい止めた。

（いいから、あなたはお部屋で待っていなさい。この前、一かず馬まさんが料理をできると知ってから、わたしも独自に修行していたのです）

　つまりは、できないということだ。そしてこういう分野での「独自」の修行というものがどれほど危険なものか、一馬にはよくわかっている。

　そしてその成果は見事なまでに結果としてあらわれた。料理を口に運んだＡが倒れ、Ｂが去り、Ｃがトイレに籠こもりきりになって、壬み琴ことは途中でふいっといなくなり、美み亜あは食べる振りをしてはしゃいでごまかすという荒業を行った。

　それ以降、料理当番は常に一馬の仕事になった。これでは浅あそ生う家にいたときと変わりない。

「お鍋なべであれだけ失敗するってのもある意味才能かなあ。夏の鍋ってのもきつかったけど。肝心のみづき姐ねえは顔色ひとつ変えないんだもんね」

　そう言うおまえもちっとは兄を手伝えよ、と一馬は心の中でつぶやいた。兄へのポイントアップに命すら懸かけかねない割に、こういうところに気が回らない。毎回おかしな方向にばかり趣しゆ向こうを凝こらしたがるのだ。今回もそうに違いない。

　二人はそれぞれのポイントで番号の書かれた鍵かぎを見つけていった。ゆみが言ったように、隠したのは美亜本人だからほとんど時間を取られることもなく先へと進んでいく。

　──妙だな……？

　何もない。どうせ途中で「こわーい」とか言って抱きついてくるかと思ったのに、気味が悪いくらい一定の距離を保ったままあとをついてくる。しかし安心するのはまだ早い。残されたポイントはあとひとつ。そこで勝負をかけてくるに違いないのだ。

　こつ、こつ、こつ、こつ。足音が響ひびく。蠟ろう燭そくの灯あかりに浮かび上がったほんのかすかな視界を頼りに歩いていくと、最後のポイントである音楽室が見えてきた。

　学園ホラー、定番中の定番であるスポット。こつこつこつと近づいていき、一馬はドアに手をかけようとした。その直前、

「ひあ、ほほはほほひあふふは（美亜、ここはどこにあるんだ）？」

　と声をかけたが返事がなかった。振り返る。誰だれもいなかった。

　隠れんぼしてる場合か、とうんざりして一馬はあちこちに蠟燭を向けてみた。と、いきなり人の顔が目の前をよぎった。

　一馬は「きゃあ」と声をあげそうになったが、よく見ると、窓に映った自分の顔だった。ほっ……とひと息ついたのも束つかの間。

　気づくと、そこは夜の校舎だった。

　いや、もちろん最初からそうなのだが、いままでは美亜に寝首を搔かかれないようにと別のことに意い識しきを集中していたので、ひとりきりになったいま、自分の置かれている境遇に改めて気づかされたのだ。

　誰もいない。

　静まり返った校舎内。どっく……どっく……と自分の心しん臓ぞうの鼓動だけが聞こえてくる。

「……美み亜あ？」

　呼びかけてみた。頰ほおの腫はれも大分引いて声はまともに出るようになったが、しかし応じるものはない。もう一度。

「美亜！」

　やはり誰だれも返事をしない。さらに周囲を蠟ろう燭そくで照らしてみた。人ひと影かげはない。一かず馬まひとりきりだ。

　……いや。

　いた。

　誰かが。

「み……あ？」

　さらにもう一度呼んだ。答えはわかっていた。美亜ではない。美亜にしては、その人影は小さすぎる。

　しくしく。

　一馬は息を吞のんだ。泣いている。廊下の端にうずくまって泣いている。

　どくどくどくどくどく、といまや心臓の音は高まるばかり。

　それは、長い髪をした少女だった。







３──

「な……」

　一馬の声は、喉のどにへばりついたようになって外へ出なかった。喉を鳴らして唾つばを吞みこんでから、もう一度口を開く。

「な……泣いてるの？」

　当たり前のことを訊きいた。相手はまだしくしく泣いていた。ともすれば、意い識しきがふっと遠ざかりそうになるのを一馬は堪こらえた。まだだ。まだそうと決まったわけじゃない。

「こ、この前の……子かな。しょ……初等部？　迷子になったの？　い、い、言ったじゃないか。親御さんが心配するから……は、早く帰りなさいって。でも、も、もう大丈夫。外へ連れていってあげるから」

　女の子は屈かがみこみ、両りよう膝ひざに顔を埋めたままでこちらを向こうとしない。白い着物を着ているように見えるが、この際気にしない。そりゃ人間、いろんな格好をしている奴やつがいるさ。

「だって」

　と女の子は言った。声からして、やはりトイレで会った女の子だと気づいた。あれは幻覚ではなかったのだ。いや、違う。会ったのは事実だろうが、空をふわふわ浮いていたこと、そう、それが、それだけが幻覚だったのだ。間違いない。

「だって、かずま、遊んでくんないんでしょ？」

「う……だ、だって、それは、いつも……きみが、夜中に現れるから……さ。夏休みなんだし、昼間に来てくれりゃ……遊べるよ」

　声を出すのもやっと、という状態の一かず馬まだが、不ふ思し議ぎと今夜はこのまま逃げようという気にはならなかった。無論、どんなに自分に言い聞かせても、怖いものは怖い。しかし、それでも相手が泣いている限り、それも女の子である限り、一馬に無視はできなかった。

「だって、昼も夜もわかんないもん」まだしくしく泣きながら女の子は言う。「気づいたら、いつもひとりだし。かずましかあたし、わからないし」

「おれしか……わからない？」一馬は喉のど仏ぼとけを上下させた。「き、きみは……その、誰だれ……なの？」

　沈ちん黙もく。

　落ちてはいけない沈黙のような気がした。一馬はあわてて、

「な、名、名前……わかるよね？」

「わかんない」

　膝ひざから少しだけ顔を上げて女の子は答える。目はまだぽろぽろ涙をこぼしていた。眉まゆをきつくしかめている。

「わ、わかんないってことはないだろ？　クラスは？　ど、どこに住んでんの？　お父さん、お母さんは？　あ、そ、そうだ、電話番号わかる？」

　一馬はポケットから携帯電話を取り出そうとしたが、女の子はぶんぶん首を振った。長い髪がばさばさと波打つ。あらゆる質問を遮断するかのように。

「わかんない、わかんない、わかんないよ。あたしにわかるのはかずまだけなの！　そのかずまだって遊んでくんないから泣いているんだもん！　痛いからじゃないもん！」

「痛い？」

　一馬がその言葉を聞きとがめると、女の子は、いっけない、というふうに口を手で覆おおった。そっぽを向いて一馬の目から顔を逸そらす。

「どこか痛いの？　ひょっとして、怪け我がして動けないんじゃないだろうな？」

　一馬は思わず語調を強めた。女の子はそっぽを向いたまままた首を振る。

「知らない、そんなこと言ってないもん」

「言ったじゃないか」

「言ってないもん、かずま噓うそつきだ」

「言ったもん」

「言ってないもん」

「言ったもん」

「言ってないもん」

「いったー、て言ったでしょおおおおおお？」

　一かず馬まは顔をぐぐっと近づけて「べろべろばあ」した。会話の途中から堪こらえていたらしい女の子がやっとこっちを向いて、けらけら笑った。

「やだ、かずま、おかしい」

「ようし、泣き止んだ」一馬も笑いかける。「本当にどこか痛いのなら、ちゃんと言えよ。一馬、噓うそついたらあとでひどいよ」

　女の子は少しうつむいて、

「ちゃんと言ったら、あとで遊んでくれる？　約束してくれる？」

「うん、約束する」

「何だかね。今日は、身体からだがちくちくするの。前に起きたときもそうだったけど、今日は特に。とっ……ても眠いのに……でも、とっても痛いの……」

　ふっ──と、いきなり女の子の目が閉じかけた。一馬は驚おどろいてその近くに屈かがみこもうとする。

「駄目！」

　ぎくっ。思いがけず、女の子は大きな声を出して一馬を制した。長い髪が翻ひるがえった。白い、白い顔が目の前に現れた。間近で見つめたのはこの前のトイレ以来だ。誰だれかに似ている、と一馬は直感的にそう思った。

「来ては駄目！」

　今度の声はあまりに大きすぎた。キーン、と金属質の耳鳴りがするほどに。女の子の黒目がちの瞳ひとみは一馬を見ていなかった。その奥を見ていた。

　振り向いた。

　そこに血まみれの女子生徒が立っていた。

　一馬は喉のどが張り裂けんばかりの大声をあげた。




　その少し前。

　一馬と保っていた距離をそろそろと遠ざけていった美み亜あは、横手の曲がり角へ飛びこみ、そこに置いてあったスポーツバッグに手を伸ばした。

　奇妙なものが出てきた。白いセーラー服だが、現在この学園で使用されている制服ではない。セーラーカラーも上着も、スカートまでも白で統一されたそれは、一〇年以上前に天あま津つ学園で採用されていた制服なのだ。

　いそいそと着替える。剣けん三ぞうの知り合いのつてを辿たどって入手したそれは、美亜の身体からすると少し大きすぎたが、まあ、どうせ夜目だし、あまりディテールにこだわる必要もない。雰囲気さえ出ていればいいのだ。兄はまだ先を歩いていく。ふふふ、と美亜はほくそ笑みながら化粧道具をも取り出し、何やら顔に塗りこみはじめた。

　ペンライトに照らしたコンパクトで出来のほどを確認。うん、特殊メイク完成。……というか美み亜あは普通に化粧をしているだけなのだが、前回の一かず馬まのリアクションを考えれば、普通に化粧しただけでも彼女の場合は黄泉醜女ヨモツシコメになるらしいので。

　女性としては複雑な気分だが、まあこの場合は特技になり得る。美亜は何もかもをポジティブに捉えられる性格の持ち主なのだ。

　さあ、そろそろ出ていって兄貴を脅してやるか、と美亜は腕まくりした。

　入念な下準備をした彼女の作戦『まい・すいーとしすたー』は失敗に終わったわけだが、何もすべてが瓦が解かいしたわけではない。ここ数日かけて兄へ植えつけた恐怖は相当なはず。それを違うふうに利用すればいいのだ。

　今回の作戦名『あー・まい・えんじぇる』

　まず、ここで雰囲気をぐぐっと高めたところで、美亜自身が幽ゆう霊れいの振りをして兄を脅す。相当なショックを受けた兄は泣き叫ぶことだろう。怖がりの彼のことだから、下手へたすれば失禁さえするかもしれない。その隙すきに美亜は身を隠し、ふたたびもとの姿に着替え、メイクを落とす。

　一馬の声を聞きつけた他ほかのメンバーが駆けつける。哀れな姿の兄を目もく撃げきした双子の姉妹は幻滅するだろう。いや、そもそも兄を心の底から好いてつきまとっているわけでもないだろうから、幻滅というか、うんざりするだろう。何よ、こいつ、噂うわさ以上に駄目な男だわ。

　そうでなくとも、女の子にかっこ悪いところを見られた兄はさらなる精神的痛手に見み舞まわれるはず。二度と立ち直れないかもしれない。膝ひざを抱えて自分の心に逃とう避ひするかも。

　そこへ天使エンジエルが登場するのだ。

（お兄ちゃん、元気出して。あたしはお兄ちゃんのかっこ悪いところだって、全部受け止めてあげられるよ。だって、それ以上にいいところをいっぱい知ってるもん。ね、だからもう落ちこまないで）

　兄はこの優やさしさにほだされ、泣きながら抱きついてくることだろう。美亜は背中を優しく撫なでてやりながら、

（もう、しょうがないお兄ちゃん。いつまでも子供みたいなんだから。でも、いまだけは泣いてていいよ。ね……）

「な……泣いているの？」

　そう、泣いているの……って。兄の声が聞こえたので、美亜は驚おどろいて廊下の曲がり角からそっと顔を出してみた。さっきとそう遠くない距離に兄が突っ立っていて、何かしゃべっている。

　げっ。誰だれかがいるらしい。美亜は焦った。こんなところに誰が!?　ルートは決して途中で交わらないはず。となると、誰かが道に迷ったのか、あるいは宿直の大おお野の手て先生か、さらにあるいは、学校に泊まりこむと言っていたみづき姐ねえか……。

　どのみち作戦はまたも失敗だ。美亜は断だん腸ちようの思いでメイクを落とそうとした。作戦がばれてはポイントアップどころか、大幅ダウンもいいところだ。「ごめーん、道に迷って」とか言っていまから出ていけばまだ株は下げずに済む。

　ちょんちょんと、そのとき美み亜あは肩を突つかれた。美亜は反射的に肩を揺すって追い払った。ちょんちょんちょん。うるさいな、忙しいんだから、とその手を振り払おうとする。ぬめっとした。

　後ろを向いてみる。

　先ほど、コンパクトで見たのとそっくりな顔が目の前にあった。あははは、やっぱり雰囲気出てる。普通に化粧してこれだけの迫力が出るなら、ある種の才能だ。みづき姐ねえの鍋なべといっしょ。でも、今後のことを考えると、さすがにもう少し技術を磨かないと駄目かなあ──。

「………………………………………………え？」

　真っ白いセーラー服。長い髪。土気色の顔に鮮あざやかな血の色が映えている。美亜の肩を摑つかんだその手にまで朱の色は滴したたっていた。

「ぎ」美亜の口から声が洩もれ出た。

「ゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」




　真っ先に逃げていた一かず馬まは、その声にも驚おどろいた。

　ただでさえ、いきなり現れた妙なものに追っかけられてるわ、悲鳴をあげた隙すきに女の子はいなくなってるわで、一馬の脳のう味み噌そは破裂寸前だった。

　だからこそ、曲がり角から新たな人ひと影かげが飛び出してきたときは心しん臓ぞうが止まりかけたし、あまつさえ、そいつが抱きつきにかかろうとしたときなど、彼の中で『ぷつん』と何かが切れた。すっと目から光が消え、

「死ねえええええ！」

　と殴りかかる。

「あたたたた！　痛い、痛い、兄貴、痛いってば！」

　そいつは美亜の声を出して一馬を惑わそうとした。なおも殴りかかろうとしたが、

「うわ、来た、来た！　本物が来たああああ！」

　と後ろを指差すので、本能的に振り向いた一馬は、こちらへ向かってくる二人の女子生徒の姿を捉とらえた。何てこった。ひとり増えてる。おまけに、薄うす白しろい燐りん光こうを放つその女子生徒の足は宙に浮いているではないか。

　一馬と美亜、仲よく並んで走りはじめた。肘ひじを脇わきにつけながらの全力ダッシュ。

「美亜ああああああああああ！」

　一馬は隣となりにいる化け物がようやく妹だとわかって、またぶち切れそうになった。

「おまえかあああああ！　いったい、何を、どうしたああああ！」

「何もしないよ！」と負けじと美亜も大声を張り上げ、「……ってのは、噓うそだけど、でも、本物が出るのまでは責任持てないよおおおお！」

　視界の右側で教室のドアが次々と流れ飛んでいく。ちらっと後ろを見やると、少し距離が開いたとはいえ、宙を浮く女子生徒たちはまだこちらを追ってきている。表情まではわからないが、しかしもちろん好意的な理由で追いかけてくるわけではなさそうだ。

「おれは、おれは嫌いやだったんだああ！　取り憑つくなら美み亜あにしてくれええええ！」

「あたしは反対だったの！　取り憑くなら兄貴にしてええ！」

　二人同時に叫んだそのとき、頭上でけたたましい音が鳴り響ひびいた。

　いまこの状況においてむしろ馴な染じみのあるその音は、学園内に〝歪ゆがみ〟が現れた際に鳴り響くサイレンだ。はっと頭上を見上げた美亜が、

「〝歪み〟だ！　つまり、あれは鬼なのよ！　幽ゆう霊れいじゃなかったんだ！」

　と喜色満面に叫ぶ。一方の一かず馬まは、

「知るかっ！　追いかけられてる以上、どっちにしても同じじゃねえかあ！」

　そりゃそうだ。

　そもそも、鬼とはこの世の〝定義〟から外された生命体のことで、その〝定義〟には死者の概念すらも含まれる。「鬼」という言葉に亡霊の意味が含まれるのはそのためだ。前回、八や咫た新しん三ざぶ郎ろうが述べたように、死んだ一族の人間は、肉体を失って結界に捧ささげられるのだが、稀まれに強力な鬼に殺されたときなどは霊力イイロを「反はん魂ごん」させられてそのまま生ける亡もう者じやとなる例さえある。生と死とは混在するものなのだ。そう、一族の結界さえなければ。

「美亜、迦カ具グ土ヅチで何とかしろっ。攻こう撃げき用の迦具土を手に入れたんだろうが！」

「あっ、あれは……！」走りながらも美亜は顔を赤くした。「あれはまだ、慣れないから、兄貴が霊力をくれなきゃ実体化もできないよ。それより、羽は衣ごろもで身を守りながら逃げたほうがいいって。だから霊力ちょうだい！」

「無茶むちや言うな。〝船〟に乗ってないんだぞ」

「前に新しんちゃんは生身でできてたじゃない！」

「おれは新ちゃんじゃないからできない」

「あー、もう、新ちゃんが城主さまならよかったのにー！」

「そんなに新ちゃんがいいなら、新ちゃん家ちの妹になりなさい！」

　××ちゃん家は今夜ハンバーグだって言ってたもん、の乗りだ。

　互いにぎゃあぎゃあ言い合いながら、全力疾しつ走そうを五分以上はつづけたろうか。さすがにもうこれ以上は限界、というときに、前方から駆けこんでくる新たな人ひと影かげが見えた。

　すわ、新手かっ、と一馬は思わず拳こぶしを固めそうになった。が、

「城主さまっ、危ない！」

　走ってきた影は一馬を素通りして、隣となりの美亜を蹴けっ飛ばした。見事なまでにすっ飛んだ美亜は、ごろごろと数メートルも廊下の上を転がっていく。一馬が呆あつ気けに取られていると、眼前にぬっと藤とう堂どうゆみの顔が現れた。

「ご無事ですか、城主さま！　危ないところでしたわね。わたくしたちもいま、あのおかしな鬼どもに追われていたところなんです」

「お姉さま、あれは美み亜あさんのようですわ」

　隣となりに並んだ藤とう堂どうるみが眼鏡めがねをかけ直し、ぼそっと指摘した。

「ええッ!?　本当？」

「おー、まー、えー、なー」

　だだだだだ、と凄すさまじい勢いで美亜がこちらへ駆け戻ってくる。すぐ後ろから血まみれの女子生徒が追ってくるため、見た目、美亜自身が引き連れてくるかのようだ。ゆみは目を丸くし、そのまま隣の一馬に力いっぱいしがみついた。

「いやっ、美亜さんったら、とうとう反はん魂ごんしてしまったのね！　ゆみ、怖いですわ！」

「ちゃうわ！　とうとうって、何じゃい！」

　一目散に逃げ戻ってきた美亜が、そのままゆみに体当たりをぶちかまそうとした。

　と、もうこれ以上状況が悪化することなどあり得ない、というくらいに混乱していたその場に、さらに新たな人物が姿を見せた。

　懐かい中ちゆう電でん灯とうの灯あかりが四人の顔を薙ないだ。まぶしさに目を細めた一かず馬まは、その向こうから大人おとなのシルエットを持った女性が歩いてくるのに気づいた。

「あらあら、あんまり騒さわいじゃ駄目だって言ったじゃない」

　大おお野の手て久く美みだ。思わず身動きを止めた一馬たちのほうへ歩み寄り、美亜を見て「ふふっ」と笑う。

「意外と本格的なのね。あちらもお友達？」

　と、音も立てずに漂ってくる女子生徒たちを指差す。ぶんぶんと美亜は首を振ったが、久美はそちらを見ようともせず、ついに至近距離まで迫った『彼女』たちのひとりを、

「遊ぶのもいいけど、あんまり大声を出したらいけないのよ」

　めッ、と人差し指で小突く。

　その指が突き抜けた。

　久美先生は目を点にし、すっ、すっ、と指を前後させた。半透明の姿を何度も突き抜ける。すっ、すっ、すっ……。止まった。夜目にもわかるほど先生の顔色が白くなっていく。指は摑つかまれていた。女子生徒の体内で止まったままの指を、その女子生徒が摑んでいた。

　生徒の口が吊つり上がった。口くち紅べに代わりに、血のりによって赤く染められた唇が半月状にかき開く。

「き」先生の口から声が洩もれ出た。

「ゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」

　先ほどの美亜にも、そしていま鳴り響ひびいているサイレンにも劣らない悲鳴となって迸ほとばしる。

　直後、指が抜け、ふらあっと倒れかけた久美を、一馬があわてて支えた。女子生徒の笑みがすぐ近くにあった。ぞぞぞッ、と全身を駆け抜けた寒気を堪こらえて、そのまま先生を両腕に抱えて走り出す。

　美み亜あ、ゆみ、るみもつづいた。

　当然、青白い光を放ちつつ女子生徒たちもあとにつづく。ふたたび夜の校舎での追跡劇げきがはじまった。

「〝船〟にいこう！」美亜が叫んだ。「鬼とわかったなら怖くないわ。迦カ具グ土ヅチで斃たおせる相手なんだもん！」

　前にも述べたが、幽ゆう霊れいなら怖いが鬼なら怖くない、というのも妙な話だ。と、その隣となりで、藤とう堂どうるみが走りながら小首を傾かしげ、おまけにずれかけた眼鏡めがねを指で支えるといった芸当を披ひ露ろうした。

「ですが、〝歪ゆがみ〟などほとんど感知できませんわ。それなのに存在する鬼とはいったい？　それに、わたくしの目にはきちんと女子生徒の姿に見えています。鬼の姿はもっとはっきりしないはずでは？」

　確かに、考えれば奇妙な点は多い。鬼はこの世の存在でないため、黄泉よみの構成物質ともいわれる〝歪み〟なくしてこの世に現れることはできないはずだし、鬼はこれもこの世の存在でないため、見る人間によってその姿が異なる。

　しかしいま、血のりの笑みを浮かべながら追いすがってくる女子生徒たちは皆、はっきりとした姿を持っていた。

「考えても仕方ない、地下聖堂にいこう！」

　一かず馬まは怒鳴り声をあげた。

　もう、怖い、怖くない、などと言っている場合でもない。肝きも試だめしだったはずが、いまや命いのち懸がけの鬼ごっこ。一馬は女性ひとりの体重に根をあげそうになりながらも、それに終止符を打つべく、用務員室を目差して駆けつづけた。
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　ＰＭ８：２０。

　一かず馬またちは長いマラソンの果て、用務員室の前まで辿たどり着いていた。

「ま、またひとり増えましたわ！」

「お姉さま、あちらを。正確にはもうふたりです」

　その間、追いかけてくる女子生徒たちの数は増える一方で、いまや七人にまでなっていた。

　いずれも昔の制服である白いセーラー服、土つち気け色の顔、いまあふれ出したばかりのような真まっ赤かな鮮せん血けつ。宙をふわりと浮いているその半透明の身からは、青白い燐りん光こうを放っている。

　どいつも、まるで感情をなくしたような顔をしていた。先ほど笑ったのもまるで何かの気まぐれだったかのように、貼はりついた仮面のごとき無表情。

　一かず馬またちは途中で、ゆみ、るみとはぐれていたらしいＡ、Ｃとも合流したが、壬み琴こととＢは見つけられなかった。どこかでかまた違う鬼に追われている可能性があるが、それならなおのこと、いまは〝船〟へ急ぐしかない。

　無人の用務員室へと上がりこみ、異空間へと通じる壁かべに手をあてがう。と、

「城主さま。わたくしどもは中へは入れません。ここでお待ちしています」

　ゆみが言う。前にみづきが言っていたように、霊力イイロを統括する異空間は、生半可な能力の持ち主では中へ入るだけで危険をともなう場所なのだ。一いつ瞬しゆん、たたらを踏んだ一馬だったが、

「急ごう！　奴やつらが来る前に！」

　美み亜あに急せかされてひとつ頷うなずき、久く美み先生を畳へ下ろすと、中へと飛びこもうとした。

　まさにその瞬間、用務員室のドアを突き抜けて、すうと先頭のひとりが姿を見せた。ドアには傷ひとつついていないのに、まるで無理矢理穴を穿うがつかのように、上半身だけ出した姿勢のまま滅茶苦茶めちやくちやに身体からだを揺り動かしている。

「兄貴、早く！」

　美亜に手を引かれるようにして一馬は異空間へと入った。

　暗くら闇やみが彼らを出迎える。一馬は急いで結けつ跏か趺ふ坐ざの姿勢に入った。この場所では、各地から届けられる霊力が薄うすい紫色の気体となって視覚化されている。それを己の心身に取りこむイメージを抱いた。

　一馬の肉体が人としての輪りん郭かくを失う。おぼろげな霧きりのような状態をイメージしたまま、新たな手足を心の中に生み出した。

　アメノトリフネとも呼ばれる、一族が戦いの際に用いる戦いくさ舟ぶね。

　一陣の光と化した一馬と美亜が、異空間から浮上した。

　と……。

「うわああっ!?」

　途中で何かに激しく頭をぶつけ、一馬は悲鳴をあげた。この場合の「頭」とは船の舳へ先さきのことだ。内部にいた美亜も衝しよう撃げきのあおりを喰くって横へと転がる。

「な、何だ。用務員室へいけないぞ！」

「兄貴」美亜が引っくり返ったまま情けなさそうな声を出した。「いつもみたいに空へ飛び立つわけじゃないんだから。〝船〟の大きさを変えなきゃ！」

「あ、ああそうか。でも待てよ、そうすると中にいるおれたちはミンチにならないか？」

「あー、もう、馬ば鹿か！　〝船〟の内部は外側の大きさとは無関係なの！　みづき姐ねえにもそう教わったでしょ！」

「お、おう」

　一馬はイメージしなおし、用務員室へ飛び立てるくらいの大きさにした。確かに〝船〟は伸しん縮しゆく自在なのだが、一馬が船体を己の肉体として捉とらえている以上、極端に大きくも小さくもできないのが現状だ。ちょうど人間ひとりが寝そべるくらいの大きさになった〝船〟は、今度こそ不可視の壁かべを乗り越えて室内へと浮上する。

　ゆみとるみ、それに目を覚ましたらしい先生のちょうど真上にいた。

　と同時、それは七人の生徒たちの頭上でもあった。すでに囲まれていたのだ。血の滴したたる青白い手の群れが、ゆみたちへと延びていく真っ最中。一かず馬まはその間へと舳へ先さきを向けた。

　いままさに鬼の手に摑つかまれんとしていたゆみがまずその場から消え、姉の背後でさすがに顔色を白くしていたるみも消え、目を覚ましたはいいが、またも襲おそいかかる恐怖のために目を回し、ふたたび失神寸前だった先生が最後にふっと搔かき消えた。

　獲え物ものを見失った七人の幽ゆう鬼きが、いっせいにぎょろりとその目を〝船〟──一馬へと上向ける。

「ひっ」

　思わず小便を漏らしそうになった一馬は、舳先の向きを固定したまま速度を上げた。つまりは逃げたのだ。遠ざかっていく〝船〟の背後にいた七人は一いつ瞬しゆん、顔を見合わせるような仕し草ぐさをしたかと思うと、意外なくらいのスピードで追いすがってきた。

　まぶしい光を放つ、まるで大型の模型船のような〝船〟が、幽ゆう霊れいたちと同じくドアを突き抜けて外へ出る。とにかく広い場所へ出なければ、甲かん板ぱんの上に全員を乗せて戦うこともかなわない。

　何より、さっきから息苦しくて仕方なかった。おそらく校舎の一角に小規模の〝歪ゆがみ〟が出現しているのだ。しかし、何て力だろう。いまや結界の中枢で統括した膨ぼう大だいな霊力イイロがあるというのに、このままでは息が止まって死んでしまう……。

「城主さま、怖かった！」

「るみは、必ずや助けに来てくれると信じておりましたわ」

　ぎゅううううううううううう。

「うぐううううううううううう」

「離れろー！」

　一馬の首に力いっぱいしがみついていた双子を、美み亜あが真まっ赤かな顔をして振りほどいた。解放された一馬がぜいぜいと息を喘あえがせる。

「先生、先生は、ああ、先生は……」

　その隣となりで、久く美み先生は大粒の涙を流しながら、手を首もとにさまわよせ、それから髪の毛を『いぢいぢ』しはじめた。

「お、鬼を見たのも、は、はじめてだったのよ。せ、先生は、迦か具ぐ羅らでも防人さきもりでもないから……〝歪み〟の近くに寄ったこともなかったの。あ、あんなに、あんなにそのままだなんて、思いも、してなくて……」

　泣きつづける。

　そのままとは、人そのまま、という意味だろうか。それを聞いた美亜の眉まゆ根ねが寄った。先ほど藤とう堂どうるみも口にしていたが、鬼にしては奇妙な点が多い。人の姿をしているのも妙だし、それが誰だれの目にも等しく映し出されているのはもっと不可解だ。校舎内を駆けていたときもほとんど〝歪ゆがみ〟は感じられなかった。〝歪み〟がいつもの高濃のう度どで現れていたら彼女たちは走ることもできなかったろうし、本来なら、〝歪み〟を検出した時点で学園はその機能を発揮し、〝歪み〟を校舎内の各ポイント──防人さきもりたちが寝泊まりしている中等部校舎も含めて──に分散させるはずなのだ。

　それに。

　こちら側にも問題はあった。いつもの壬み琴こと、みづきがいない。第二軍に編へん成せいされたＡ、Ｃは選ばれた以上もちろん、強い能力の持ち主だとは思うが、それでもいま顔色を青ざめさせて空間内で震ふるえている二人を見れば、これが初うい陣じんなのは確かめてみるまでもない事実だろうし、藤堂ゆみ、るみに至っては実力などほとんど未知数だ。

　双子はやはり度外視したほうがいい。となると、Ａ、Ｃに攻こう撃げきを任せ、その二人の防御を自分が担う──という作戦でいくしかなさそうだ。

　美み亜あが珍しく真剣に考えこんでいると、

「うぐううううううううううう」

　またも兄の苦鳴が聞こえてきた。ええい、と美亜は視線をぐるりと半回転させた。また、双子がよからぬことを!?

　が、兄はひとりで悶もだえ苦しんでいた。両手で押さえつけた首の辺りに、誰とも知れぬ手形の跡がついている。双子はそのすぐ近くで、「城主さま!?」と声をかけたり、肩を揺さぶったりしているが、少なくとも彼女らの仕し業わざではない。

　美亜ははっ──となって、空間の一ヶ所に手を当て、外の様よう子すを窺うかがった。女子生徒の姿がアップになって映し出され、思わずあとずさりかける。

　〝船〟に取りついているのだ！

　おそらく、一かず馬まが首の部分にイメージした場所を、外から鬼が絞め上げているのだろう。美亜は一いつ瞬しゆん、どうしてよいかわからず、おたおたと周囲を見渡した。自分では外へ出ても鬼を撃退できない。では、ＡかＣとなると、城主の加か護ごがない以上、〝船〟に乗ってないときと同じで、迦カ具グ土ヅチを自分の力だけで発動できるのかという問題も……。

　あとずさっていた美亜の眼前に、ぬうと青白く濡ぬれたような手が出現した。外はもう見ていないはずなのに、その手は徐々に徐々に美亜へと近づいてくる。おかしいな、と思っているうち、肩が出た。足が出た。そして長い髪をおどろに振り乱しながら顔の部分までもが出現した。

「は……入ってきた!?」

　と、我を忘れてそれに見入っていた美亜より早く、遠くにいた久く美み先生が悲鳴をあげた。

　あわてて後ろへ跳び退のく。空間に出現した女子生徒は、ふたたび宙を舞まいながらこちらへ近づいてきた。

「こ、こっちもですわ！」

「ここからも来ましたぜ！　お、押忍オス！」

　ゆみとＣが叫んだ。空間のあちこちから、黒い闇やみを突き破りながら幽ゆう鬼きたちが姿を現す。それは、恐ろしいくらいに無表情さを保ちながら、ゆらゆらと不安定気味に身体からだを揺らめかして空を歩いてくる、さながら命を得た人形の群れだった。しかし人形の無機質さとは異なる血の生々しい色と、双そう眸ぼうに宿る、どこか腐敗したような意思の色とが、見るものをぞっとさせずにおかない恐ろしさを招き寄せる。

　むしろ、まるで歩く術すべさえ忘れたかのように立ち尽くす迦か具ぐ羅らたちのほうこそ人形じみていた。

「じょ──城主の周りに集まって！」

　一いつ瞬しゆん早く我を取り戻した美み亜あが皆へ叫ぶ。走りながら迦カ具グ土ヅチを発動させた。ふわりとなびいた薄うすい羽は衣ごろもが、星のような光を辺りへ散りばめる。彼女が自らの意思と力のみで発動させられる迦具土はこれだけだ。それとて、城主から与えられる霊力イイロなしではどこまで保もつかはわからない。

　彼女たちが走り出すと、幽鬼たちも刺し激げきされたように速度を上げた。生温かい獲え物ものにかぶりつこうとするかのように手を延ばしてくる。獲物の背中へ届きかけたその手が、寸前で弾はじかれた。煙じみたものを掌てのひらから噴ふき上げる。

　あーっ！

　それを悲鳴と呼んでもよかったろうか。ガラス窓を爪つめで引っかいたような、身の毛がよだつ音を立てて幽鬼は後ろへと押し返された。

　美亜の羽は衣ごろもが広がっていた。一かず馬まの周りに寄り集まった生徒、そして久く美み先生を守るように美亜が仁に王おう立だちになっている。空中で足を止めた幽鬼たちを、美亜は精いっぱい見開いた目でにらみつけた。せめてこれで引き下がってくれれば……と淡い願いをこめて。

　が、訪れた静寂もわずか一瞬。

　あーっ！

　あーっ！

　悲鳴とも怒号ともつかない金切り声を立てて、今度はいっせいに襲おそいかかってきた。青白い爪が、土気色の手が、ローファーに包まれた足が、そして赤く彩られた歯が、雪崩なだれを打って降りかかってくる。

　何もかもが、人間じみた行為だった。

　人間の姿をしているのだから当たり前──なのではない。いままで美亜が相手にしてきたのは鬼たちだ。鬼はもっとはっきりしない、姿の見えない、生命ですらない存在。しかしいま、目の前にいるのはあからさまに人の姿をしたものたち。だからこそ恐ろしいのだ。だからこそ生々しい仕し草ぐさのひとつひとつにおぞけを誘われるのだった。

「ひ、ひは！」

　一かず馬まが呼びかけた。またも声が不ふ明めい瞭りようだが、美み亜あには聞き取れる。「何!?」と振り向いた彼女へ、一馬は親指を立ててみせた。

「ひはほほ、あははひい、はふふひほへはんは！」

　いまこそ新しい迦カ具グ土ヅチの出番だ！──とおっしゃっているのである。美亜は逡しゆん巡じゆんした。兄は自分が華か麗れいに披ひ露ろうするシーンを温存していたのだ、と思いこんでいるのだろう。敵はなおも襲おそいかかってくる。──ええい！　迷っている暇はなかった。

　首を絞められた一馬が、それでも微量の霊力イイロを届けてくれる。美亜はそれを手に握るイメージを念じた。右手の中に直線状の光が出現し、やがてそれは一メートルほどの長さのステッキになる。

「いっけえええええ！」

　叫びつつ、前方に振りかざしたステッキの先端にはハート型のオブジェがくっついていた。古いアニメの魔ま女じよが手にしていそうなそれから、オブジェがピンク色の光を放って飛び立っていく。

　ぽこぺんっ。

　という、情けない音を発して飛んだそれは、先頭の幽ゆう鬼きに命中した。ぽとんと地面に落ちる。ハートマークが。
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　静寂。

「な」一かず馬まが一いつ瞬しゆん、己の声を取り戻して絶叫した。「何じゃ、そりゃあああああ！」

「だから嫌いやだったの！」美み亜あも負けじと声を張り上げる。「このあたしが、こんな迦カ具グ土ヅチ手に入れるなんて信じらんない！」

　一瞬の静寂を挟んで、ふたたび鬼たちが数を頼みに群がりかかってくる。

　鬼たちはいまや、無表情の仮面をかなぐり捨てていた。攻こう撃げきしながら笑うものもいれば、雄お叫たけびをあげるものもいて、泣き叫ぶものさえいた。美亜の足が退さがりかけた。意い識しきしてのものではない。膝ひざから力が抜けそうになる。鬼たちとまともに顔を合わせていられなくなる。目の前で、たなびく羽は衣ごろもの裾すそがあらゆる攻撃を弾はじき返していく。それでもあきらめず、何度も何度も押し寄せてくる亡もう者じやたちを前に、じりじりと美亜は後ずさりしていった。

「ひッ、ひッ、ひっ……」

　気づけば、そんな声が口から洩れ出ていた。嗚お咽えつに似ていた。怖い、恐ろしい──涙が出てくる。──逃げたい、背中を向けて走り出したい。

　一度挫くじきかけた心が、次々と弱音を導みちびき出し、ついには最後の最後で保たれていた理性の壁かべまでもが崩れ落ちそうになる。

　まるでその美亜の心に呼応するがごとく、羽衣も一定の形を維持できなくなっていた。ともすれば消えそうにさえなる。鬼たちはなおも群がりかかる。美亜はまた退がる。

「ひっ……！」

　その足が、こつんと何かに当たった。一馬の身体からだだ。

「ううう……うう……」

　彼の声が聞こえた。苦しんでいるのだ。これ以上、霊力イイロの加か護ごは受けられない。

　美亜は絶望に打たれてか、一瞬、顔を伏せた。頭の左右で結わえた髪が長く垂れ、現実から背けようというかのように顔が隠される。

　ぱっとその顔が持ち上がった。「ええいっ！」と気合いを発し、退がりかけていた足を前へと運ぶ。羽衣がふたたび風を孕はらんだかのようにはためいた。一いつ気き呵か成せいに押し寄せかけていた鬼たちのほうが、その勢いに押されてあとずさった。

「み……美亜さん！」

　ゆみの声が聞こえる。美亜はぺろっと舌なめずりした。騒さわぎなさんなって。美亜さまに任せなさい！

　美亜は渾こん身しんの力をこめて前へ、前へと進み出た。他ほかの誰だれにも聞き取れなかったろうが──一五年をともに過ごした美亜にしか──兄は、「何とかするから、頑張れ」と言ったのだ。

「このぉ、このこの、このぉぉぉ！」

　鬼たちを押し返す。五つ並んだ死者の顔が、戸惑い気味の表情を浮かべたように美亜には見えた。

　やれる！──

　と確信を抱いたのも束つかの間。

　五つ……？

　疑念がふと美み亜あの足を止めさせる。外で〝船〟に取りつき、兄を苦しめているのがひとり。ということは、この中には……。

　まさにその瞬しゆん間かん、六つ目の影かげが美亜の背後に現れていた。前進をつづけていた隙すきに横へと回りこまれていたのだ。先ほど、ゆみが声をあげたのはその警けい告こくのためだった。

　あわてて振り向いたが、すでに遅かった。

　亡もう者じやの振り上げた腕が、まっすぐに振り下ろされる。

　美亜の顔に、死の影が落ちた。







２──

　思わず目を閉じかけたとき、

「美亜、どきなっ！」

　力強い声が美亜の耳を打った。

　斜めに視界をよぎった新たな影が、美亜に振り下ろされた腕を弾はじき、同時に、鬼どもを根こそぎ薙なぎ倒していく。

　地面に降り立ったのは、群むら雲くも壬み琴ことだった。兄からの助力を得ている証あかしとして、その姿がきわどいコスチュームに包まれている。

　瞬間、美亜の羽は衣ごろももあたたかな光に抱かれた。勢いを失いかけていたのが噓うそのようにぐんと広がったそれが、背後の生徒たち全員をすっぽりと包みこむ。

　一かず馬まが統括した霊力イイロだ！

　亡者の振るう腕をかわした壬琴が、ふわっと頭上高く舞まい上がる。

　亡者と壬琴との間に広がった空くう隙げきを、そのとき分厚い光の刃やいばが貫いた。

　ぎゃああああっ

　耳を貫くような声をあげ、女子生徒の姿をした鬼が後方へ弾かれる。

　美亜はぐすん、と鼻を啜すすってから、

「壬琴姐ねえ、みづき姐、遅いよ！」

　と叫んだ。その前方へすたりと壬琴が着地し、右隣どなりに音もなく巫女みこ装束のみづきが現れる。

「おまえの根性が悪いからだよ」壬琴はぺろっと小さく舌を出した。「最後のポイントまでいったはいいんだけどさ、なかなか鍵かぎの隠し場所がわからないんだもんな。あんまり苛いら々いらしてたから、サイレンも聞きそびれるとこだった」

「ああ、それ……」美亜は目もとを拭ぬぐってから微笑ほほえんだ。「だって、最後の鍵はないんだもん。先に辿たどり着いた人が、他ほかのペアを探しにいったりしたら、あたしの計画が台無しになっちゃう」

「おまえなー。何企たくらんで……って、言うまでもないか」

　壬み琴ことは後ろで結けつ跏か趺ふ坐ざの姿勢を保ったままの一かず馬まを見やった。いままでの苦く闘とうの証あかしか、顔中に汗の珠たまを結んでいる。〝船〟に取りついていた鬼を払い落としたのは、当然壬琴だが、それでも彼が力いっぱい抵抗していたからこそ、〝船〟はいままで形を保っていられたのだ。

「楽しそうで何よりですわね」

　と、唐突に聞こえた声が美み亜あの肺はい腑ふを冷え冷えとさせた。おずおずと窺うかがったみづきの顔は、彼女たちを追っていたときの亡者にも負けないくらい、冷れい徹てつな仮面に覆おおわれている。思わず美亜は、

「あのー……仲間外れにしたわけじゃないんだよ？」

「そんなことを言ってるんじゃありません！」

　フォローしかけて、かえって大目玉を喰くった。ひい、と美亜はみづきと距離を置く。鬼と同じか、それ以上に怖い。

「それより……来ます！」

　身構えた。壬琴は軽く腰を落とし、美亜も翼つばさのように羽は衣ごろもを広げて部隊を守る。

　いまや船内にいる亡者の姿は七つ。外にいた鬼も、壬琴に突き飛ばされて中へと入ったのだ。沈ちん黙もくの中、対たい峙じすること一いつ瞬しゆん、

「あああ！」と後ろでゆみが身み悶もだえ、

「流れこんでくる熱いち・か・ら……ああ、これが城主さまの、愛……」とるみが恍こう惚こつの表情を浮かべてつぶやいた。

　ちゃうわい、と突っこみたくなる気持ちを抑え、美亜は自らも次から次に流れこんでくる熱い霊力イイロを意い識しきした。

　学園内のみの霊力しか使えなかった前回までと異なり、最近の一馬は〝城〟に届けられる力も、ごく一部ではあるものの使えるようになっている。霊力が強ければ強いほど迦カ具グ土ヅチの〝定義〟を突き破る力は大きくなり、〝歪ゆがみ〟に耐えられる時間も長引く。それに、今回はその〝歪み〟がほとんどないため、普段ふだんなら防御に回す力をも攻こう撃げきへ持っていけるのだ。

「よしっ、あたしが先がけでいく！」壬琴が浮き上がった。「それで奴やつらを突き崩す。みづき姐ねえ、フォローをおねがっ……!?」

　と、敵へ飛びこみかけた壬琴が空中でバランスを崩して落ちた。背中にボールのようなものが当たったのだ。

「あ、あら。ごめんあそばせ」

　ほほほ、と笑ったゆみの手には、いつの間にやらテニスのラケットに酷似した物体が握られていた。これが彼女の迦具土だ。接近戦で振るったり、普通にボールを打ったり、とほとんど冗じよう談だんみたいな使い方をする。

「お、おまえ。一かず馬まのみならず、あたしまでも……」

「いやン、怖いお顔。わたくしも、部隊に選ばれた以上、じっとしていられません。城主さまの愛に応こたえるため、戦いますわ！」とゆみの目が燃もえる。「さあ、るみ！」

　間髪置かず、るみがひょいとテニスボールを姉へと差し出す。双子ならではのあうんの呼吸だが、しかしどこから取り出したのやらわからない。ゆみはそのボールを手にし、次々とラケットで打ち出した。

「うっ、うわっ！」

　打ち出された瞬しゆん間かん、ボールはあたかもゆみの目に宿る炎が乗り移ったかのように、ぼっ、と緑色がかった鬼火を灯ともす。それが滅茶苦茶めちやくちやに飛び交うのだ。「うわっ」とか、「ひぇっ」とか、むしろ鬼よりも壬み琴ことのほうが悲鳴をあげつづけた。

「さあ、次！」とゆみはまた手を差し出したが、

「ありませんわ、お姉さま」とるみが冷静に指摘した。

「どうして!?」

「そうそうテニスボールなど大量に持ち運びできません。お姉さまご自身もお持ちになればよろしいのに。……まあ、言っても詮せん方かたないことですわね。あとはこのるみにお任せを」

「る、るみ。あなた、まさかご自分が城主さまにいいところを見せようと、わざとボールを……」

　姉妹同士が火花を散らし合う。ちなみに、前のほうではバランスを崩した壬琴が「うわああああ」と鬼どもにたかられている最中だ。るみは、ふっ、と静かに微笑ほほえんで、

「どうでしょうね。さあ、今度はわたくしの番。いきますわよ」

　両手を宙へ差し伸べたかと思うと、くるりとスカートの裾すそを翻ひるがえしながら一回転した。回転するごとに、その両手へ何かが巻きついていく。闇やみを削けずり取ってロープ状に仕立てたようなそれが、徐々に形と色を帯びてきた。

「わたくしの腕を縛しばるのは、血よりも濃こい絆きずなの証あかし。見よ、血よりもなお赤いこの薔薇ばらを。ランブリング・ローズ！　背徳の薔薇にてお覚悟…………」

　最後まで言い終えるより早く、壬琴の攻こう撃げきをかいくぐった女子生徒が「きしゃあああ」と飛びかかってきた。どさどさどさっ、と音を立ててるみが鬼もろとも地面を転がる。

「ああ、もう、何やってんの！」

　美み亜あがあわてて羽は衣ごろもを広げ、るみの前へと出た。つづけざまに攻撃しかけていた鬼が後退する。その表情がまさに獲え物ものを眼前で逃がした獣けものじみていて、さすがに美亜もぞっとさせられた。

　と、その隣となりでぽんぽんとスカートの裾を払っていたるみは、ふたたび手を宙へ差し伸べ、

「わたくしの腕を縛るのは、血よりも濃い絆の証。見よ……」

「最初からかい」

　美み亜あが小声で毒づいた。さすがに漫研、決め台詞ぜりふは最後まで言い終えないと気が済まないらしい。

「お覚悟なさい！」

　ようやく終わった。次の瞬しゆん間かん、るみの腕に巻きついていた物体が風を巻いて解き放たれた。

　文字どおり、薔薇ばらの蔓つるだ。棘とげをあちこちに生はやしたその細い蔓が、枝わかれしながら次々と延びていく。その途中途中で、青い薔薇、赤い薔薇、白い薔薇が縦じゆう横おう無む尽じんに咲き乱れた。

「我が薔薇は至上の盾にして、究極の矛ほこ。さあ、来るなら来い、不浄の鬼ども！」

　びしぃ。指を突きつけ、るみはいつものか細い声が噓うそのような大声を出す。美亜と同類だ。つまりは『キャラ』になりきっているのだ。

　本人の性格はともかく、迦カ具グ土ヅチそのものはなかなかのものだった。彼女の言うとおり、縦横無尽に延びた蔓はそれだけで盾になり得るだろうし、また、鞭むち状にしなう先端部は攻こう撃げきにも使え、さらには相手を絡め取るという使い道もある。

　そしてまさに、ひゅん、ひゅんっ、と音を立てて延びていく数条の蔓が相手を捕えた。

「はははははは、どうだ、哀れな獲え物ものがハエのようにもがいておるわ！　このランブリング・ローズに捕らえられたが最後、獲物は身動きできないまま、棘に血を吸われていくのだ。そして血を養分として新たな薔薇が貴様の口から生えてくる。さあ、おまえはどんな色の薔薇をわたしに見せてくれるのかなっ？」

　るみは一気にまくし立てた。彼女が指を突きつけた先では、

「『くれるのかなっ？』じゃねえ！　敵が来るだろうが！　さっさと外せー！」

　群むら雲くも壬み琴ことさん（一五）がハエのようにもがいておる真っ最中だった。「むう、しまった」と言いつつ、るみは何もしようとしない。ひょっとして、出したはいいが、戻せはしないのか、そうなのか。

　結局、みづきが光剣を放って薔薇の蔓を霧む散さんさせた。ちなみに、人間の血に相当するものが鬼にあるかどうかはわからない。つまりはるみが言っていた台詞せりふの大半は、彼女の心の中にのみ存在する『設定』なのだ。

「よし。次こそは……」

「いいえ。わたくしが前線に出るわ。ボールを打つだけがこの迦具土の力じゃ……」

　と、双子の姉妹が前へ出かけようとするのを、

「いいからおまえらは何もするなああああ！」

　何とも凄すさまじい形ぎよう相そうになった壬琴が制した。

「一かず馬ま、霊力イイロを二人に渡すな。もし少しでもこいつらが迦具土を使おうもんなら、今度は高等部男子のサンドバッグにしてやる！」

　と、これも凄すごい目つきで凄まれ、一馬は双子に回していた霊力を解いた。やはり自力だけでは維持できないのか、ゆみ、るみ、双方の迦具土が消えていく。ゆみはしゅんと引き下がり、るみもそれに倣ならいつつ、こちらは「…………ちっ」と舌打ちを残した。

　ようやく壬み琴ことも自由に動けるようになった。群がりかかる七人を相手に、持ち前のスピードを活いかして上手うまく立ち回るものの、あまりに相手が多いので壬琴からは攻こう撃げきを仕掛ける余裕がない。そう判断した壬琴は、敵をみづきの射線へとおびき寄せることに専念しはじめた。

　二度、三度、とみづきの光剣が廊下内を瞬またたく。そのたび、吹き飛ばされ、肌を焼かれ、女子生徒の姿をした鬼たちは怯ひるむものの、しかしまた戦う意思を取り戻して向かってくる。なまじの鬼ではなかった。

　時折、壬琴を素通りして、一かず馬またちへと向かってくる鬼たちは、Ａ、Ｃが相手した。Ａが巨大化させた両手で敵の突撃を防ぎ、Ｃが両足の先端から鋭えい角かく状に伸ばした角のような物体で蹴けり上げる。どちらも目を瞠みはる威力こそなかったが、壬琴が駆け戻ってふたたび敵の注意を引き寄せる間までの時間稼かせぎにはなった。

「ええい！」

　空中からのタックルを間一髪で避さけた壬琴は、みづきの剣で顔を焼かれた女子生徒が、まさしく悪鬼のごとき容よう貌ぼうとなって放ったバック・ハンド・ブローを、肘ひじまでのグローブで受け止めた。

　幽鬼たちは疲れ知らずだった。一方の壬琴は、いかに運動能力がずば抜けていようが生身の人間。いずれこの攻防で保たれている奇妙な均きん衡こうは崩れ去る。一馬はなおも強い霊力イイロをおのが身に意い識しきした。練り上げる力が強ければ、もっとみづきの剣も威力が高まるし、壬琴も素早く動けるようになるのだ。

「……ぅうっ！」

　そのとき、背後から鬼の蹴りを浴びた壬琴が、地面に叩たたきつけられそうになった。あわてたＡが巨大な両手で受け止める。が、そのまま落ちていたほうがむしろよかったのかもしれない。追い討ちにかかった鬼たちが、受け止めてしまったぶん早く追いついてきたからだ。

　その隙すきを突いて、一気に本陣──一馬たちのいる場所だ──目差して襲おそいかかってきた数人の女子生徒たちへみづきが剣を振るう。誰だれも壬琴を助けにいける位置にいなかった。

「投げろ！」壬琴がＡへ怒鳴った。その意図を理解したＡが、一気に壬琴を宙へと放り上げる。「このおっ！」

　壬琴は掌てのひらに迦カ具グ土ヅチから噴ふき上がった重力弾をまとわりつかせていた。こちらへ降りかかってきた鬼たちにとってはまさにカウンターの一撃。壬琴渾こん身しんの一撃が突き抜けた。

「!?」

　空むなしい手て応ごたえを感じて、壬琴は素早く翼つばさを駆って反転する。敵がすり抜けたのだ。反撃に備え、壬琴は両腕を交差させた。

　が──、

　目の前に鬼はいなかった。回りこまれたか、と辺りを見渡しても、目の届くどの位置にも鬼はいない。

　美み亜あも、みづきも顔を見合わせている。鬼たちは忽こつ然ぜんと消失していたのだ。

「油断するな！」

　壬み琴ことは怒鳴り、窓を開けて外へ出た。夜のぬめるような風が、汗ばんだ身体からだを撫なでる。そのままふわりと漂い、一かず馬まの霊力イイロが届くぎりぎりの距離にまで探索してみた。

　しかし、やはり鬼の姿はどこにもない。

「どうなってんの？」美亜がきょとんとしたようにつぶやく。「みづき姐ねえの剣がやっぱ、効いたかな」

「それにしちゃ、いきなりすぎないか？　あんまり弱ってるふうでもなかったけど」

「鬼に生き物みたいな考えを当てはめても、しょうがありませんわ」ゆみが肩をすくめた。「ここはやはり、わたくしの華か麗れいなる攻こう撃げきが鬼どもを薙なぎ払ったと考えてよろしいかと」

「いいえ、お姉さま。わたくしのランブリング・ローズに恐れをなしたといっても過言ではないでしょう」

「よろしくないし、それは過言だ」

　半ば、どうでもよさそうに壬琴が断言した。それから眉まゆをひそめて、

「だけど、ちょっと尋常じゃないよね。結界の中心地である〝城〟で、その機能もほとんど無視する形で鬼が現れるなんて……」

「ええ」やはり油断なく周囲へ視線を配っていたみづきが頷うなずいた。「念のため、わたしたちも学園で夜を明かすとしましょう。明日早朝、賢けん人じん会かい議ぎにかけ合ってみます」

「賢人会議？　そこまでの大事……ってこと？」

　まるで不意を突かれたように壬琴は言った。賢人会議とは、一族の人間が六賢人に申し入れたいことがある際、その事柄の調査を行い、賢人に届け出る価値のある情報かどうかを審しん議ぎする機関のことだ。

「結界の綻ほころびの拡大がここまでの事態を招いたのなら、事は深刻です。もしこのまま広がるようなら、現世に遅からず何かしらの影えい響きようが現れるはず。〝城〟の機能が働かないということは、一族の砦とりでを無視して町中に〝歪ゆがみ〟が現れるやもしれず、一族でない普通の人間に鬼が襲おそいかかるかもしれず、そして何より、現世の〝定義〟が喰くい破られるかもしれない……ということなのですから」

　みづきはうそ寒い事実を淡々と並べた。壬琴はくるっと目を回して驚おどろきを表現したのち、意い識しきしてか、さばさばしたような表情で肩をすくめた。

「まあ、万全を期しておくに越したことはないか。……それより、美亜？」

「え？　な、なーに？」

「どこいくんだ？」

　美亜はさっさと異空間の出口めがけて歩き出そうとしていた。冷や汗をだらだらと流した美み亜あは振り返りながら、「え？　ええと、ええと」ととぼける。

「優ゆう勝しよう者には賞しよう品ひんがあるんだよな。今回の場合、誰だれも最後までいけなかったけど、何しろ主催者の不正が発覚したわけだし。参加者には当然、賞品をもらえる権利があるわけだ」

「う、うう」

「どうせ何も用意してなかったんだろ？　いいさ、こっちで考える。そうだな、『夏休み中、初等空手部の道着を、浅あそ生う美亜に洗ってもらう券』なんかがいいな」

「うう」

「それとも」壬み琴ことは凄すごんだ。「兄妹揃そろってサンドバッグがいいかな？　あたしは男女差別しないぞ」

「お、鬼ー！　悪あく魔まー！」

　と、二人がやり取りしている間、

「どちらへいかれるのですか、一かず馬まさん」

「え？　ええと、ええと」

　と、こちらはこちらで同じような展開を見せている一馬とみづきである。

「最近、城主としてのご自覚が芽生えていらっしゃるようだと思っていたのに。遊ぶなとは申しませんが、迦か具ぐ羅ら全員を連れて、夜中の校内散策などと。城主として以前に、一生徒としてのモラルに欠けていらっしゃいます」

「う、うう」

「訓練時間をもう一時間増やしたほうがよさそうですわね。それとも」みづきはすっと目を細めた。「夜中に元気があり余っていらっしゃるなら、いっそ全校舎内を掃除して回るほうがお好みでしょうか？」

「お、鬼ー！　悪魔ー！」




　そして。

　夜中の校舎内に「しくしく」という泣き声が聞こえていた。

　たったひとり、真っ暗な廊下の片隅で膝ひざを抱えて泣いているのは、長い髪の少女──。

　ではなくて。

「う、うう。ひどい、群むら雲くもさん、置いていくなんて……」

　Ｂだった。







３──

　七人の女子生徒が忽こつ然ぜんと現れ、同じく忽然と消失した事件があってから三日後。

　お盆も過ぎた、夏休み中のとある一日。

　真夏の日差しを柔らかく遮るのは、生はえ茂る見事な竹ちく林りんだった。

　足もとも柔らかく整地され、清涼な風と土の匂においに満ちている。夕ゆう涼すずみに歩くには最適な場所になるだろうそこを、やや騒そう々ぞうしく歩いている一団があった。

「ねーねー、本当に宗主さま、こんなところにいらっしゃるの？」

「あたしたちが向かっているのはあくまでも仮住まいだからな。宗主さまの本当の居場所なんて、誰だれにもわからないんだよ。そこはすなわち日本を統すべる結界の中心地だからな。一族の人間でも知っているのはわずか数人。あの七しち神しん将しようだって、常時任務についている三名以外は知らないって話だ」

「七神将ってあれでしょ。宗主さまの旗本、すなわち前線部隊となる迦か具ぐ羅らで、日本における一族最強の迦具羅たち！　もとは一二人いたんだよね。いまは五人欠員がいるってことだから、ああン、どうしよう」

「何がだよ」

「あたしの美び貌ぼうと実力に目をつけた宗主さまにスカウトされちゃったりなんかしたら。即効で引き受けたら他ほかの神将にも悪いだろうし、ここはしおらしく、『あたしにはお兄さまを守る使命がありますから』とかって、一回は断ったほうがいいよね!?　ね、ね？」

「興こう奮ふんすんな、あり得ないから」

　ぱたぱたと手を振る浅あそ生う美み亜あに、冷たく言い捨てたのは群むら雲くも壬み琴こと。

「わっかんないよー。七神将って、どうせベテランの迦具羅なんでしょ。若い女の子なんていないだろうから、宗主さまもあたしに釘づけ」

「少しは静かになさい」

　と、二人をたしなめて先頭を歩くのは、無論、草くさ薙なぎみづきだ。

　会話から知れるように、三人は現日本宗主・八や咫た新しん一いち郎ろうに会いにきているのだ。無論、どれだけ一族の人間が「会いたい」と願ったとしても、そう易やす々やすと会える人物ではない。が、三日前の事件についてみづきが賢けん人じん会かい議ぎに申し出たところ、そのわずか半日後に、宗主自らが直接会って話したい、という旨むねを伝えてきた。

　賢人会議における調査期間をほとんど経ず、おまけに六賢人たちをも飛び越えていきなり宗主自らがお出ましになる、というのは言うまでもなく異例であるが、結界の状態を誰よりも把握しているのは、もちろんそれらすべてを統括している宗主本人である。少しでも多くの情報を得たいみづきにとっては願ってもいない事態だった。

　それを聞いて黙だまっていられる美亜でもなく、また、たまたま珍しく一日が空いていた壬琴も好奇心を刺し激げきされて、みづきに同行することとなったのだ。

「どうしても、と言うからわたしのほうからお願いして許可をいただいたのですよ。くれぐれも宗主さまの前で失礼のないように」

　はーい、と返事だけはいい美亜に、壬琴は冷ややかに言った。

「失礼はともかく、その格好、何とかならないか？　見てるだけで暑苦しい」

「おじいちゃんが着てけって言ったんだよ。お母さんの振ふり袖そでだって。宗主さまに会うんだって言ったら、急におじいちゃんばたばたしちゃって。あれがいい、これがいいって。セーラー服のほうが清せい楚そでいいかなあって思ってたんだけど、こっちも悪くないや」

　長い袖を持ち上げてくるくる回りながら美み亜あは言う。ピンク色で、桜の花びらを控え目にあしらったシンプルな品だが、それだけに愛らしさが引き立ち、美亜も見た目だけなら純じゆん情じよう可か憐れんな乙女おとめのよう。

「おまえら一家は実に馬ば鹿かだな」

　壬み琴ことはため息混じりにつぶやいた。「でしょー？」と眉まゆを八の字に寄せた美亜に、「おまえもだよ」とすかさず言ってやる。むう、と美亜は押し黙だまった。

　ちなみに壬琴はジーンズ地のジャケットとズボン姿。ジャケットは袖なしで、いかにも活発な壬琴らしい格好だ。上背があってスタイルがすらりとしているだけにそんな男っぽい格好でも妙ななまめかしさがある。一方のみづきは──もはや言うまでもなく私立天あま津つ学園の夏服そのままだ。

「着きましたよ」

　唐突にみづきが言ったので、壬琴と美亜はあわてて足を止め、周囲を窺うかがった。

　風のさわやかな竹ちく林りんの中、一軒の古めかしい家が立っている。一応、電線は通っているようだが、山の中腹にあるだけにただの山小屋と言われても納得できるような小ぢんまりとした造りだ。

　美亜は自分の格好を見下ろした。さすがに宗主さまといってもお城に住んでいるわけではない──と思ってはいたものの、さすがに山小屋にこの格好は似つかわしくない。

「ええと……みづき姐ねえ、着替えてきていい？」

「時間がありません」きっぱりとみづきは言った。「別段、お話に差し障りある格好でなし、そのままでも構わないでしょう。急ぎますよ」

　うー、という美亜の唸うなりを無視してみづきが先行する。近づいていくと、前方に広々とした庭があった。ただし柵さくのひとつもあるわけでもないので、この辺りは道だか庭だかわかりはしない。

　庭を掃はいていたひとりの女性がいた。美亜が少しほっとしたことに、薄うす手での着物姿だ。藍あい色の落ち着いた色調がその女性に似合っている。

「あら」と箒ほうきを止めた女性は、三人の娘に目を当てた。「天津学園の方々ね。お話は伺うかがっています。さあ、中へどうぞ。宗主さまがお待ちかねです」

　箒を井戸の脇わきに立てかけ、中へと導みちびいた。一礼したみづきにつづき、壬琴も美亜もあわてて頭を下げた。二十歳はたちを少し過ぎた頃ころ合あいに見えるその女性は、柔らかく微笑ほほえんだ。

「あら。みづきさんはともかく、あなた方とははじめてね。──はじめまして。わたくし、真さな田だ知とも代よ。七しち神しん将しよう、安アン底テイ羅ラの座を務めます迦か具ぐ羅らにてございます」

　当然、美み亜あが目を丸くしたのは言うまでもない。




　中へ入って数分過ぎる段階になっても、美亜の目は丸くなったままだった。

「ふむふむ、それで？」

　カチ、カチッ。

「ええ。宗主さまにお伺うかがいを立てようかと思いまして。失礼ながら、こうしてお時間を取らせていただいたのです」

「構わんよ。わしもこうして聖堂の外へ出られたからな。おまけにきれいなお嬢じようさん方に囲まれて、嫌なはずもない」

　いつもなら、ここで美亜も「まあ、宗主さまったらお上手」と合いの手のひとつも入れるところだが、生憎あいにく、目を丸くしっぱなしの彼女にそんな余裕はなかった。

「宗主さまったら」代わりに言ったのは、近くで茶を立てていた真田知代だ。「代わりに聖堂へ入られている御み統すまるさまのこともお考えください。宗主さまがあちらを留守にするたびに寿命が数年縮ちぢまる思いだ、と申されておりました」

「ふん。男の夢──女学園を経営しておるあ奴やつに同情の余地はない。わしの身代わりをやってもらう代わりに、理事長の代わりをわしがやってやろうか、と何度も言うが、決して首を縦たてに振ろうとせん」

　カチカチッ。

　だからか、と美亜は内心ぼんやりと思った。あれは兄の部屋で盗み読みした雑誌に載っていたような覚えがある。美少女ばかりが集つどうという、学園の経営シミュレーション、それも確か一八歳未満お断りのただし書きつき……。

　八畳ほどの小さな和室だが、こうして庭に面した縁えん側がわを開け放って風を取りこむと、心が広々と解きほぐれそうな、気持ちの落ち着く場所である。

　その中、茶を立てている知代の隣となりで宗主が何をしているかといえば、パソコンでゲームの真っ最中だ。モニターに映し出されているのは、これでもか、というくらいアニメタッチの絵で描かれた美少女たち。カチカチと宗主は慣れた手つきでマウスを操そう作さしつづけている。とても九〇を過ぎたご老人の姿とは思えない。

「むう」と宗主は眉まゆをひとつしかめた。「こ奴やつ、なかなか難攻不落じゃな。一二回もトライしておるが、こいつだけは落とせん。贈り物も駄目、学園をどれだけ大きくしても駄目、イベントごとに誘ってもデートだけはできるが、最後の一線がなかなか越えられん」

　そ、そうなんですか、と美亜が内心汗を拭ぬぐっていると、いきなり宗主が振り向いてこちらを見た。どきりとした美亜へ、

「おう、浅あそ生うのクソガキめもなかなかのスケベ小僧と聞いたが、こういうのはやらんのか？　あとで攻略方法のひとつも訊きいてみてくれんかね」

「え？　あ、あの、ええと」どぎまぎして美み亜あは視線をいろいろとさまよわせたあと、「あー……と、き、興きよう味みはあるみたいですけれど、いかんせん、パソコンをお持ちでないので、はい」

「何じゃい、いい若者が」

　おかしな具合に憤ふん慨がいした宗主は、あきらめたのか、パソコンの電源を落とすと、ようやく正面から三人のほうへ向き直った。

　ちょうど知とも代よの立てた茶が、全員の前へ置かれたところである。老人は茶を取り、音を立てて啜すすった。

「さて。まず、学園に現れたという鬼についてだが」

　と、先ほどゲームについて話していたときとほぼ変わらない口調で切り出す。

「水蛭子ヒルコじゃな。もとは人のなりそこない、という意味だが、この場合、鬼でも人でもない、中途半端な存在の霊れいを意味する。反はん魂ごんを知っておろう？」

　水を向けられた壬み琴ことが、やや泡を喰くったようにこくこくと頷うなずいた。

「鬼によって〝定義〟を変えられ、人間が鬼と化すこと──だと教えられました」

「左さ様よう。人の身でありながら、鬼と化す。これを反魂鬼きという。水蛭子はその一種じゃが、こちらは特に死んだ人間の魂──我らふうに言うなら、霊力イイロのみの存在──が反魂した状態を指す。要するに、鬼となったその人間が生きているか死んでいるかで変わるわけじゃ。時に、なぜ霊れい力りよくをイイロと呼ぶか知っておるか？」

　今度は美亜だ。美亜は緊きん張ちようしつつも、優ゆう等とう生せい的態度ですらすら答えた。

「もとは人間の肌の色を指しており、例えば黄色人はアジア人、白人はヨーロッパ人を意味します。それら全体を表す五色イイロ人ビトとは、すなわち全世界の人類という意味でした。ですが我々の場合、人間そのものという意味合いは同じですが、色は色でも肌のことを言っているのではなく、人間が放つ色とりどりの霊気のことを指しています。つまり、死者や亡者の世界である黄泉よみと、現世の人間とを区別するための呼び名なのです」

「左様」これにも宗主は頷いた。「鬼に霊気の色はない。ほぼ同じ意味ではあるが、水蛭子や反魂鬼は比較的人にも近いため、無ム色イロと呼ぶこともある。さらに、反魂鬼の中には特殊な呼び名を持つものもある。これを……」

　宗主は一拍間を置いた。隣となりに控えていた知代の顔色がさっと変わる。

「これを、と言うべきか、これも、ムイロと呼ぶのじゃ。ただしこちらは五色のどれにも当てはまらぬ人類、という意味での六ム色イロ。どういうことかというとな、反魂鬼の中でも一族の迦か具ぐ羅らが反魂した鬼のことをそう呼ぶのじゃ。一族と外げ法ほう士しが対立しておったときなど、外法士側がわざと仲間の迦具羅を反魂させて六色を生み、それを使し役えきしていたこともあるらしい。──まあ、だから六色という呼び名は、外法士たちが、『黄泉と現世をかけ合わせることで生まれる、新たな可能性を秘めた人類』という意味で名づけたわけだから、それを阻止せんとする我ら一族にとっては忌いみ名じゃな。滅多めつたなことで口にしてはならんぞ、鶴つる亀かめ、鶴亀」

　宗主は冗じよう談だんめかして空中に魔ま除よけの印を描いた。

「学園に現れた鬼は、その水蛭子ヒルコであると？　ただの鬼ではなく？」

　みづきが訊きくと、

「うむ。黄泉よみから〝歪ゆがみ〟となってやってきた類たぐいのものではあるまい。現世を漂う霊れいたちが、何らかの理由で活性化して水蛭子となったのじゃろう。正体まではわからぬがな」

　姿勢を崩さず、正面を見据えているみづきと異なり、美み亜あと壬み琴ことは顔をしきりに見合わせていた。鬼の種類はわかったものの……では、なぜそれが学園に現れたのか？　それも、古い学園の制服を着た女子生徒の姿となって？

　宗主はそんな二人の様よう子すを眺めていたが、小さな猿によく似た顔にふと、いつにない表情を浮かばせた。

「私立天あま津つ学園──あるいは、またもそこが我らの鬼き門もんとなるか」

「宗主さま」

　知とも代よが小さくつぶやく。「おう」と宗主はまるで夢から覚めたようにもとの顔つきになり、

「まあ、心配しておるほど結界の綻ほころびも広がってはおらん。わしもまだまだ若いでな。後継者が育つまではそう易やす々やすと黄泉の侵攻を許したりはせんよ。今回は特殊な事例じゃろう。無論、いままで以上に諸君には気を張ってもらわねばならんがな。安心してお帰り。おう、そうだ──知代、群むら雲くもと浅あそ生うの嬢じようちゃんを離れの倉庫まで案内してやらんかね。年とし頃ごろの嬢ちゃんが喜びそうなものがあるはずじゃ。贈り物をしてあげよう」

「わあ、本当ですか？」

　美亜がぱっと花のように顔を輝かがやかせて小さく手を叩たたく。宗主は笑顔で頷うなずき、「では」と席を立った知代が二人を連れて部屋から出ていくと、

「…………」

　みづきと二人、対面で向かい合った。

「──よもやとは思うが」

　しわがれた声で言う。先ほどまでの態度とは打って変わって、どこか疲れたような顔と声だった。

「何せ、天津学園じゃ。一六年前と無関係とは思えん。あるいは──奴やつに何か計算違いでも起こったか。あれは一族でもはじめてのケースじゃ。それゆえに天津学園はその存在そのものだけで強固な防ぼう衛えい陣を築いておる。が、あるいはそれこそ諸もろ刃はの刃やいば。奴に何かが──つまりは、〝城〟のシステムに問題が生じたかもしれん」

　みづきは無言だ。手つかずのまま置かれた茶が、彼女の顔をぼんやり映し出している。

「しかし、そうした危き惧ぐがあるにせよ、いまとなっては〝城〟のひとつを封ふう鎖さするわけにはいかん。今月だけでも各〝城〟が撃げき退たいした〝歪ゆがみ〟の数は二〇を超えるでな。これから増えることは考えられても減ることはあり得ん。──草くさ薙なぎみづき。わしの言いたいことがわかるな？」

「はい」

　と、みづきは宗主と二人きりになって以来、はじめて口を開いた。

「ふたたび、天あま津つ学園に囮おとりになれと。そして、万が一のときは、わたしに……」

「うむ」

　最後まで言わさず、宗主は頷うなずいた。首の座りの悪い人形みたいにぎこちなく。

「時に、みづき。もしも奴やつに計算違いが生じているのなら、必然的にあれも、ということになる。見た限り、問題はないようだが、もし何かが起こった場合……」

「心得ております」

「そうか。うむ……これだけは言いたくはなかったが、あえて言わせてもらおう。苦労をかける」

「…………」

　涼やかな風が庭のほうから吹いてくる。水面に映し出されたみづきの顔に、ゆらゆらと小波が立った。

「あのガキにそれを言うと、殴られそうなのでな。おまえにだけとりあえず言うておこう。どの道、わしはまたあいつに会わねばならなくなるだろう。命あるまでに機会があれば、だが」

「宗主さま」

　みづきに静かな口調でたしなめられ、宗主はほろ苦そうに笑った。

「無駄口が過ぎたな。まあ、いつもどおりにやってくれ。わしとて何もかもがお見通し、というわけにはいかぬ。こういう状況であるゆえ、人材をそちらには割さけんが、くれぐれも気をつけてな。思い過ごしであればそれでいいのだ」

「はい」

　みづきは首を縦たてに振った。それから、ゆっくりと、しかしどこか意を決したように湯ゆ吞のみを手に取り、茶を吞み干す。

　いつもどおりのみづきでありながら、しかし、その瞳ひとみに揺よう曳えいする光はなぜかいつもより輝かがやきを失って見えた。




「お邪じや魔ましました」

「ばいばーい！　まったねー」

「こらっ、美み亜あ、きちんとご挨あい拶さつ……」

　三人の娘たちが遠ざかっていく。宗主は戸口で手を振って見送った。

　その背中が見えなくなると、傍かたわらに立った知とも代よへ、

「どうじゃな？」

「わたしにはわかりません」知とも代よはどこか陰いん鬱うつに答えた。「知っていてさえ、ただの冗じよう談だんかと思うくらいです」

「ふむ、そうか」

　そう言ったきり、宗主はしばし、物思いにふけるように口を閉ざしつづけた。それからしばらく経たって、

「ところで、あの二人、何を選びおった？　新しん三ざぶ郎ろうの妻のために見立てたドレスや着物もたくさんあったはずだが」

「あの」知代はいくぶん言いにくそうにうつむいた。

「そうか、何せ少し古い代しろ物ものじゃからな。年とし頃ごろの娘さんには合わんかったか」

「いえ、あの」

　知代はしばしためらった。

　どうしよう、言えないわ。全部だなんて。押しの強さに負けて、貴金属類も含め、誓約書まで書かされただなんて。あとで送り届ける約束までしてしまったけれど、どうしよう。

　おろおろと手を揉もみ絞る彼女の隣となりで、老人は、かかか、と太平楽に笑っていた。










五章「亡者たちの城」













１──

「うーん……」

　カチカチ、とマウスを操そう作さしながら一かず馬まは唸うなった。モニターにあるのはあられもない姿をした二次元の美少女──ではなくて、ずらずらっとあふれる文字の洪水。

　北館、情報処理室。一クラス全員が使用できるだけの数を揃そろえたパソコンが並んでいる部屋で、夏休みのいま、学園の施設内では図書室に次いで利用者が多い場所でもある。インターネットも完備されているので宿題の手助けになり得るからだ。

　いまもちらほらと、一馬の他ほかに生徒たちの姿が見受けられた。

「れれ、浅あそ生うくん。立ち入り禁止、解けたの？」

　と声をかけてくる顔見知りもいた。中等部の頃ころのクラスメートで、一見、大人おとなしめの女の子だが、打ち解けると割合に面おも白しろいタイプ──という子だ。

「また何やらかそうとしてるの？　学校のパソコンじゃアダルトサイトは見れないはずだけど」

「おべんきょ」

「あははは」

　楽しそうに笑ったその女子生徒は自分の用を済ますために別のデスクへと向かった。なぜにどうして笑われねばならんのか、一かず馬まには甚はなはだ理解不能だ。

「頑張ってますね、一馬さん」

　今度は後ろから声をかけられた。思わず一馬はぎくりとする。柔らかで、控え目なこの感じは間違いなく大おお野の手て久く美み先生だ。彼女は小首を傾かしげて、

「立ち入り禁止って……何のお話かしら」

「あー、いえ、何でもありませんです、はい」

　顔を見るとついつい虐いじめそうになるので、画面に集中しながら一馬は答えた。さすがの彼も、若い女性教師に向かって、「去年、ここで裏モノのアダルトＤＶＤをコピーしてたところを見つかったんですよ、ははは」とは言えない。なかなかいいアルバイトだったのだが、さすがに大目玉を喰くって、しばらく生徒会長のみづきからここへの立ち入りを禁じられていたのだ。

「ところで、何かわかりました？」

「うーん……まあ」

　一馬がパソコンで使用しているのは、過去二〇年に及ぶ天あま津つ学園の資料データベースだ。新聞部が発行した学校新聞、郷土史料研が雑誌やこちらは本物の新聞各紙から切り抜きで集めてファイルにしたもの、文化祭で出された展示物一いち覧らん──これら膨ぼう大だいな資料の山を、一昨年おととしあたりから情報処理研究部がデジタル化してきたのだ。

　宗主に会ってきたというみづきたちから報告を受け、一馬もさすがに水蛭子ヒルコだか反はん魂ごん鬼きだか知らないが、あの夜の事件が尋常でないものだということくらいはわかってきた。そこで、郷ごう田だから聞いた噂うわさ話をもとにいろいろと探ってみることにしたのだ。

　ちなみに、情報処理研究部の顧こ問もんを務めているのは大野手久美先生である。このデータベースの存在も彼女に教えてもらった。

　まず、天津学園の女子生徒八名が行方ゆくえ不明になった事件。これは新聞でも取り上げられていた。夜ごと、学園に集まって秘密のクラブ活動をしていたという彼女たちが、ある夜を境にそのクラブへ出かけたあとで消息が不明になっている──という。

「最初はここで引っかかったんだけど」一馬が首を傾げた。「郷田の言ってた怪かい談だんによると、八人の生徒たちは全員殺し合ったらしい。でも行方不明──ってことは、死体のひとつも残ってなかったってことになるんだよね」

　一馬が難しい顔をしてモニターとにらめっこしてると、

「悪あく魔まに食べられてしまったんじゃないでしょうか？」

　おずおずと久く美み先生が切り出してきて、ぶっ、と一かず馬まはむせそうになった。

「それだと死体は残らないから……あ、でも、最後のひとりが死力を尽くして悪魔を封じたんでしたっけ……だとしたら、その子の死体がないのは妙ですね」

　久美は真剣に頭を悩ませているご様よう子す。死体と悪魔について、だ。久美センセってば、意外にホラーは平気な人だったりするのかもしれない。「あるいは」と一馬がそのホラー思考を打ち切らせた。

「一族が隠いん蔽ぺいした──とかね」

「隠蔽？」

「そう。一族はこの世の〝定義〟を守ってる、っていう世界レベルでも最大の謎なぞを、人類の歴史がはじまって以来ずっと隠しとおしつづけてるわけだし。一族関連のニュースが広まろうとするたび、こうして隠蔽してきた、って考えても不ふ思し議ぎじゃない」

「なるほど」

　久美先生は感じ入ったように頷うなずく。目が尊敬に満ちていた。一馬の人生史にはあり得なかった事態だ。

「ま、とにかく。日付を見ると、この事件が起こったのは一六年前の五月。で、いろいろ関連していそうなデータ拾ってきて、プリントアウトしてみたんだけど」

　一馬は鼻高々で、紙の束をデスクの上に広げた。

　まず、新聞部が昔からやっていた、夏の恒例、怪かい談だん特集──郷ごう田だと同じ発想だ──によると、『学園に悪魔が眠っていて、それを目覚めさせると願いがかなう』なんて噂うわさ話は学園創立時にはなかった。失しつ踪そう事件がきっかけとなり、憶おく測そくが憶測を呼んでこんな噂がはじまったとも思えるが、実は最初にこの噂が学校新聞に登場するのは、一七年前の夏休み直前号。

　さらに学校新聞のバックナンバーを辿たどっていくと、一五年前には『総特集：いま、我らにいったい何が起こっているのか？』などと銘めい打うたれた、一族に関する記事がでかでかと載っている。この頃ころはまだ、学園内においてはでき得る限り一族に関する話はしない、という暗あん黙もくの了解は確立していなかったらしい。

「この時期、一族はこぞってばたばたしてたみたいだ。盟主家の臨りん時じ集会が何度も開かれたりしているし、学校新聞でもあることないこと山のように書き立ててる」

　毎月にわたって、いろいろな憶測が紙上で飛び交わされていた。その理由は一馬にも思い当たるところがある。前に、一馬を次期宗主候補にするという発表があったあの盟主家の集まりのとき、新しん三ざぶ郎ろうが言っていたのだ。

（この日本において、結界が破られたのは一五年ぶりとなる）

　と。

　現在の宗主が日本中の結界をひとつにまとめ上げたのが約五〇年前。それ以降、結界が破られることなどなかった。ただ唯一の例外が、一五年前ということになる。

「いろいろ学園でもあったみたい。迦か具ぐ羅ら家の人たちは学校を休みがちになって、臨りん戦せん態勢を取らされていたらしいし、ここが〝城〟としてつくられていたのはもちろんみんな知っていたから、いよいよ〝城〟としての機能が発動するんじゃないかって、噂うわさも囁ささやかれた。結局、学園が〝城〟としての力を発揮しはじめたのは、おれが城主になってからみたいだけど」

　この頃ころから怪かい談だん話のバリエーションも一気に増える。夜中、学校に居残って生徒会の仕事をしていた生徒が、地の底から這はい上がるような雄お叫たけびを聞いたとか、これも夜中、学園にいたとき身体からだが揺さぶられるくらいの地じ響ひびきを感じたのに、地じ震しんがあったなんて報道は一切なかった、だとか、それに──、

「例の、黒こく魔ま術じゆつ研究部の女子生徒が幽ゆう霊れいになってさまよっている、って噂が広まり出すのも大体ここからだ。さすがにそれが鬼になって襲おそいかかってきた、なんて話はないけど」

　うーん、と一かず馬まは唸うなって、デスクの上に広げられたいろいろな資料を眺めた。

　考えることが多すぎて、どれから手をつけていいやらわからない。それを何だかうずうずした様よう子すで見守っていた久く美み先生は、

「コーヒーでも吞のむ？　購こう買ばい部で買ってきますね」

　と言い出した。「あっ、別に」と一馬が断りかけたときにはすでに歩き出している。人さまのお役に立ちたくて仕方ないらしい。きつい言い方をするなら、そういうのもうざったがる人が多いかもしれない。恋人とかにしたら、色々重たくなる人だろうなあ、と経けい験けんもないのに一馬がそんなことを思ってると、

「きゃっ」

　浮き浮きしてたせいか、普段ふだんから注意力が散漫なのか、久美は出入り口付近で女子生徒とぶつかっていた。互いに尻しり餅もちをついている。相手はさっき一馬に声をかけてきた元クラスメートの子だった。

　ありゃりゃ、と思っていると、

「どこ目ェつけて歩いてんのよっ！」

　意外な罵ば声せいが聞こえてきて、一馬はあんぐりと口を開けた。久美先生はひたすら頭を下げて謝あやまっている。

「ご、ごめんなさい。ちょっと、か、考え事をしてたものだから」

「ちょっとかわい子ぶれば男子の人気が上がると思ってんじゃないの？　いまだって、わたしひとり悪者にしてさ。いい歳としして何カマトトぶってんのよ！」

　いや、何ぼなんでもそこまで、という言われようだ。普段は大人おとなしい女の子なのに、さすがは久美先生、相手選ばずだ。いや、もちろん本人に自覚などないのだろうが。

　一馬はあわてて駆け寄って、「まあまあ」とその女子をなだめたあと、「もうコーヒーはいいから」と、しくしく泣いている久美先生の背中を優やさしく部屋の外へと追いやった。

　職しよく員いん室まで送ってあげてもよかったが、そこはまた、泣いている先生を見てたらどんな虫が騒さわぎ出すかわかったものじゃない。その後、ようやく静けさを取り戻した情報処理室の中、一かず馬まはひとり、残された資料と首っ引きになった。

　八名。その数字に目が留まる。やっぱり八名だ。しかし一馬が見たのは七人だけ。あの水蛭子ヒルコたちは事件と無関係なのか、それとも八人目がまだどこかにかいるのか……。

　八人目と考えたところで、一馬は水蛭子に追われる前に出くわした女の子のことを思い出した。あのあと校舎中を捜したが、結局、見つからなかったのだ。いまとなっては幽ゆう霊れいだったのか水蛭子だったのか、それとも生身の人間だったのか──それさえわからない。

「約束したのに」

　ぼそっと一馬はつぶやいた。どこかでか見覚えのある子だったように思うのだが、あとで取り寄せた初等部の写真つき名めい簿ぼをずらっと眺めても彼女の顔はなかった。これ以上考えても答えの出る問題だとは思えなかったから、一馬はとりあえず次のことを考える前に、気分転換のために外へ出ることにした。

　──一五年前、ねえ。

　購こう買ばい部近くの自販機でジュースを買いながら思いを巡らせる。一五、六年前の学校新聞にはすべて目を通してみたが、そのとき結界が破られた事件について詳しく書いてあるものはなかった。ただ、事件制圧に挑んだ迦か具ぐ羅ら数名が亡くなっているらしい、という憶おく測そくが申し訳程度に載っていただけだ。一族はすべての人間にその情報を余すところなく伝えているわけでは、無論、ないらしい。

　──そんな大規模な事件だったのかな？

　夕方。部活動終わりの生徒たちが横を素通りしていく。女子生徒ではなかったので特殊フィルターで除去済みだ。おかげで煩ぼん悩のうに惑わされず、考えに没頭することができた。

　──あの鬼たちは事件で亡くなった女子生徒たち、ってことは考えられないかな。結界に綻ほころびが生じたとき、たまたま〝城〟である学園が〝歪ゆがみ〟を引き寄せたために鬼が現れ、その場にいた生徒たちが殺されてしまった、とか。それなら、一族に直接関連する出来事だから、隠いん蔽ぺいするのもわかる。

　──いや、待てよ。生徒たちが行方ゆくえ不明になったのは一六年前か。〝歪み〟が現れたのは一五年前と確かにあの人は言ってた。それに〝城〟が機能を得たのはおれが城主になってからだから……。いやいやいや？　そういや、最初にこの学園に鬼が現れたのはおれが城主になる前だぞ。ってことは、〝歪み〟を引き寄せる性質そのものは最初からあったことになる。

「うーん」

　珍しく脳のう味み噌そを使っているせいで、頭がかっかと熱くなってきた。吞のみ終えたジュースのパックをゴミ箱に放り投げる。ゴミ箱の縁ふちに当たって地面を転がった。舌打ちしてそれを拾おうとした。

「ん？」

　一五、六年という数字が引っかかって、一かず馬まはゴミを拾いかけた半腰の姿勢のまま固まってしまった。

「一五年……。確か、美み亜あの両親が亡くなったのも一五年前？　じじいは、交通事故で亡くなったとか言ってたけど……」

　美亜が生まれて直後、彼女の両親は事故に遭あって亡くなっている。〝歪ゆがみ〟が現れた一五年前と何か関連があるのだろうか。

「おやおやおやおや？」さらに、次々と疑問が湧わいて出てきた。

「宗主のじじいが言ってたぞ。この天あま津つ学園を〝城〟として誕たん生じようさせるために、おれの実の母さんが魂──霊力イイロのみの存在となったんだ、って。母さんが亡くなったのは、いつだ？……」

　前回のクーデター騒さわぎのときに、一馬はほんのわずかながら幼い頃ころの記き憶おくを思い出していた。確か、新しんちゃんと喧けん嘩かして泣いていた一馬を、母が優やさしく慰なぐさめていたという場面があった。

　あのときの一馬が五、六歳──ということは、一〇年前までは母は生きていたのだ。

「じゃあ、〝城〟になったのは、せいぜい一〇年前以降じゃないか。ああん？　どういうこった？」ぶつぶつと一馬は疑問を並べ立てる。「そもそも〝城〟ってのは何だ？　結界を統すべる能力があって、鬼を引き寄せる力があって、〝歪み〟を分散させる機能まである。言わば一族の砦とりで。学園が建てられたのは二〇年前で、それが〝城〟になったのは一〇年前。……じゃあ、どうやったら、ただの建物が〝城〟になるんだ？」

　思えば、一馬に一族についての知ち識しきはほとんどない。ずっと『能無し』と蔑さげすまされてきたためか、一族に関する出来事にはなるべく目を向けないようにしてきたせいもあるし、そもそも、スケールのでかすぎる一族のこと、自分が何を考えてもわかるはずがない、と決めつけてきたせいもある。

　むう、ううう、とまた一馬が唸うなっていると、

「まあ」

「城主さま、ぎっくり腰になられまして？」

　渡り廊下の上から双子の姉妹が声をかけてきた。うわっ、と一馬は赤面する。半腰の姿勢でずっと唸っていたのだから勘違いされても無理はない。二人は一直線に階段を駆け下りて近づいてきた。

「お身体からだ、大丈夫ですか……？」

　藤とう堂どうるみが眼鏡めがねの奥から潤うるんだ瞳ひとみをこちらに当て、小首を傾かしげて尋ねてくる。ああもう、どうしようかっていうくらいにいじらしくて、一馬はいっそ本当にぎっくり腰ってことにしようかなっ、などと思っていた。

「いろいろお忙しいご様よう子す。心も身体もさぞ疲れが溜たまっていることでしょう」同じく、ピンク色に目もとを染めて、こちらを妖あやしく窺うかがう姉のゆみ。「どうでしょう？──今夜、ぜひ城主さまのお部屋にお邪じや魔まして、マッサージなどをして差し上げたいと思っているのですけれど」

「マママ、マ、マ、マッサージ!?」

　思いっきりどもりまくってしまう。一かず馬まの脳裏にはいったいどんな光景が展開しているやら、だ。一五、六年前の事件だの、〝城〟の謎なぞだの、そんなものは一気に吹っ飛んでしまった。

「そう。今夜は、生徒会長も壬み琴ことさんもいらっしゃらないし……」

「男子生徒たちは別の場所で警けい護ごにつかせますから、わたくしたちと三人だけで……」

　ねっとりと憂うれいを秘めた眼まな差ざし二対に詰め寄られては、一馬に首を横に振ることなどできようか？　否である。断じて、否である。

　と、るみが少し不服そうに唇を尖とがらせた。

「でも、また美み亜あさんが邪魔しに来るのではないでしょうか？　今日も泊まりこむんだ、っておっしゃってましたし」

　何ィ。一馬は歯ぎしりした。あいつめ、なぜお兄さまの幸せをいつもいつも邪魔しやがるのだ。

「美亜さんがいらっしゃっては、すぺしゃるなマッサージをして差し上げられませんわ」ゆみも頰ほおを膨ふくらませる。

「す、すすす、すぺしゃる」と、こちらは鼻の穴を膨らませた一馬。

「そお、すぺしゃるですわ」二人揃そろってあでやかに微笑ほほえむ双子。

　一馬はピンク色の妄想にしばし浸った。何てこった。おれは知らなかった。かつて、人類に約束された楽園エデンは、実はすぐ目の前で開かれていたのだ。

　そして、楽園を汚す邪悪な蛇サタンこと浅あそ生う美亜を、何としてでも撃げき退たいせねばなるまい、と心に固く決めた。

　悪魔に聖なる怒りの鉄てつ槌ついを！（ピカーン、ゴロゴロ）[image: ]効果。

　……ごめんなさい、馬ば鹿かなんです。







２──

「今夜は二人だけで話があるんだ」

　と持ちかけ、頰を赤らめた美亜を誘ゆう導どうすることに無事成功。

「職しよく員いん室で待っていてくれないか……？」

　美亜は頷うなずいた。覚悟は決めてるわよお兄さま、と言いたげな、どこか意思の固そうな表情を前に一馬はややひるんだ。が、ここで退ひいては何にもならない。楽しい夜もはじまらない。

　ちなみに、なぜ職員室にしたかというと……。

　カチリ。

　貴重品のある場所だけに、高等部校舎内ではここだけがカードでドアをロックできるからである。

　約束の時間の一〇分前。すでに美み亜あが中で待っているのは確認済みだ。一かず馬まは足音を殺して外側から鍵かぎをかけ、てぐすね引いて待っているであろう美亜を閉じこめることに成功した。

　ふう、とひと息ついたのも束つかの間、兄に図られたと気づいた美亜が、怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで怒り狂う姿が脳裏をよぎる。

「うう」

　さすがに寒気を禁じ得ない一馬くん。が、許せ、美亜。兄の幸せを願う妹ならば、今日、ひょっとしたら大人おとなになるかもしれない我が身を祝福してはくれまいか？

　職しよく員いん室にはクーラーもあるし、冷蔵庫もテレビもある。ひと晩くらい過ごすにはいい場所だろう。一馬は手を合わせて美亜へ哀あい悼とうの意（死んでねえ）を表すると、打って変わって足さばきも軽く、スキップを踏みながらその場を離れた。

　浅あそ生う一馬一六歳。今宵こよい、ひょっとしたら世界が変わるかもしれません。

　双子のすぺしゃるマッサージ。おまけに今日の宿直は大おお野の手て久く美み先生。そりゃもう、何が起こるかわからない、というか、何も起こらないほうがいっそおかしいわけで。

「ふふふ、ふふ、ふふふふふふふ」

　いやらしい笑みだってこぼれようというものですよ。

　すでに日は暮れ、校舎の外はとっぷりと暗がりに落ちているのだが、もはやそんなことも気にならない。夜が来る？　それがどうした。夜ってのはそもそも大人には楽しいものなのさ。夜が怖いのはお子さまだけ。そう、昨日までのおれはまだまだチルドレン、今日からおれさまはアダルトキング。

　もはや意味不明だが、いまさら一馬に意味を求めても仕方あるまい。

　そうこうしているうち、姉妹に指定された二階端の教室までやってきた。今日、「部屋に伺うかがう」と姉妹は言っていたが、何せ一馬が寝泊まりしているのは地下の聖堂なので二人は入れない。そこで臨りん時じのパーティー会場に指定されたのはなぜか二年生のとある教室だった。

　しかし深いことをあまり考えない一馬は、喜び勇んでその教室のドアを開けた。

　中は暗い。電気がついてないのは外からでもわかっていた。しかし怖くない。先ほども述べたように、夜が怖いのはお子さまだけなのだ。暗くして待っているのも、無論姉妹の考えた楽しい趣しゆ向こうに違いない。

　双子の姿はなかった。廊下から届く淡い照明を頼りに、一馬が室内をきょろきょろしていると……。

　すっとその手を取られた。両側からだ。おお、いきなりか、と一馬が鼻息を荒くした。入り口近くに潜ひそんでいたらしい。しかし何て冷たい手だろう。夏の最中で、学園内は蒸し暑いくらいだというのに。よしよし、ここはお殿さまがあたためてやろう……。

　ぽっ、と教室の中央、小さな火が灯ともった。蠟ろう燭そくの炎だ。金色の燭しよく台だいの上に三本の蠟燭が立ち、それぞれ炎を小さく揺らめかしている。

　淡い光に照らされたのは、やはり双子の姉妹。どちらも奇妙なものを身にまとっていた。少なくとも色っぽい格好ではない。首から足先までをすっぽりと覆おおった黒いローブである。

　二つよく似た顔がその上で微笑ほほえんでいる。火に照らされた二人はいつにない妖あやしさを漂わせていた。ぞくりと首の後ろが冷えるのを感じる。

「城主さま、ようこそおいでになられました」

　るみが言った。眼鏡めがねに火が反射し、ともすればその目が燃えているようにも見える。ただし情熱の炎ではない。何か……見ているだけで、魂までも吸い取られそうな、言わば幽玄な雰囲気がある。

「え……？」

　一かず馬まは金かな縛しばりにでも遭ったかのように身を固くした。目の前にいるのは、間違いなく藤とう堂どうゆみ、るみ。では、左右にいて、いま一馬の手を取っているのは……？

「本当は、一六年前と同じ教室がよかったのだけれど」今度はゆみが言った。「仕方ありませんわね。事件のあと、教室は取り壊こわされてしまったのですもの。七人の犠ぎ牲せい者の遺体とともにね。ですから、そこに一番近い教室にしました」

「一六年……前？」

　一馬は小声で返した。本当はそんなことはどうでもいい。左右にいるのは誰だれだ。早く確かめなければ。でも首が動かない。認めてしまうのが怖い。例え、いまやうつむいた一馬の視界の左右で、白いスカートの裾すそがひらひら風もないのになびいていたとしても。

「いいんですのよ、何もお考えにならなくて」一馬の心理を見抜いたかのようにるみが囁ささやいた。「ただ、城主さまはわたくしたちの手助けをしてくれればいいんですの」

「てだ……すけ？」

　おうむ返しに一馬はつぶやいた。

「ええ。城主さまのように、強い霊力イイロを秘めた方しか、わたくしたちを満足させてはくれないのですわ」

　ゆみは一馬の手を優やさしく取った。最初に摑つかんでいた冷たい手が遠ざかる。ゆみはあろうことか一馬の手を自分の胸もとへと導みちびいた。薄うすい布の向こうはすぐに柔らかで熱い肉の丘だった。その下に何も着けていないのだ。

　じかに乳房の感触が伝わってきて、一馬の頭がカーッと熱くなる。それなのに、身体からだは奇妙にだるかった。

「一六年前、儀ぎ式しきを行った女子生徒たちは皆が皆、強い霊力の持ち主だったのです」同じく一馬の手を取り、胸へと導いたるみが囁きかける。「全員が同じ目的のためにひとつ所に集まったのはただの偶然だったのか、あるいは、もともと非凡な力を持っていたがゆえに、外げ法ほうに導かれたのか。誰にもわかりませんわね、いまとなっては。ただ確かなのは、そう、強い力の持ち主であったがゆえ、外げ法ほうの儀ぎ式しきに成功した──正しくは、成功しかけた。事実としてそれさえわかっていれば充分ですわ」

「儀式……外法……」

　同じ単語がぐるぐる脳内を駆け巡る。

「そう。八人の強い霊力イイロが外法のベクトルに添って共鳴したとき、学園に眠っていたそれは目覚めた。〝城〟の機能となって封印されていた、最強の鬼が」

　ゆみは謳うたうように囁ささやきつづける。「鬼……」と一かず馬まはつぶやいた。我が意を得たり、とばかりにゆみの唇がにゅっと笑みの形へ吊つり上がる。

「〝城〟はやはり強力な力の持ち主が結界となって捧ささげられ、はじめてその力を示すもの。一〇年前、城主さまのお母上が捧げられたとき、〝城〟は〝城〟となり得たのです。ただしそれは言わば〝城〟の聖なる部分。霊力を統括するという、あの異空間を得るためのもの。では、〝城〟のもうひとつの顔──〝歪ゆがみ〟を引き寄せ、それを分散させる能力はどこから得るのでしょう？　簡かん単たんなこと。〝歪み〟と同じ性質を持つものから得るのです。そう……聖なる部分に反する、邪悪なる部分──〝城〟には、そのすべてに鬼が封印されているのですわ、城主さま」

　もう限界だった。

　一馬は手を取られたまま、顔を上げ、双子の奥に漂う影かげを直視した。
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　七人の女子生徒たちだった。




　群むら雲くも壬み琴ことに夜遊びの習慣はない。早寝、早起き、早はや喰ぐいが彼女の信条だ。

　ついでに言えば暴走族にも興きよう味みはない。徒党を組んで格好をつける趣しゆ味みはないし、自分をいまある姿以上に見せかけたいとも思わない。

　いたって健康優ゆう良りよう児なのである。

　だから、そんな彼女が、二一時現在、レディースみたいな特攻服を着て、やたらに乗りにくそうに飾りつけられたバイクの上に跨またがり、さらには木刀を斜めに構えているのは、無論、訳がある。

　壬琴がコーチをしているソフトボール部の中等生数名が、トラブルに巻きこまれたのだ。彼女たちは好奇心半分でレディースに入ったはいいが、いざやめようかという段になると、なかなか許してくれない。

　普通なら、泣きつかれたところで「そりゃそうだろ。自業自得だ」ってんでいったんは突き放す壬琴であるものの、今回、そのレディースとつき合いがあるという男どものチームが出で張ばってきた。志半ばにして抜け出ようという女子メンバーには、男どもに身を任せねばならないという掟おきてがあるらしい。

　何でそんな奴やつばっかなんじゃ、と思いつつ、素す浪ろう人にんの壬琴さんは仕方なく頼まれごとを引き受ける羽目になった。

　しかし、派は手でに立ち回ることが想像される以上、天あま津つ学園の群雲壬琴と知れるのはまずい。そこで……ってんで、変装も兼ねて古式ゆかしいレディースファッションに身を包むことと相成った。さらしを胸に巻いただけの素肌の上に特攻服を羽は織おったその姿は、「一かず馬まにだけは絶対見せらんねえ」代しろ物ものであり、素性を隠すためもあって濃こい目にメイクしたその顔は、まさしく頼りがいのある姐ねえさんそのもの。

　着替えやメイクを手伝ったのは、当の厄やつ介かい事ごとを持ちこんだ中等生数人組なのだが、完成するに従って、彼女たちの目つきがうっとりしてきたのに内心危機感を覚えずにはいられない壬琴さんであった。

「だ、誰だれだ、手前てめえ!?」

　いまは使われていない古いガレージに騒そう音おんもけたたましく現れた壬琴。男どもに囲まれた女の子たちがまさに毒どく牙がにかかる寸前、手にした木刀で後ろから男どもを薙なぎ倒した。

「あ、あなたは！」打ち合わせどおり、女の子のひとりが叫ぶ。

「真夜中の女豹ミツドナイト・レパード！」

　そんな奴は存在しない。

　これも素性を隠すため、偽者の伝説をぶち上げたのだが、

「うげえっ」

「げひいいっ」

「か、勘弁してくれええッ」

　今宵こよい、まさに伝説は誕たん生じようした。見事なバイクさばきで群がりかかる男ども二〇数名の間を縫ぬいつつ、次々と木刀でのしていく。その姿、まさに馬上で無敵の剛剣を振るう戦国の鬼神。天てん下か無む双そう、喧けん嘩か上じよう等とう、天てん上じよう天てん下げ唯ゆい我が独どく尊そん、夜よ露ろ死し苦く。

　そもそも中等生たちを逃がすまいとしていたレディースまでもが、その姿に心打たれ、「ぜひチームリーダーに！」とひれ伏してくる始末。

「えーい、なつくな。うっとうしい」

　と「男女差別しない」壬み琴ことさんによって追い払われるも、しつこくすがりついてくる。

　一〇年後、小さなクラブを経営する身分となったそのうちのひとりが、やはり若さに任せて暴走する女の子たちに向かって、

（あんたらは本当の暴走ハシリってのを知らないから、中途半端に格好つけるんだよ。あたしは見たよ、本物をさ。そう、それは月が輝かがやく夜だったねえ。あたしもまだ、あんたらと同じ、中途半端な真似まね事ごとをしてた。その目を覚まさせてくれたのが、あの──真夜中の女豹ミツドナイト・レパードだったのさ）

　と、ほっそい煙草タバコから煙をくゆらせながら今宵の伝説を語り継ぐ運命にあったとか、なかったとか。ちなみに今宵、月は出ておりません。

「あー、もう。おまえら何とかしろ！」

　群がりかかる小猫どもを追っ払ってたそのとき、ガレージのすぐ近くに一台の車が停とまった。

　女の子たちが目を丸くする。場違いもはなはだしいその車は、黒塗りのリムジンだった。何だ、ひょっとして上部組そ織しきのやくざ屋さんか？　と壬琴がさすがに表情を引きしめる。うちの系列だったりしたら洒落しやれにならんぞ。が、

「こちらにいらしたのですか。探しましたよ」

　後部座席から降り立ってきた草くさ薙なぎみづきを見て、壬琴は他ほかの女の子以上に目を丸くさせた。

「あっ、いや、これは、ええと」汗だくになって、壬琴はあわててしまう。「喧けん嘩かとか、レディースとか、女め豹ひようだとか、そんなんじゃなくてさ！　そう、これは！　これは……………………こ、コスプレ大会？」

　実に苦しい言い訳だ。なぜだか苦境に陥っているらしい「リーダー」を助けようと、それっぽくポーズを取ったり、臨りん時じの写真撮さつ影えい会まで開いたりしているメンバーがいじらしい。

「そうなのですか」みづきはごくあっさりと頷うなずいた。「それより、壬琴さん。お車のほうに」

　内心、拍子抜けしながら、壬琴はろくに事情も訊きかずにリムジンへ乗りこんだ。ちょうど逃げようと思っていたところだから、まあ、都合はいい。

　走り出して数分後、

「あ……着替え、忘れた」

　ぽつりと壬琴はつぶやいて、やや暗めの顔になる。しばらくはこの格好でいなければならないようだ。ため息ひとつで諸もろ々もろの憂ゆう鬱うつを払った壬み琴ことは、気を取り直して、さっきから気になっていることを訊いてみた。

「で、さ。どこいくの？　また、宗主さまのところ、とか言わないよね。さすがにこの格好じゃ」

「学園です」みづきは前を見据えたまま言った。「今日から、わたしたちも泊まりこみますので、必要な品があればあとで草くさ薙なぎ家に連絡をください。用意させますので」

「へ？　だって、まだあたしたちのシフトじゃ……」

「前回の水蛭子ヒルコ事件、決して甘く見てはなりません。〝城〟で亡ぼう霊れいが活性化するなど、ただの偶然で片づけるにはあまりに危険な事態です」

「わかるけど。それならもっと早いうちに言ってくれりゃよかったのに」

「すみません。本来なら、わたしももう少しこの件について調査しておきたかったのですが、なぜか今夜は胸むな騒さわぎがして」

「へえ？」濃こい目のメイクを落としながら、壬琴はさっきとは違う意味で目を瞠みはった。「珍しいね、みづき姐ねえがそんなこと言うのって」

「…………」

　みづきは返事をしなかった。前を向いたままのみづきの横顔が、そのとき、ほんの少し翳かげった気がして壬琴は驚おどろいた。何か悪いことでも言ったろうか？　壬琴は思わず口をつぐむ。と、

「すみません」

　ともう一度みづきは謝あやまった。壬琴はさらにあわてた。

「え？　い、いや、別にいいけど。学校に泊まりこむんなら、友達から宿題写させてもらえそうだし……あはは。忘れ物とかはあとでうちの若いのに届けさせるから」

　そう言いつつも、さっきといまの謝しや罪ざいとでは意味が違うんじゃないだろうか、とかすかに壬琴は思っていた。

　──みづき姐……今回のことで、何か知ってる？

　宗主と会ったとき、彼が壬琴と美み亜あを部屋から出したのは無論、みづきと二人きりで話をするためだったろう。そのとき、何か、自分たちにはわからないもの──何らかの秘密──を託されたのだろうか。

　損な役回りだな、と唐突に壬琴はそんなことを思ったりした。言われたことは何でも期待以上にやってしまうのがみづきだ。他人から見れば簡かん単たんにてきぱきとこなして見えるだろうが、他ほかの生徒よりは若干近くにいる壬琴だから、みづきがそれぞれから預けられた期待をひとつひとつ、裏切らないよう、最大限の努力を払ってきたのを知っている。

　壬琴も人から頼まれれば嫌いやとは言えない性分だが、みづきはひょっとして、それ以上に他人から集めた期待や信頼を裏切りたくない性格なのかもしれない。

　だから……。

　矛む盾じゆんも生じてしまう。

　一方からの期待は、一方への裏切りかもしれないからだ。

　気にしなくていいんだよ、と言いかけ、壬み琴ことはまた口を閉ざした。自分に言える言葉ではなかった。みづき以上に何かをしょっている人間か、あるいは最初からそんなことをお構いなしに何かを言える馬ば鹿かでない限り、言えはしない。

　壬琴もみづきも無言になった。

　同じく、草くさ薙なぎ家お抱えと見える初老の運転手も無言のまま、二人を運んでいく。

　小高い山の中腹に位置する、私立天あま津つ学園の敷しき地ちをぐるりと囲む私有林が見えてきた。車のスピードが徐々に落ちていく。

　と──、

「!?」

　車が停とまるより早く、はっと表情を緊きん迫ぱくさせたみづきは、転げるような勢いで外へと出た。

「み、みづき姐ねえ!?」

　相当に面めん喰くらった壬琴もあとを追う。

　数歩走ってから、彼女にもみづきが急ぐ理由がわかった。愕がく然ぜんと、通い慣れている学園の高等部校舎を見上げる。

　夜よ闇やみよりもなお暗い何かに、その上半分ほどが覆おおわれつつあった。

　〝歪ゆがみ〟に吞のまれていたのだ。







３──

「学園に鬼が封じられている──。一六年前、そのことを知った女子生徒たちがいました。外げ法ほうに憧あこがれ、外法に惹ひかれていた彼女たちは、その研究のためのクラブをひそかにつくって、互いに切せつ磋さ琢たく磨ましながら外法の術を編あみ出そうとしていたのです。そのために選ばれたのが、学園に封じられている鬼。〝城〟として選ばれたからには、とても強い力を秘めた鬼であることに間違いはないはず。彼女たちはその鬼を〝城〟から解き放ち、自分たちの意思どおりに操あやつって使し役えきしようとしたのです。かつて、一族と戦っていた外法士たちがそうしたように」

「ですが、これは噂うわさ話でも伝えられるように、彼女たちの力だけではどうしても結界のとある一線を越えることができなかった。だから……」

「殺し……合った？……」

　一かず馬まは震ふるえ声で言った。その目は双子を見ていない。漂いつづける七人の水蛭子ヒルコを見据えている。表情のない幽鬼たちは、一馬たちの存在にまるで気づいていないかのように、あることに没頭していた。

　教室を歩きながら、床に指をつけて何らかの形を描き出す。青白く発光するそれは、一見意味不明な呪じゆ文もんのようだった。

「そのとおりですわ」先ほどと同じ表情でゆみは笑った。「仲間を霊力イイロのみの存在にし、外げ法ほうでそれを操あやつって自らの力にしようとした。そして互いに殺し合い、残ったひとりが集めた力を練り上げて、最後の扉を開ける鍵かぎとしたのです。もっとも、その生徒も殺されてしまいましたけれどね」

「きみたちは……いったい……」

　一かず馬まは訊きいた。訊いてはいけない気がしながら。

「わたくしたち、外法研究部の新入生ですの」くすくすとるみが笑うと、ゆみも楽しげに言う。

「言いましたでしょう？　強い力の持ち主は、より強い力に惹ひかれるもの。学校の勉強にはさほど興きよう味みを持てませんけれど、外法の可能性に関しては一〇〇枚でも二〇〇枚でもレポートを書いてみせますわ。ですから、夏休みを利用して研究成果を試してみようと思いましたの。外法の術──招魂の儀ぎを用い、学園に眠っていた霊れい魂こんたちを呼び覚ましたのですわ」

　一馬は郷ごう田だの話を脳裏で思い出していた。

（もともと、そうした、いわゆる負の領域にある力には人を惹きつけるものがあるんだ。──鬼たちから世界を守ろうっていう学園ならではこそ、それに相反する黒こく魔ま術じゆつみたいな力に憧あこがれる生徒たちも大勢いたんだろう）

「学園はそれそのものが結界のようなもの。そこに捧ささげられた魂は何も城主さまの母上さまだけではありません。亡くなった一族の魂は例外なく結界に集つどうものです。ですから、ここで殺された一六年前の生徒たちもいるはずだと確信を抱いておりましたの。実じつ験けんは無事成功しましたわ」

「生徒たちを呼び覚まし──反はん魂ごんさせた……？」

「ええ」ゆみがさも当然のように首肯した。「ただし、見つかったのは七人だけ。彼女たちの霊力を利用してまた鬼を解き放つつもりでいましたのに、ひとりぶん足りませんの。ですから、城主さまにお手伝いいただければと思いまして、こうしてご足労願ったのですわ」

「ふ……ふざけ……」

　大声を出しかけ、一馬はその声を多量の唾つばごと吞のみこんだ。七人の水蛭子ヒルコが動きをぴたりと止めたからだ。静寂が見えざる手となって、一馬の心臓をねじり上げた。

　が、彼女たちは一馬の声に反応したのではなかった。青白い顔を見合わせては、無言で掌てのひらを突き出している。その手が「七」の数字を指し示しているのに一馬は気づいた。その意味にも。

　七人しかいない。

　八人目がいない。

　八人目を捜しにいこう。

　水蛭子たちの感情なき視線がぐるりと動いて一馬を正面から捕えた。

　一馬は悲鳴をあげかけ──そして、走り出した。

　虚を突いて、隣となりのゆみを突き倒し、そちらめがけて駆け出していく。出口は、廊下の蛍光灯によって四角形に明るく照らされていた。まさに希望の光そのもの。その四角形が、ふっ──と遮られた。

　新たに現れた人物によって、一かず馬まは抱き止められていた。

　女性だ。

「せ……先生!?」

　一馬は振りほどくのも忘れ、思わず叫んでいた。彼を抱き止めていた、スーツ姿のその女性とは、大おお野の手て久く美みだった。と、背後から冷たい気配けはいが迫ってくる。足腰から力が抜け落ちそうになった。

「せ、先生。放してくれ」一馬は喘あえぐように言った。なぜかひどく息苦しい。「あいつらから、に、逃げない、と……」

「ごめんなさい、一馬さん」

　久美は目を伏せて言った。ほとんど一馬にしがみつかれた格好になったその身体からだが小刻みに震ふるえている。啞あ然ぜんとした一馬に、双子の笑い声が近づいてきた。

「あははは、無駄ですわ、城主さま」

「だって……先生は、他ほかならぬ外げ法ほう研けんの顧こ問もん教師ですから」

　目を剝むいて見つめた一馬の視線から、久美は顔を背けた。華きや奢しやな肩とともに、その睫まつ毛げもおびただしく震えていた。同じくわなないた唇から、かろうじて声を絞り出す。

「そ、それはあなたたちが勝手に……」

「あら？　わたくしの命令に従って、持ち前のテクニックで城主さまに近づき、メロメロにしたじゃないの。忘れたとは言わせないわ」

「そんな……わたし、そんなつもりじゃ……」

　首にかかったブローチが揺れている。閉じた瞳ひとみの奥──震える睫毛から涙がひと筋こぼれ落ちた。

「いいのよ。おまえ自身が意い識しきせずとも、その天性の素質がわたくしたちの望みどおりの結果をもたらしてくれた。こうして、ね」

　ゆみは笑いながら先生の背中に回りこみ、そっとその肩を抱いた。まるで大人おとなと少女の立場が逆転したように、「ああ……」と久美は嗚お咽えつを漏らす。

「そ……そうか……」

　一馬は不意に理解した。Ｍっ気たっぷりの久美先生のこと、こうして女王然としている双子に逆らえないのも無理はないのかもしれない。この三人、かねてから主従関係にあったのではないか。一いつ瞬しゆん、背徳的な妄想図が一馬の脳裏を染めた。こんなときだというのに人間の業ごうは深い。

　ともあれ、双子は久美先生に命令し、一馬に接近を図らせたのだろう。自分たちを迦か具ぐ羅らとして推挙させるために。

　ということは。

　一かず馬まははっとなって、怒鳴った。

「さ、最初から計算ずくでおれに近づいていたのか!?　おれを好きだと言った、あれは噓うそだったのか!?　よ、よくもおれの純情を踏みにじりやがったな！」

　その声が部屋中に反はん響きようする中、きょとんと双子の姉妹はよく似た顔で見つめ合った。

「……何を悟ったように叫ぶかと思えば」

「当然じゃありませんか。大体、城主さまだって、ご自分が城主であることを最大限に利用して、女子生徒たちを迦か具ぐ羅らに誘おうと思ってらしたくせして。それで近づいてくるわたくしたちのような生徒が、本気で城主さまを好きなはずないでしょう？」

「あ……そ、そりゃそうだ」

　一馬も納得した。思わず赤面。

「……緊きん張ちよう感に欠けていけませんわね」るみが額ひたいを押さえる。

「大丈夫よ、すぐに儀ぎ式しきにふさわしいムードになるから」ゆみは艶えん然ぜんと微笑ほほえみ、「さあ。先ほどからくり返し申し上げますように、城主さまにはわたくしたち、外げ法ほう研けんのお手伝いをしていただきます。どれだけ儀式を行っても七人しか集まらない以上、こちらで最後のひとりを準備するしかありません。ですから……」

「八人目になっていただけませんこと？」

　るみは後ろ手に隠し持っていたものを露あらわにした。緋ひ色に輝かがやく短剣が現れる。

「は、はちはちはちはちちちち……」

　さすがに緊張感を取り戻した一馬は歯を鳴らした。間近で見た相手の目から、双子が本気だと悟ったからだ。

　喉のどもとに切っ先が突きつけられる。炎の照り返しのせいか、血の色に輝いていた。一馬の身体からだにはさっきから力が入らない。外法の力が濃こいためだ。

「や、やめろー！　ま、まだきれいな身体なのにィー！　こ、殺されたら、絶対、化けて出てやる！」

「あら。それこそこちらの望みですのに」るみがにっこり微笑ほほえむ。「化けて出た城主さまの霊力イイロを、わたくしどもが外法で操あやつるのですわ」

「それで〝城〟の鬼を使し役えきし、わたくしこそ、外法士の女王・菊理くくり媛ひめを超える新たな女王となるのです。ただ立場だけの女王ではありません。この世の〝定義〟を外法で好き勝手に変えられるとくれば、この世の支配者も同じことじゃありませんこと？」

「う……」

　双子の笑みに詰め寄られ、一馬は言葉を失った。当然、短剣もさらに近い距離できらめきを放つこととなる。ごくりと一馬の喉が上下した。

「ま、待って！」

　いきなり叫んだのは久く美み先生だ。

「い、いくら何でも、それはやりすぎです！　いままでのことは、自分たちが前線部隊に選ばれるためじゃなかったの!?　城主の危機感を煽あおるために、外げ法ほうを使って亡ぼう霊れいを呼び覚ますと言ってたじゃ……」

　切っ先は不意に、久美先生のほうにも向けられた。

「あなたが役立ってくれたのは嬉うれしいのですけど」短剣を構えたるみが眉まゆをしかめる。「前からあなたには苛いら立だってたのですわ。もう不要ですから、とっとと処分してしまおうかしら。霊力イイロは微み塵じんも感じられないけれど、何かの足しにはなるかもしれません。わたくしが外げ法ほう士しの女王になるため、万難は排しておくに限りますしね」

「そ……そんな……」

　久美は顔を蒼そう白はくにし、あとずさった。さっきよりも身体からだが震ふるえている。彼女も、双子が本気だと悟ったのだ。

「お待ちなさい、るみ」ゆみが口を尖とがらせた。「外法士の女王になるのはこのわたくしよ。そういう取り決めだったでしょ」

「いざとなれば、わかりませんわ。かねてより、外法の術においてはわたくしのほうが才能に恵まれてるんじゃないかと思っていましたし」

　しらっとるみは言い、「な、何ですって！」とゆみを憤ふん慨がいさせた。双子が向き合う。きらめきが逸それた。行動を起こすならばいましかなかった。唇が切れるほど嚙かみしめた一かず馬まは、その痛みで最後の力を総動員させて立ち上がる。

「あっ！」

　というゆみの叫びを振り切って、久美先生の手を握って一気に走り出す。

「無駄ですわ！」背中にゆみの声が飛んだ。「すでにわたくしたちが何度となく行った外法の儀ぎによって、学園の機能は停止していますのよ！」

　無我夢中に駆けていく一馬には、そんな捨て台詞ぜりふはどうでもよかった。久美先生の手を引いて走りつづける。出入り口を抜けた。

　廊下のすぐ向こう、黒々とした霧きりがわだかまっている。夜の闇やみではない──と本能的に判断できたものの、いまはとにかく距離を稼かせがねばならない、とこれも本能の部分に急せかされてその中へと突っこむ。

「な、何だよ、これ！」

　一馬はすっとんきょうな声をあげた。ふわふわと何か、黒い綿菓子にも似たものが顔やら手やらにまとわりついてくる。廊下中を断片的に漂うそれらは、走っても走っても際限なくついてきたし、また走る先にも待っていた。

　どれほど走りつづけたろうか。

「先生、急いで！」

「ま、ま、待って、一かず馬まさん……」激はげしく息を切らせた久く美み先生が立ち止まりそうになる。「も、もう追ってこないみたいだから……ちょっとだけ……」

「駄目だ！」

　語調も激しく、一馬はいまにもへたりこみそうな先生を急せきたてた。確かに後ろを振り返っても双子が追ってくる様よう子すはない。

　が──、

「き、来た！」

　通りすぎたばかりの黒々とした廊下から、ぬうっと延びてくる青白い物体があった。前回も飽きるほど目にしたそれは──血に汚れた女子生徒の腕だ。

　先生も悲鳴をあげ、恐怖に活力を吹きこまれたかのように、ふたたび一馬に腕を引かれるがまま走り出す。

　一馬にもようやくこの黒い、ふわふわした物体の正体が摑つかみかけた。学園内にまで入りこんでしまった〝歪ゆがみ〟だ。極端に濃のう度どが薄うすいとはいえ、学園中を埋め尽くす勢いで広がっているのだから只ただ事ごとではない。下手へたをすれば、このまま学園は黄泉よみに吞のまれ、鬼どもの巣そう窟くつになる可能性とてある。これも姉妹が外げ法ほうによって呼び寄せたのだろうか。

「じょ、冗じよう談だんじゃない！」

　一馬はわめいた。ゆみが言ったように、学園の〝城〟としての機能は停止していた。サイレンは鳴り響ひびかず、〝歪み〟が現れた際にはあらかじめ決められたポイントに分散させるはずが、いまや廊下中に放置されたままだ。

「一馬さん──どこへ向かっているの？」

　喘あえぎ喘ぎ、久美が訊きいてきた。用務員室へ通じる曲がり角を素通りし、一階廊下を駆け抜けていったからだ。

「ひ、拾いもの！」

　後ろめたいところのある一馬だから、詳しくは説明できない。ようやく職しよく員いん室が見えてきた。その前後も〝歪み〟に挟まれている。中にまで入りこんでなきゃいいけど、と一馬は祈るように思った。

「美み亜あ！──」

　その名を呼ぼうとした。が、鼓こ膜まくを裂くような悲鳴によって遮られる。

　前方、ドアの辺りにわだかまっていた〝歪み〟から何かが出現していたのだ。女子生徒の亡ぼう霊れいではない。ねじ曲がったような手足が見えた。見ようとした矢先、一馬の脳が沸ふつ騰とうを起こしたように揺れた。〝歪み〟内の物体を霊力イイロの力なしで視認しようとしたためだ。まぎれもなく、それは鬼だった。突如、一馬の喉のどにごうと嵐のようなものが渦巻いた。吞みこんだ。叫んでも何にもならないと知っていた。

　一かず馬まは自分でも理解できない衝しよう動どうに駆られ、久く美み先生の手を放すと、そのまま突っこんだ。ゆらゆらと、どこか不安定に乱れる映像のように現れ出でた鬼を無視し、ドアのスロットにカードキーを差しこもうとする。

　なかなかキーが入らない。焦った。手が滑る。と、突然背中に冷たい風のようなものを感じた。

　一馬は一六年の生涯で一番素早く動いた。横っ飛びにその場を離れる。ドアが歪ゆがんだ。まるで、透明人間が力任せに蹴けり破ったかのようにそこだけへこみ、あとは黒い影かげが一馬めがけて飛ひ翔しようする姿だけが見えた。

　視界を覆おおわれる。尻しり餅もちをついた一馬は、今度は生涯で一番自分の身体からだをのろく感じた。襲おそいかかる死。頭の中は空っぽだった。

　しゅんッ──

　と、真夜中の色をした視界に、きらめく光の粒子が飛び散った。

　歪んだドアの隙すき間まから延びた羽は衣ごろもの裾すそが、一馬と鬼との間に盾をつくったのだ。

「じゃあん！」

　と自分で効果音をつけてドアの隙間から廊下へジャンプした美み亜あは、羽衣を前面へ広げて鬼を押し返しながら、背後にいる一馬をにらみつけた。

「兄貴ィ。いい根性してんじゃないの」

　歯を剝むいて、浮かべた笑みは何とも凄せい絶ぜつ。

「い、言ってる場合か！　逃げるぞ！」

「あいよ。──って、どうなってんの、これ？」

「知らん！」

　双子のせいなのだが、説明している暇も気力もない。美亜の羽衣が自力で保てる時間は三分とないはず。それまでに用務員室へ辿たどり着かねばならない。

「わあ」

　と美亜が、歓声とも感嘆ともつかない声をあげたのは、いく先々で〝歪み〟から鬼が誕たん生じようしつつあったからだろう。普段ふだんは見慣れた夜の校舎内だけに、異い形ぎようの化け物が至る場所から生まれ出てくる姿は悪夢以外の何物でもない。あえてどれも見ないことにし、一馬は目を伏せて走った。

　美亜の羽衣に包まれ、光をまき散らしながら三人が駆けていく。

　ようやく用務員室の前まで来た。

「兄貴……急いで！」

　羽衣は点滅しつつあった。さすがに美亜も切せつ羽ぱ詰つまった声をあげている。

　このとき、一馬は急ぐあまりに大事なことをひとつ忘れていた。美亜もそれに気づかぬまま、用務員室へと入り、異空間へ通じる壁かべへ手をあてがって内部へ移送されていく。

　一いつ瞬しゆん、暗くら闇やみに包みこまれた三人は、そののち霊力イイロの漂う場所へと降り立った。

「……ふう」

「──って、安心してる場合？」

「でもない」

　一かず馬まは全身の汗を意い識しきしながら、思わず座りこみかけた身体からだを半ば強引に立ち上がらせる。

　ここにいれば安心、というわけでもない。放っておけば〝歪ゆがみ〟は拡大する一方だろうし、そのうち結界をも蝕むしばんで、最後には他ほかならぬこの場所へも侵入を果たすだろうからだ。

　一馬はこれからどうすべきかをフルスピードで考えた。

　まず、〝船〟を使って校舎内にいるはずのＡ、Ｂ、Ｃを救出。彼らと美み亜あの力で、学校内にある〝歪み〟がまだ小規模のうちにすべて晴らす──これが、一馬にできる最善にして唯一の策だった。

　言葉にすると呆あつ気けないが、まず、ＡＢＣを救出するまでの間、迦か具ぐ羅らは美亜たったひとり。彼女に防御陣を布しかせ、できる限り速やかにこれを行わねばならず、また、ＡＢＣを救出したとしても、彼らの能力でどれほどの成果が期待できるものやらわからない。

　考えている余裕すらなかった。待っていても事態は悪くなるだけだ。彼は顔中の汗を手で拭ぬぐうと、ひとつ頰ほおを叩たたいた。

「くそ。これが本当の一馬伝説の幕開けだ。美亜、おまえに霊力を集中するぞ。さっそくだけどいけるか？」

　元気な声が返ってくると思っていた。が、

「そうでも……ないみたい」

　妙な小声で返され、一馬は苛いら立だちながら「おまえな」と振り向いた。

　てっきりふざけているものだと思っていた。が、美亜はその場で羽は交がい絞めにされていた。誰だれに？──闇に。

　聖域であるここにも〝歪み〟は出現していた。そこからいやらしく延びた、黒々とした細い蛇の群れのような影かげが美亜の四肢を絡み取っている。そして、傍かたわらには久く美み先生が立っていた。手にはるみが握っていたものと同じ短剣が光っている。

「兄貴……」

　震ふるえ声で美亜が呼びかける。青ざめ、いままで一馬が見たこともないような表情を浮かべていた。無理もない。剣の切っ先はその喉のどもとで輝かがやいていたのだ。

　まだ先生は双子の命令を聞くつもりなんだろうか、と一馬は思った。いや、しかし、〝歪み〟だって？──

「いいんだよ、先生。もう命令を聞かなくたって」

　一馬は迷いを振り切り、なるべく強い口調で言ってみた。彼女なら、居い丈たけ高だかに出る相手に逆らえるはずはないからだ。

　が、

「もういいんですよ、一かず馬まさん」逆にそう言われた。「頑張らなくて。あなたは、八人目にはうってつけの素質を持っているのだから」

「だから！……」

「わたしのことなどどうでもいいわ。ここでひとつ確かなのは、あなたはわたしの言うことを聞かざるを得ないということ。そうよね？……妹思いの城主さま？」

　久く美み先生は、かすかに笑って短剣をこれ見よがしに美み亜あへ突きつける。

　それもまた、一馬がいままで見たことのない顔だった。










六章「鬼き哭こく啾しゆう々しゆう」













１──

　肌に直接鬼が絡みついている感触を、美み亜あは意い識しきから切り離そうとしていた。

　通常の世界で生きている限り、人が決して味わうことのないその感覚を脳が認識してしまえば、人としての〝定義〟を保てなくなる恐れがあるからだ。

　だからいま、美亜はほとんど身動きできなかった。意識の大部分を鬼から遠ざけるために総動員させているため、羽は衣ごろもの迦カ具グ土ヅチさえ使用できない。

「せ、先生──」かすれ声で一かず馬まが呼びかけた。「藤とう堂どうが怖いんなら、おれが何とかするから。だから、美亜を放してくれよ。ねえ、先生。おれたち、いまから〝船〟でいって、あいつらを片づけてくるからさ。先生……」

　何て顔してるんだ、と美亜は腹が立った。ええい、世話の焼ける。力を振り絞って大声を出した。

「バカ！　何言ってんのよ！　あたしだって、何が何だかわからないけど、でもそもそも〝歪ゆがみ〟がこいつに従っている以上、この女が外げ法ほうの道に堕おちているのはわかりきってるじゃないか！」

　一かず馬まは正面から美み亜あを見据えた。真顔になっている。お、やっとあのバカにもわかったか、と思いきや、いきなり一馬は早口になって、

「先生はきっと操あやつられているんだ。そうに違いないんだ。敵の魔ま法ほうとか、外法とか、催眠術とか、サイボーグ手術とか、あるいは藤とう堂どう姉妹にちょーきょーされたとか、縄なわとか、鞭むちとか、ああン、理性じゃいけないとわかっているのにもう身体からだはメロメロなの、蠟ろう燭そくとか、木馬とか、あろうことか双頭……」

「現実逃とう避ひすんなあああ！」

　美亜が大声を出してくれたのは非常に助かる。なぜって……そりゃあなた。ねえ。

　と、久く美みはさもおかしそうに笑った。

「本当に面おも白しろい兄妹ね。まだわたしの能力に気づかない、一馬くん？　あなたも犠ぎ牲せいになったひとりなんだけどな。いままでのあたしのただひとつの能力。何だと思う？」

　久美は試すような眼まな差ざしを一馬に当てた。それは、美亜がはじめて見る彼女の教師らしい態度だった。一馬はまだ動揺したままあちこち視線を巡らせつつ、

「能力ったって……先生の取り柄っていったら、『虐いじめて光線』くらいしか……」

　そこまで言ってからはっとしたように言葉を止めた。久美の笑みが深くなる。それから、やや慎重そうに一馬はつづけた。

「おかしい、とは思わないでもなかったけど。先生を見た人間はみんな苛いら々いらしたり、虐めてみたり……そういう、苛立ちを誘うような人は確かにいるけれど、先生の場合は確かに異常だった。みんながみんな──そう、ひとりの例外もなく……。まさか、これが？」

「せいかい」色っぽく唇を突き出して久美は言った。「わたしが身につけた外法の術のひとつよ。一馬くんも言ったけれど、わたしは確かにそういう人だったの。あなたに語った昔話もまんざら噓うそじゃないのよ。ただ、そのときすでに外法に憑つかれていたわたしは、この性格を素質として利用できないかと思い、ひとつの術にまで昇華させた。全員が全員、同じ感情を抱くということは、そこを取っ掛かりに利用しさえすれば、人の心を上手うまい具合に操れるということでもある。あなたも、あの健けな気げな藤堂さんたちも、ね」

　利用されているのは久美ではなく、藤堂姉妹だったのだ。『わざ』に関して言えば、姉妹よりも久美のほうが一枚上手だったということになる。

「あの子たちは自分の意思でわたしを虐めたり、利用したりしているように思いこんでいるだけの話。もともと彼女たちは外法になんて何の興きよう味みもなかったのにね。全部、わたしがそういうふうに誘ゆう導どうしたのよ」

「い、いったい、何のために？──先生まで、外げ法ほう士しの女王になるため、なんて言うんじゃ」

「あら、いけない？」久く美みはウィンクした。「もしもすべての人類の意思をも誘ゆう導どうできたら──って、考えたのよ。幸いなことに、天あま津つ学園には『先せん輩ぱい方』もいらっしゃったしね。すべての知ち識しきと力はそこから得られたから、一から努力せずに済んだわ。汗ひとつ搔かかないで世界征服できるなんて魅み力りよく的じゃない？」

「せ、世界征服ぅ？」

　一かず馬まは本気でびっくりしていた。「そう」と頷うなずく久美へ、美み亜あが束そく縛ばくされたまま嘲ちよう笑しようを送る。

「随分大きく出んのね。いくら外法ったって、そんなことできるわけないじゃない。ただの外法オタクが、ふざけたことしてないで、さっさと……」

「でももうわたしの願いの大半はすでに叶かなえられているのよ。だって、わたしは他ほかでもないここに立っているんですもの」

　その言葉を耳にして美亜はとんでもないことに気づかされた。そうだ──鬼に追われていたから考えもしなかった。そもそも、久美はこの異空間へ入れるはずがないのだ！

「やっと気づいた？　この前、やはり鬼に追われてここへ駆けこんできたときはまだ駄目だったのだけど。先生はね、この学園に赴任してからずっと外法の儀ぎ式しきをくり返していたの。藤とう堂どう姉妹を仲間に加え、少しずつ学園を外法に染めていった。だから、あの肝きも試だめしのときは本番に挑む前に、いまの時点でどれほど結界を崩せるかやってみたかった。あのときはまだせいぜい学園の七〇パーセントしか掌しよう握あくしていなかったから、この聖堂には入れなかったのよ」

「じ、じゃあ、いまは一〇〇パーセント、ってこと？」

「九九パーセントね。残り一パーセントはここにあるから。──というより、本当はここさえ掌握できれば、残りは必要ないのよ。〝城〟の中心部にして結界の中枢なんですもの。だけど、さすがにいきなり聖堂を攻めようとしても膨ぼう大だいな霊力イイロが邪じや魔まをする。だから外堀を埋めていったのね。〝城〟の中で鬼を呼び覚ます呪じゆ文もんを毎夜のごとく唱え、聖堂を司つかさどる結界から、ひとつずつ霊れいを剝はがし取っていった。その代表例が、一六年前に殺された女子生徒たち、ってわけ」

　結界に捧ささげられた一族の魂を、外法によって呼び覚まし、反はん魂ごんさせていく……。学園そのものの力が弱くなり、だから次の魂は呼び覚まされやすくなり……。

　このくり返しの果て、力の弱まった聖堂へと久美はいま降り立っている。

　ここで、久美はまた教師の顔になって、

「問題です。そうして、外法によって解き放たれていく霊魂たち。その中で、もっとも強いものはなーんだ？」

「え？」

　唐突に問題を振られて一馬は呆あつ気けに取られた。そりゃそうだ。この女のペースにいつまでも巻きこまれてたまるか……、と美亜が思ったとき、久美は他でもない、その美亜を指差してにっこり笑った。

「制限時間、一〇秒。間違えたらこの娘を反はん魂ごんさせちゃいます」

「短かっ。それに怖っ」

　反射的にか、一かず馬まは間髪入れず突っこんでいた。

「ち、ちょっと、ちょっと！」

　美み亜あの抗こう議ぎを無視し、久く美みはさっそく「ちっ、ちっ、ちっ」と秒を刻みはじめる。一馬は猛烈な勢いで眉み間けんに皺しわを寄せ、頭をひねり出した。美亜は絶望に駆られた。あの頭にものを考える能力があるとは到底思えなかったからだが、残り三秒、というタイミングで一馬が「先生！」と手を挙げた。

「はい、一馬くん」

「もっとも強いもの。それは、〝城〟の機能として封じられている、鬼──だと思います」

　答えると、久美は目を細めて笑った。

「正解。その辺は双子にも聞いてたわね。〝城〟には最強レベルの鬼が封じられてるのよ。一六年前、外げ法ほう研けんが呼び出した鬼はまさにそれだった。あまりに強すぎたから、生徒たちは全員殺されてしまったのだけれど。同じ愚を犯すわけにはいかないわ。鬼を目覚めさせるのはほぼ成功しているから、あとはそれを操あやつる力を得るだけ」

「鬼が目覚めてる？」

「気づいていないの？　学園の機能が働いてなかったでしょう。あれは、〝城〟の鬼が目覚めつつあるからよ。眠りの中にあってこそ、〝城〟はその鬼から能力を得ているんだもの」
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　久くみ美は楽しそうに笑い、剣をまたこれ見よがしに美み亜あへと向けた。「ひっ」と美亜が小さく声を洩もらす。剣のせいばかりではない。黒くうねる蛇のような鬼がその先端部を顔に突きつけてきたのだ。この世のものではないから見てはならない。それでも迫る死から目を背けられない。相反した本能が美亜の恐怖に苦く悶もんの色を添える。

　久美はそれをも楽しげに眺めつつ、一かず馬まに指を振った。

「では、最後の問題。その鬼を操あやつる、最適の手段は何でしょう？　ヒント、七人の生徒たちの話は藤とう堂どうさんたちがしたはずよね。彼女たちは強い力の持ち主だからこそ、死んだのちもわたしの役に立ってくれてるわけ。制限時間は、そうね──」

「いらないよ」

　一馬は教師の言葉を遮った。ぴくりと眉まゆを跳ね上げた久美へ、

「あんまり美亜を脅さないでやってよ。すぐ言うから──答え、おれを反はん魂ごんさせること。以上」

「……正解」あんまり楽しくなさそうに久美は言った。「あなたを意のままに操り、ここで統括して練り上げた霊力イイロをそのまま外げ法ほうとしての力にするのよ。三流とはいえ城主さま、手に入れられる力は半端なものではないはずよ──何よ、つまらないわね」

　久美は頰ほおを膨ふくらませた。年の割に童顔といっていい顔立ちだから、愛らしい仕し草ぐさもよく似合うのだが、人ひと質じちへ剣を突きつけたままなのだから恐ろしい。「何が？」と訊きいた一馬へ、

「もうちょっと、こう、葛かつ藤とうとかしてほしいわけよ。悪の大ボスという役割になったからには、正義の味方の苦悩を眺めつつ、『ふふふ』とか笑いたいじゃない？　何、覚悟決めたような顔しちゃって」

「そういうわけじゃないけど。──るみの漫画にでも影えい響きよう受けた？」

「ちょっとね。ここはほら、やっぱり美亜さんあたりが、『お兄ちゃん、あたしのことはいいから、一族のためにこいつを斃たおして！』って言って、一馬くんが、『馬ば鹿か、そんなことできるか！』って怒鳴るわけ。でも最後は、『あたしと、世界、どっちを守るの!?　あたし、世界を守るお兄ちゃんのほうが好き！』とかって叫ぶ美亜さんの涙に打たれ、美亜さんを殺されてもあたしと戦う覚悟をするのよ」

「うーん」感慨深げに一馬は唸うなった。「悪くないな。美亜、そう言え」

「言うかあああ！」

　般はん若にやの形ぎよう相そうで美亜はわめいた。「そりゃそうか」と兄はひとりで納得した。

「時間稼かせぎしてるつもりなら無駄よ。あなたの頼みであるみづきさん、壬み琴ことさんがたとえ現れたとしても、藤堂姉妹がいるし、どのみち、もうそれほど時間を与えてやるつもりもないわ。一馬くん、じゃあ、大人おとなしく反魂させてもらえるわね？」

「い……痛くない？」一馬はややひるんだ。

「さあ、したことないからわからないわ」

　久く美み先生は首を傾かしげる。対する一かず馬まは、飄ひよう々ひようとした態度を保ちつつも、内心では凄すさまじく焦っているのが手に取るようにわかった。久美がどれほどの外げ法ほう使いなのかはわからない。外法士と戦うなんてことは想像だにしてこなかったからだ。が、学園中の霊れい魂こんを呼び覚ますような真似まねをやらかすくらいだ。隙すきを突いて何とか──できるレベルでもないだろう。

「おや？　ちょうどタイムリミットにふさわしいものが現れたわね」

　久美はある一方へちらりと目を向け、そちらを見るよう、顎あごで一馬を促した。大人おとなしく従う他ほかない。

　異空間の周囲──闇やみに包まれたさらにその向こう、うっすらとした影かげが見えた。遠近感がないから具体的にどのくらいの距離があるのかわからないが、それらは確かに水蛭子ヒルコとなったあの女子生徒たちだった。

　どうやら身動き取れない状態のようだ。こちらへ突っこもうとしては、視覚化された薄紫色の霊力イイロに阻まれ、進めないでいる。何度弾はじかれても、そのたびに光に打たれ、肌を焼かれようと、彼女たちはあきらめなかった。目は赤しやつ光こうを帯びていて、血の涙を流しているようにも見える彼女たちは、ほとんど狂わんばかりに何度も何度も突とつ撃げきをくり返す。ひょっとして、このまま放っておいても永遠につづけるかもしれないと思えるほどに。

「ついにここまで来たのね。──わたしを捜して」

　久美は言った。どこかいままでと声の調子が違っていた。一馬はふと、水蛭子と久美を見比べ、それからとある方向に歩みを進めた。

「どこへいくの？」すかさず久美の声が飛ぶ。「彼女たちの餌えさになる道でも選ぶつもり？　反はん魂ごんさせられるくらいなら、って？　そこまであなたが一族の矜きよう持じに満ちた人物だとは思えないけれど」

「まあね……でも、彼女たち、おれなんか眼中にないみたいだけど」

「当面はね。とりあえずはわたしが目的みたいだから。だからって、あなたを放っておいてくれるとも限らないわよ」

　久美は肩をすくめた。その久美を一馬は凝ぎよう視しする。小さく洩もらした兄のつぶやきを、そのとき美み亜あは聞き逃さなかった。

「水蛭子たちは鬼。何かが変わるはずがない。じゃあ、変わったとするなら、それは先生のほうだ。何が違うんだ？　何が変わった？」

　久美には聞こえなかったか、彼女はもう一度ほのかな笑みを浮かべ、

「さあ、もうおしゃべりはよしましょう。一馬くん、そろそろ本題に入りましょうか」

「う……」

　美亜が呻うめいた。細い首筋にぷつりと切っ先がめりこんでいる。

「やめろ！」

　一かず馬まがついに態度を保ちきれなくなって、顔を赤くして怒鳴ると、久く美みは鼻で笑った。

「安心しなさい、もう人ひと質じちの必要はなくなる頃ころだわ。なぜなら、あなたは進んでわたしに協力したくなるはずですもの」

「何を──」

「ほら」

　久美はいきなり〝歪ゆがみ〟に手を振った。黒い渦があっという間に搔かき消える。自由になった美み亜あも一馬も、一いつ瞬しゆん、「え？」となる。久美は剣を手落とし、笑ったまま美亜に手を振った。美亜はそれを怖そうに眺めたあと、相手の気が変わらないうちに、と、小走りに一馬のもとへ走り寄った。

「兄……」

　言いかけた頰ほおが鳴った。一馬が平手打ちを見み舞まったのだ。美亜はさっき以上に虚を突かれた。じわりと痛みがこみ上げてくる。が、頰の熱さより、怒りより、何よりショックのほうが大きかった。頰を押さえもせず、ただ目を瞠みはったまま兄の顔を見つめている。

　一馬は美亜をにらみつけていた。美亜の目から涙があふれた。それでもなお一馬はにらみつけ──それから、自分でもびっくりしたように手を眺めた。

「え？──え、え？」

「妹を憎む心を植えつけてやったのよ」久美がせせら笑う。「人の心を操あやつるのがわたしの能力と言ったでしょう？　だけど、今回、取っ掛かりにしたあなたの感情は、わたしへの苛いら立だちではないわ。それだけじゃ万能には操りにくい。何だと思う？」

　もう生徒と教師を演じるつもりになれないのか、一馬は無言だ。久美は青ざめた一馬の顔こそ見たかったのだろう、むしろ先ほどよりも楽しそうに答えを口にした。

「今回、利用したのはね──あなたの、わたしに対する好意よ」

「こ──好意？」

「そう。あなた、わたしのこと好きよね？」

　唐突に久美は言った。あまりと言えばあまりの内容に、「え」と言ったきり、一馬は二の句を継げなくなる。久美は笑みを深めて、

「いいのよ、わかってるから。わたしのことを好きなあなたの気持ちを取っ掛かりにして、わたしの望むことをしたくなるようにしてあげる。そもそも、わたしを虐いじめたくなる気持ちだって、もともとは好意の変形したものなんだわ。そうでしょ？」

　一馬は何も言い返さなかった。いいや、言い返せなかったのかもしれない。自分に向けた憎しみの顔を美亜は思い出した。あれが何より真実を物語っていた。いつもの兄貴が、自分にあんな顔をするはずがないのだから。

「ほんの少しの好意を、わたしへの無む償しようの愛情にまで昇華させたのよ。普通なら、こんな霊力イイロの集まる場所でわたしの外げ法ほうなど通用しないはずだけど。それだけ、学園が〝歪み〟に堕おちつつある証拠ね」

　にやりと笑ったその意味に気づいてか、一かず馬まは顔を歪ゆがめた。失敗だ。時間を稼かせげば稼ぐほど、優ゆう位いに立つのは久く美みのほうだったのだ。

「さあ。来なさい、浅あそ生う一馬くん。先生と気持ちいいことしましょ？」

　久美先生は飛びっきりの笑顔を浮かべた。たとえ操あやつられていなくとも、男ならば脳がとろけそうになること請うけ合いの色っぽさだ。

　遠くでは、まだ水蛭子ヒルコたちが無む謀ぼうな突とつ撃げきをくり返していた──。







２──

　無人の廊下を、せわしない足音が駆けていく。

　いや、それを無人と言ってよかったろうか。あちこちにあふれ返る黒っぽい霧きり。そして霧から生まれ出る鬼たち。

　幸い、まださほど〝歪ゆがみ〟の濃のう度どが濃こくないため、鬼たちは自由に動けないようだ。異い形ぎように満ちた光景の中、草くさ薙なぎみづきと群むら雲くも壬み琴ことが駆けていく。

「ど……」壬琴は何度となく同じ言葉をつぶやいていた。「どうなってんの、コレ!?」

「わかりません」みづきの答えも常に同じだ。「ともかく、一刻も早く一馬さんたちと合流しなくては」

　学園が〝歪み〟に吞のまれつつあると知ったみづきたちは、まだ比較的〝歪み〟の濃度の薄うすい入り口を探し出し、そこから校舎内へ侵入──という言い方もおかしいが──を果たしていた。

　が、どこもかしこもが黒い色のついたガスのような〝歪み〟に覆おおわれており、そこから形状不安定な鬼たちが続々と現れている。

「地下へ急ぎましょう」

　一馬たちが校舎のどこにいるにせよ、地下の聖堂を目差す可能性が高い。すでに〝船〟で出撃していたとしても、〝船〟はその異空間の一部が分離したものであるため、その地下から次元の異なる回廊を通じて〝船〟へと直接乗りこむことができるのだ。

　駆け抜けていく二人の足音が高く反はん響きようする。他ほかに物音はない。〝歪み〟の外である以上、例え鬼たちが咆ほう哮こうをあげようと、足音を踏み鳴らそうと聞こえることはなかった。次々と鬼が現れていく光景に反し、いっそ無音なのがこの世ならぬ光景を強調しているようでおぞましい。

　ようやく用務員室が見えてきた。

　と同時、これもようやくと言うべきか、人の姿も視界内に飛びこんでくる。

　藤とう堂どうゆみとるみ、双子の姉妹だった。

「無事だったか！」

　駆けつけようとした壬琴を、そのとき急に立ち止まったみづきの手が制した。驚おどろきながらも従った壬み琴ことは、前方から吹きつけてくる違和感に気づいた。それは、〝歪ゆがみ〟と同じ種類の気配けはいだった。

　立ち止まった二人に、ゆみがきらびやかな笑みを向ける。

「さすが、生徒会長に、学園一の呼び名も高い迦か具ぐ羅ら。察しが早くて結構ですわ」

「ここから先へいかせるわけには参りませんので、でき得るならばお引取りを願います」

　ぺこりとるみが頭を下げる。真しん摯しな態度と言うより、むしろ人を喰くった態度だった。

「何の冗じよう談だんだ？　この状況がわかんないのか。遊んでる暇なんかないんだ！」

　壬琴は大声を出したが、二人は怯ひるむ様よう子すもなく、先ほどから笑みを絶やさない。

「むしろ遊んでいるのはそちらのように見えますけれど。どんな『キャラ』なんです？」

　含み笑いを浮かべつつ、るみが壬琴を指差した。特攻服姿のことを言っているのだ。浅黒い壬琴の顔に血の気が昇った。

「こ、このっ……。みづき姐ねえ、緊きん急きゆう事態なんだ。実力行使に出てもいいんだろ？」

　壬琴としては二人を脅しつけるためだけにそう言ったのだが、

「構いません」

　みづきが冷淡に応じたので、むしろびっくりした。が、二人の対応はさらに意外なものだった。

「実力ですって？」

「城主の加か護ごもないあなたたちに何ができまして？」

　言うなり、ゆみの手にラケットが出現し、宙に差し延べたるみの腕に薔薇ばらの蔓つるが巻きついていく。

「おまえら……！」

　壬琴が戦せん慄りつとともに身構える。二人は城主の霊力イイロなしで迦カ具グ土ヅチを出現させることができたのだ。ということは、前回の水蛭子ヒルコ騒さわぎのときは芝居を打っていたということになる。この状況が何であれ、壬琴にもようやく二人が何かしらこの事態に荷担していることがわかってきた。

　壬琴の足とみづきの手から、白々とした光が放たれた。

　光は翼つばさとはためき、一方の光は直線状に延びてひと振りの太刀たちとなる。

「相手にとって不足なし。るみ、いきますわよ」

「はい、お姉さま。──わたくしの腕を縛しばるのは、血よりも濃こい……」

　一気に壬琴が宙を駆けてくる。短期決戦、壬琴らしい思いきりのよさだ。ゆみがあわてた。

「るみ、急ぎなさい！」

「では、以下略」

　るみはくるりと回転すると、腕から一気に薔薇の蔓を解き放った。ごうっと風を切るそれを壬琴は見事に避よけて突進する。が──、

　ごうごうごうっ！　壬琴は両腕で眼前をブロックする。突進の勢いが止まった──どころか、「ちい」と舌打ちをその場に残して後ろへ跳ちよう躍やくする。

　延びてくる蔓つるの勢いとその数は、前回の比ではなかった。あっという間に廊下中が緑色の蔓と、青と赤の咲き乱れる花によって覆い尽くされ、さらにはまだまだその数を増していく。

「薔薇ばらの結界」その声は、うねり狂う植物の山の向こうから聞こえた。「あなたに踏み越えられまして？」

「ふざけやがって！　みづき姐ねえ、援えん護ごを頼む！」

　壬み琴ことは怒鳴りながら、ふたたび勢いをつけて駆け出した。みづきの答えは、壬琴のポニーテールの数ミリ上を薙ないだ光の束だった。薔薇の蔓を吹き飛ばしながらみづきの光剣が延びていく。薔薇の結界とやらの一部に出現したその空くう隙げきに沿って、壬琴が宙を駆ける。

　蔓に覆おおわれる視界のその向こう、るみがいた。狙ねらいをつけて舞まい降りようとした矢先、

「あなたのお相手はわたくし、ですわ」

　壬琴の蹴けりはゆみのラケットで防がれていた。蔓の中から突如として現れたのだ。

　そのまま蹴り足を押し返すと、宙で回転した壬琴めがけてラケットを二度、三度と振るう。壬琴は近くの蔓を蹴って素早く方向転換すると、ゆみの背後に回りこもうとした。

　後ろで結んだゆみの長い髪が翻ひるがえる。振り向きざまに振られたラケットの先端が壬琴をかすめた。

「へえっ」翼つばさを振って、いったん距離を置いた壬琴が息をつく。「……意外にやるな。その調子だと、テニスの勝負もわざとだったんだな？」

「当然ですわ。あなたのように、筋肉を自慢しても何にもなりませんし。それに、あなたのような方はどんな勝負でも勝ちつづけれなければ人気を維持できませんが、わたくしのように要領さえよければ、勝とうが負けようが人の気を惹ひくことができるのです」

「気に喰くわない考え方だよ。──でもよかった」

「？　何がですの？」

「思ったとおり、嫌やな奴やつでさ。遠えん慮りよなく、叩たたきのめせるからね！」

　壬琴はいきなり直進してゆみにぶち当たった。フルスピードだ。隙すきを突かれたゆみがよろめく。さっきは速度を読まれないよう、わざと出力を落としていた。伏ふく兵へいの出現を予想していたからだ。

　雨あられと降り注ぐ壬琴の手足を必死にラケットで追い払いながら、ゆみはじりじりと後退した。防戦一方にまで追い詰められる。壬琴の拳こぶしが正面から迫った。ラケットを立ててそれを防ごうとした矢先。

　ぎゅんッ、と側面を凄すさまじい風が吹き抜けた。

「しまっ……」

　その風は側面から素早く急カーブを描いた。後ろへ回りこんだ壬琴が、がら空きになったゆみの背中へ拳こぶしを叩たたきこむ。

　寸前、ぴたりと拳こぶしが止まった。まるで見えない壁かべに遮られたかのように。

　壬み琴ことは「くう」と呻うめいて手を振りほどこうとした。手首に蔓つるが巻きついている。反転したゆみのラケットが風を巻いて襲おそいかかる。壬琴は手をいったんあきらめ、翼つばさの生はえた足で鋭するどく床を蹴けった。

　前方へ半回転した壬琴の身体からだから、蹴り足がほぼ垂直に跳ね上がる。

　ラケットの先端を弾はじいたのち、一回転を終えた壬琴は、そのままふたたびフルスピードで蔓を振り切って、天てん井じよう近くにまで飛び上がった。

　その背中を蔓の群れが追いすがってくる。あたかも地上から逆しまに降る緑色の雨のよう。追つい撃げきをかける余裕などなく、逆にその追撃をかわすので精いっぱいになる。

「みづき姐ねえ！」

　そう呼びかけてから、壬琴はぎくりとなった。

　後方からは〝歪ゆがみ〟が迫っていたのだ。こちらはまるで入道雲だ。雨をその内に孕はらんでいるかのように黒いそれはしかし、もっと恐るべきもの──鬼たちを吐き出しつづけている。

　後ろ姿を壬琴に見せるみづきは、そちらへ光を投げかけていた。つまり、彼女の支援は得られない。

「──ええいっ！」

　ならば、と覚悟を決めた壬琴は、力強い翼を駆使して際限なく延びてくる蔓から身をかわしつづけた。その上で的確にゆみの位置を確認しつつ、攻撃のチャンスを窺うかがおうとする。

　が、わずか数秒でその計画は狂った。ゆみが意外な方向へと移動したのだ。

　上!?──戦い慣れした壬琴だから、相手の動きにはある程度の予測がつく。それだけに外される衝しよう撃げきは大きい。

　空を飛べないはずのゆみは、蔓の上を走っていたのだ。

　今度は逆に後ろに回りこまれる。何とか距離を置こうとしたが、ラケットが壬琴の背中を強打した。低く呻いた壬琴はしかし怯ひるまず、群がりかかる蔓を避さけつつ、上昇する。ぴったりとゆみがついてきた。

「ここにはギャラリーもいませんからわざと負ける必要はありませんのよ、壬琴さん？」

　歯を喰いしばった壬琴は何度か方向を変えつつ、宙を舞まう。しかしやはりゆみはほぼ同じ軌跡を描いて追ってくる。小さなストロークでラケットを振るい、壬琴の手足を打ちのめす。

　蔓のラビリンスは壬琴にとっては脅きよう威いだが、ゆみにとっては足場であり、武器でもあった。さすがに双子、呼吸を合わせたコンビネーションの前に壬琴はじりじりと追い詰められていく。

　それでもあきらめない壬琴は眼光を光らせ、一いつ瞬しゆんでも相手の隙すきを見み出いだすため、ひたすら逃げつづけた。狭い檻おりの中、延びる蔓がさらに狭苦しくさせていく空間を、壬琴の翼が光の残像を残して縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回る。

「粘りますわね」

　ゆみが舌打ちする番だった。息があがりつつある。蔓つるの上を走る足が、そのとき滑った。

「！」

　壬み琴ことが素早く反転した。ぎくりと顔を上げたゆみめがけ、さっきから拳こぶしに溜ためこんでいた重力弾を放とうとする。

　ゆみは間近にいた。

　それが外れた。いいや、重力弾そのものが出なかった。壬琴はそのとき翼つばささえも失っていた。

　耳鳴りがする。自分が落ちているのだと、一いつ瞬しゆん壬琴は気づかなかった。鼻はな面づらが廊下に叩たたきつけられる──直前、さっきの拳のようにぴたりと静止した。全身が。

　手足を蔓に巻き取られていたのだ。

　そのすぐ近くへゆみが舞まい降りた。なびいたスカートの裾すそがふわりと落ち着くのを待って、前髪をかき上げる。いちいち優ゆう雅がな仕し草ぐさだった。

「もう限界？　霊力イイロの加か護ごがなければ、こんなものですのね」

「お……おまえら……」

　壬琴は呻うめいた。あちこち裂けた肌から赤い血が滲にじんでいて、青い内出血のあとも多々見られた。

「いったい……どうして……」

　体力も限界に近いのだろう、声の端はし々ばしで息が弾んでいる。対照的に、余裕たっぷりに微笑ほほえんだゆみは、

「わたくしたちの迦カ具グ土ヅチはもはや一族のそれではありませんわ。なぜなら、霊力ではなく〝歪ゆがみ〟から力を得ているから」

「何──だと？」

「高等部に入った四ヶ月前からそうだったのですわ。外げ法ほうのために作り変えられたこの迦具土は、だから真価を発揮することなく、部隊に選ばれることはなかったのですけど。でもいまとなっては、あなたのちゃちな霊力頼みの迦具土よりよほど役立ってくれてますわ」

「馬ば鹿かなことを……」壬琴は切れた唇でようよう声を絞り出していた。「おまえら、外法に憑つかれたのか。二度と、一族の迦か具ぐ羅らに戻れないぞ。二度と、その迦具土は戻せないんだぞ！」

「おっしゃりたいことはそれだけ？　せっかくの遺言なのにつまらないこと。まあいいですわ、あなたも反はん魂ごんしさえすれば、いい外げ法ほう鬼きになってくれるでしょうし。わたくしが使し役えきして差し上げますから、ご安心を」

　冗じよう談だんめかしながら、ゆみは手に持ったラケットに力を注いだ。霊力のように光り輝かがやくものではなく、むしろ暗黒のとぐろを巻いた渦。壬琴はまさに〝歪み〟の中にいるような息苦しさを覚えた。

　ぼうっと霞かすんだ目で後ろを見やる。

　みづきの後ろ姿があった。ほっそりとしてはいるが頼もしいその背中は、いまや鬼たちの群れの只ただ中なか。凄すさまじい数の〈黄泉軍勢ヨモツイクサ〉が押し寄せてきていた。みづきは一歩もひるむことなく剣を振るいつづけている。

　というよりも、一歩たりとて退さがるまい、と決意しているのだ。その向こうに壬み琴ことがいるから。ただの一匹も鬼を通してはならじ、と。

　長い黒髪がなびいた。鬼たちが弾はじけ飛んだ。剣が延びた。

　光はしかし、薄うすれつつあった。みづきの迦カ具グ土ヅチももはや限界なのだ。

「くっそおおおおおおおおお！」

　壬琴はわめいた。

　もういいから、と本当はみづきに言いたかった。あたしはもう駄目だから、そんなに頑張らなくていい。みづき姐ねえだけ逃げて──そう言いたかったのに、声にならなかった。言えない自分がひどく腹立たしかった。

「わあ、びっくり」ゆみが柳りゆう眉びをしかめた。「本当に、躾しつけのなってない人ですのね。そんなんじゃ殿方も寄ってきやしませんわ。最後くらい大人おとなしくなさいな」

　ラケットはいまや原形を留とどめていなかった。あたかも〝歪ゆがみ〟そのものがそこに宿ったかのように、闇やみ色の渦がゆみの手の中でこの世ならぬ雄お叫たけびを轟とどろかせている。

　悪かったな、と壬琴は心の中で毒づいた。そんなんでも、あたしに興きよう味みがある馬ば鹿かがひとりいるみたいなんだよ。

　一かず馬ま！

　来いよ。助けに来るならいまほどいいタイミングはないぞ。いま、まばゆいばかりの光とともに〝船〟が現れたなら、漫画のヒロインは涙を流して感かん激げきしちゃうぞ。おまえのことを好きになっちゃうぞ。前と変わらない憎まれ口を叩たたきながらも、実はよく見ろ、頰ほおがぽっと赤くなってるぞ。

　おまえ、好きだろ。こういうシチュエーション。だから早く来い！　来いったら！

　壬琴は四肢を蔓つるに束そく縛ばくされたまま、必死であちこちを見回した。まだ光は届かない。

　みづきの膝ひざはすでに笑っていた。堪こらえようとはしているものの、しかしどうしようもなく震ふるえている。光剣はもはや風に喘あえいでちらちらとしか瞬またたかない星のよう。鬼たちが歓喜の声を響ひびかせた。ひとり、それでも立ちつづけようとする長い髪の少女へ、黒い、ねっとりとした影かげたちが群がる様はひどく淫いん猥わいに見えた。

　まだ駄目か？　ラブコメは嫌いか？　成人指定じゃないと駄目なのか？

　だったら──。

「いけないわ」

　いけないって言われてもな、迦具土のないあたしじゃどうしようもないし、こうなったら……って？

「女の子がそんなこと考えちゃ、ダメ」

　目の前。本当に目と鼻の先に、ひとりの女の子がいた。両りよう膝ひざを立てて座っていて、その膝の上で頰ほお杖づえをついている。見たことのない女の子だった。そのくせ、誰だれかに似ている、と直感的にそう思った。

「あの子はすぐ調子に乗るから。それと、みっちゃん。象さん遊びだっていけないのよ。調子に乗りやすい割には傷つきやすい、厄やつ介かいな性格してんだから」

　ちっちっ、と指を振りながらこまっしゃくれたことを言う。壬み琴ことが思わず息を止めて見つめていると──、

「どこを見てらっしゃるの、壬琴さん？」

　ゆみが不ふ審しんそうな声を出した。すでに手の中の迦カ具グ土ヅチは闇やみに染め抜かれている。

「あんまり怖いんで、どうかしちゃったの」

「え？　あ、いや……」

　断頭台に昇らされた罪人に等しい立場にしては、間の抜けた声が出た。ゆみが肩をすくめる。そしてそのまま〝歪ゆがみ〟に堕おちた迦具土を振り上げた。

「まあいいですわ。死んで」

　あっさり言い捨てると、ゆみは手にした闇を、壬琴の首めがけて力任せに振るった。

　途中で緊きん迫ぱく感が抜け落ちたせいか、壬琴はほとんどテレビでも眺めているような気分で、いま訪れようとしている自分の死を遠くから見ていた。

「あ……」と彼女はつぶやいた。







３──

「さあ、来なさい。一かず馬まくん」

　手招く久く美み先生からは抗あらがいようもなかった。

　一馬の足が進む。足取りにためらいなど微み塵じんもない。

「兄貴、待って！」

　切せつ羽ぱ詰つまった声に振り返ると、妹の美み亜あがいた。光を放っている。が、さっきの逃亡行でもう限界に近かったせいか、かろうじて羽は衣ごろもを形成しているといった感じだ。

「無駄よ」久美が、ほんの些さ細さいな悪戯いたずらをとがめる教師のように笑う。「言ったでしょう？　いまこの学園では霊力イイロよりも外げ法ほうのほうが強く働くのよ。あなたのお兄さんは、これからわたしのためだけに霊力を統括し、そのすべてを身体からだに取りこんでくれる。あとは彼を反はん魂ごんさせるだけ。集まった霊力はそのまま外法の力となり、一六年ぶりに門をこじ開けて鬼を呼び覚ましてくれるはず」

「そんなこと……させない！」

「何を？　鬼を呼び覚ますこと？　それとも、あなたの一馬くんをわたしが取ってしまうこと？」

　楽しげにそう訊きいた久く美みへ、

「どっちもよ！」

　声を叩たたきつけつつ、久美めがけて疾走した。右手を開閉させる。あたしの力だけじゃ、まだ無理なのはわかってる。でも──お願い！　奇跡を起こして！

　久美は、いかにも仕方なさそうにため息をついた。向かってくる美み亜あのほうを見ようともしない。彼女が見ていたのは、そのとき、二人の間に立ちはだかった一かず馬まだけだった。

「やめろ、美亜」

「どいてよ！」

　急に立ち止まろうとし、一馬の胸に抱き止められる形となった美亜は、そのまま兄を振りほどこうとした。

　手で胸を突き飛ばそうとした美亜は、その手から光が急速に失うせていくのを目もく撃げきして思わず身動きを止めた。羽は衣ごろもが消えていく！

「霊力イイロを与えることができるなら」一馬は淡々と言った。「奪うことだってできるのさ」

「兄……貴……」

　信じられないような顔で見上げる美亜の顔へ、一馬は笑いかけた。いつもの一馬の顔だった。だからいっそう、美亜には信じられなかった。

「すまないな。別に操あやつられてる実感はないんだけど。いまはおれがこうしたいんだ。だから──って言うのも変だけど、別におまえに対しての気持ちだって変わってるわけじゃない。そりゃ傷つけたくなんかないさ。でも、久美先生の邪じや魔まをするのだけは許さない。おれ、おまえに本気で怒ったことなんてないけど、でも今度邪魔しようとしたら、本当に許さないぞ」

「……」

　思わず黙だまりこくった美亜の耳に、耳障りなほど大きな笑い声が聞こえてきた。

「聞いた？　美亜さん、お兄さんに怒られたくないならじっとしてることね。どうせあなたなんかに何もできないんだから、そこで大人おとなしく見守ってなさい。子供には分相応よ。そうそう、子供にはお土産みやげが必要ね。ひとついいことを教えてあげる」

　一馬と美亜、二人が沈ちん黙もくをこしらえる中、久美は意外なことを口にした。

「一五年前、一度だけ一族の結界が破られたことがあるわ。それは一六年前の儀ぎ式しきのせいだったのよ。呼び覚まされた鬼は、おそらく一族が戦ってきた中でも最強の鬼だったのね。多くの迦か具ぐ羅らを反はん魂ごんさせ、配下となる外げ法ほう鬼きを生み出したその鬼は、数ヶ月も〝歪ゆがみ〟と現世をいき来して、結界を打ち破っていったの。またこうして〝城〟としてこの学園がある以上、最終的にはふたたび鬼をここへ封印したのだろうけど、ぞくぞくする話だと思わない？　そんな鬼を思いどおりに操れたら、日本を支配下に治めるのだって無理な話ではなさそうよ」

「兄貴──」美亜がひたむきな眼まな差ざしで呼びかけた。「こんなこと言ってるんだよ？　それでも、先生の味方につくの？　一族を敵に回すほど、先生が好きなの？　お願い、正気に返ってよ！」

「わからない子ね。もう時間がないのよ。涙のお別れはさせてあげられないわ」

「そういうことだ」

　一かず馬まは美み亜あの手を握った。「兄貴……」ともう一度呼んだ美亜の目から、また涙があふれそうになる。

「何でもしてあげるから」瞳ひとみだけでなく、そう言う美亜の声も濡ぬれていた。「お願い。あたしが邪じや魔まだって言うなら、逆にもう、何もしないから…………」

「いつまで三文芝居してるの。いくわよ、一馬くん」

　久く美みがあきれた様よう子すで背を向けた。一馬もあとを追おうとする。美亜の手を握ったまま。

　美亜がまた何か叫びかけた。声にならなかった。頰ほおをひと粒の光が落ちた。

「先生」

　一馬の呼び声に、久美がこちらを向いた。

　その胸めがけ、一馬は握りしめた美亜の手を振るう。

　ぽこぺんっ。

　手に生じたステッキ。先端についていた、ハート型の飾りが光をなびかせて飛んだ。

　光はあやまたず久美の──花をあしらったブローチに命中していた。

「ぐわあああッ!?」

　意外なほど、凄すさまじい悲鳴をあげて久美はのた打ちまわった。手で抱えこんだブローチが白く黒く点滅したかと思うと、そこから煙のようなものを噴ふき上げる。がくりと倒れた久美の代わりというふうに、その煙が徐々に人型を取っていった。ひとつ、二つ……と増えていくそれは、やがて目では追いつかないほどの数になり、人の姿になると同時、青紫色の霊力イイロとなって空間内を漂いはじめた。

　美亜が目を剝むく。その中でたったひとつだけ、霊力にならずに人の姿を保ちつづけているものがあった。結界の外でいまだに突とつ撃げきをくり返している水蛭子ヒルコたちと同じ姿──白いセーラー服の女子生徒の姿のまま。

『お、おの、おのれええ……』

　女子高生とは思えないほど大人おとなびた美び貌ぼうの主だが、いまやその美貌は鬼面に取って代わられていた。

「あ、兄貴……。これは!?」

　美亜が、自分の手の中にあるステッキと、ブローチから現れた水蛭子とを見比べるようにしながら上ずった声をあげる。一馬はにっといやらしく笑った。──いや、本人は危機をくぐり抜けたヒーローのカッコイイ笑みのつもりかもしれないが、美亜にはそうとしか見えなかった。

「生身のままで霊力を与えられないか、ちと訓練してみたんだ。新しんちゃんにできたんだから、おれにもできるだろうってさ。まあ、ホラ、天才？……っていっても、まだ、霊力イイロのあふれるここでしか無理だし、ちょっと時間かかったけど」

「じゃなくて。いや、そうなんだけど。あの、あいつ、あれ、あの人は？……」

　あわあわと声を上下させながら美み亜あが訊きく。水蛭子ヒルコは憎しみだけで人を殺せるものなら、一かず馬ま一〇〇人ぶんくらいは楽に殺せそうな眼まな差ざしをこちらに向けていた。

「八人目だよ」一馬はしかし、怯ひるまず真正面から水蛭子を見据えながら説明した。「八人のうち彼女だけが、外げ法ほうの術であのブローチに宿っていたんだ」

「ブ、ブローチに？」

「そ。水蛭子たちを見ろよ」

　一馬は指で、いまだ結界の外から見えない壁かべに弾はじかれつづけている水蛭子たちを指し示した。

「前にあいつらが襲おそってきたときは、おれたち全員に憎しみを向けていた。生きている人間すべてが憎い、っていうふうに。なのに、今回はおれが近づこうが見向きもしなかった。ただひとり──久く美み先生にだけ憎しみを向けていた。何が違うんだろうって考えてたんだ。前と、今回と」

　その違いがブローチだった。いつもならそれをいじくり回す癖くせのある先生が、あのときばかりは髪をいじっていた。つまり、ブローチをつけていなかったのだ。

「久美先生が毎夜、儀ぎ式しきのたびに反はん魂ごんさせていった結界内の魂は、すべてあそこに封じられていたんだ。そうやって、より強い外法の知ち識しきと力を得てたんだよ」

「馬ば鹿かな」呻うめいたのは、久美だった。「あ……あなた、確かにわたしの意のままになっていたはずよ。なぜ、なぜ逆らうの？」

「確かにおれ、久美先生のこと好きだけど」一馬は唇を歪ゆがめた。「前の先生のほうがずっと好きだったよ」

　久美は絶句した。あのとき、一馬は心を見えざる手で摑つかまれながら、それでも心のどこかでか、抵抗しようとする部分があるのに気づいていた。彼がいま口にしたような理由によって。支配者の手の中にある、そのほんのわずかな空くう隙げきを突いて、敵の外法を止める方法を探していた一馬は、美亜の新たな迦カ具グ土ヅチにすべてを託したのだった。

「先生は外法の術で最初のひとり目である彼女を結界から引き剝はがした。残り七人を結界から誘さそい出しやすいように彼女をブローチに封じ、自らもそこからさらなる外法の力を得ながら、儀式をやってたんだろうよ」

「探偵気取りもそこまでだわ！」

　久美はわめくと、頭上に浮いていた水蛭子の青白い手と自らの手を重ねた。水蛭子は甲かん高だかい悲鳴を響ひびかせた。手を引き寄せた久美は、何と水蛭子をそのまま握りつぶした。少なくとも一馬たちにはそう見えた。手の中で黒い霧きり状に拡散したそれが、久美の体内へと吸い込まれて消えていく。

　瞬しゆん間かん、不可視の圧力が輪わとなって広がっていった。「きゃっ」と悲鳴をあげた美み亜あがあとずさる。いくつにも波紋を広げたその輪が、聖堂のあちこちに〝歪ゆがみ〟を生じさせていった。

「何てこと。せっかくいままで水蛭子ヒルコの意思をも誘ゆう導どうして、半永久的に外げ法ほうの力を得ようとしていたのに。他ほかのすべての水蛭子たちまで解き放ってくれちゃって」

「先生──」

「先生と呼ばないでくれる、浅あそ生う一かず馬ま。もういいわ、ここへ来るという目的は果たしたのだから、彼女たちももう用済みよ。彼女から得た最後の力を使えば、あなたを反はん魂ごんさせられるはず。いずれにせよチェックメイトだわ」

　ふたたび優ゆう位いに立ったと確信したか、久く美みは笑み崩れた。その笑みは、いままで抑えつけられていた本性が剝むき出しになったぶん、凄せい惨さんでなおかつ鋭するどい迫力があった。一〇人中九人が、おどおどしていた彼女より美しいと口を揃そろえて言うかもしれない。が──。

「忘れてない、先生？」

　一馬は言った。彼はそうでないひとりだった。

「さっき、先生は先せん輩ぱい方のおかげで力が得られた、って言ってたけど。学園の結界にはそれこそおれたちの先輩が無数にいるんだ。さっきまで先生の手助けをしてくれていた魂は、ほれ」

　空間内で視覚化された霊力イイロが、青紫色の渦となって一馬と美亜の二人を包んでいく。

　久美は何を感じ取ったか、目をくわっと見開くと、いきなり二人へ躍おどりかかった。いまや彼女は自ら取りこんだ水蛭子そっくりの顔をしていた。一六年ぶんの怨えん嗟さ──外法の力を孕はらんだ一いち撃げきが一馬を見み舞まおうとする。

　しかしいまは誰だれも怯おびえなかった。一馬も、そしてその前に立ちはだかった美亜も。

　羽は衣ごろもの光に弾はじかれ、久美は呻うめき声をあげながら宙を泳いだ。思わず一馬は前のめりになって、彼女に手を延ばしかける。が、すぐにその手を引いた。延ばすべき場所はもっと遠い場所。そこへ急いで向かわねばならないのだ。

　一馬のもとへと集まった霊力が、徐々に〝船〟の姿を描いていく。

　渦を巻くごとに勢いを増していく霊力が、空間の外にいた水蛭子たちをも巻きこみ、そして彼女たちをも霊力へと変えながらさらにさらに広がっていく。〝歪み〟はすべて消え失うせ──、

　久美もまた、その奔流の中へと吞のみこまれた。




　闇やみが壬み琴ことの首めがけて振り下ろされた。

　刹せつ那な、壬琴の頰ほおを光が差した。

　まばゆいほどの虹にじ色の光が四方に放たれ、一瞬、壬琴も、ゆみも、るみも、みづきも目を閉じる。

「いない!?」

　驚きよう愕がくの声を張り上げたのはゆみだ。ついさっきまで、近くで束そく縛ばくされていたはずの壬琴の姿が搔かき消えていたのだ。薔薇ばらの結界もろとも。

「こっちだよ」

　声はむしろ耳もとで聞こえた。

　愕がく然ぜんと振り向こうとしたゆみの腹部に、拳こぶしが深くめりこむ。細い息を唇から吐き出すと、そのまま仰あお向むけに倒れた。

　それを手でそっと支える壬み琴ことの足からは、白く輝かがやく翼つばさがはためいていた。

「お姉さま！」

　そちらへ走り寄りかけたるみの喉のどもとへ、すっと冷たいものが後ろから突きつけられた。冴さえ冴ざえとした白はく刃じんのきらめきが、動きを止めたるみの喉のすぐ近くで静止している。

　彼女たちの背後にあった〝歪ゆがみ〟は晴れていた。

　ぺたりと無言でるみはしゃがみこみ、手から薔薇の蔓つるを消し去った。

「よう」

　壬琴が、〝船〟の中からこちらへと歩み寄ってくる一かず馬まと美み亜あに手を挙げる。にっと笑うと、

「遅かったな。もうちょっと早けりゃ、おまえ、ヒロインを救うヒーローになれたのに」

「あン？」片かた眉まゆを吊つり上げ、一馬は不服そうに言った。「いまだってそうだろうが。ここは涙に濡ぬれた壬琴くんが、城主さまン、とか言って抱きついてくるシーンだぞ。いまからだって遅くない。何か色っぽい格好もしてるみたいだし、さ、さ、この胸に遠えん慮りよなく飛びこんできたま……え、え、えッ！」

　後ろから美亜に思いっきりつねられて一馬の声が跳ね上がる。壬琴はさらに笑った。

「さっきまではそのつもりだったんだけどさ。でも、忠告をくれた子がいて……」と言って、廊下を見渡す。「あれ？　いなくなってる？」

「何の話だ、何の。それより──みづきさん、殺さないでね。黒幕がいなくなれば、術も解けるだろうから」

　一馬は壬琴の肩越しにみづきへ声をかけた。刀をるみに突きつけたまま身動きひとつしないので、少し不安になったのだ。

「彼女たちはさ、外げ法ほうで心を操あやつられてたんだ。だから、もう……」

　みづきの様よう子すに気づいて一馬の声が尻しりつぼみに消えた。辺りを警けい戒かいしている。壬琴も表情を引きしめた。何より、みづきの横顔が鬼に囲まれていたときよりも緊きん迫ぱくしているのが不気味だった。

　状況には不釣り合いなほど、寒々とした沈ちん黙もくが立ちこめた。

　雰囲気に対して、廊下の照明がむしろ明るすぎた。そう感じたとき一馬はぞくりと肌を粟あわ立だてた。まだだ──まだ、黄泉よみを孕はらんだ夜は終わっていない。ひどくこめかみが痛んだ。肌と周囲の世界との間に何か薄うすい幕ができているかのように、現実感が希き薄はくなものになりつつある。それでいながら、神経はささくれ立ったように鋭えい敏びんになっていた。

「何。どしたの、みんな？」

　ひとり脳天気な声を出したのは美み亜あだ。一かず馬まの肩を叩たたき、

「壬み琴こと姐ねえはああ言ってるけど、ヒロインはあたしよね。ちゃあんとお兄さまはヒーローの役目を果たしたわけだし、その気持ちもわかってるから」

「気持ち？　どんなだよ」

　一馬も悪乗りにつき合った。どこかでか、気のせいだと思いたい気持ちが働いていた。

「お兄さまが生身で霊力イイロを出せる訓練したのはさあ。あたしが、新しんちゃん家ちの妹になったら嫌だからでしょ？」

「な？　何言って……」

「照れなくていいんだってば。ここはヒロインにふさわしい感かん謝しやの仕方を……」

　ふざけて美亜は背伸びし、一馬の頰ほおに口づけしようとした。ぎょっとした一馬が身を引こうとする。バランスを崩した美亜が「きゃあ」と倒れこんだ。スカートが派は手でにめくれて白いパンティが丸見えになる。顔を赤くした美亜が一馬に喰くってかかろうとした。壬琴の緊きん張ちようが少し解け、口もとが緩ゆるみそうになって、そして……。

　そして。

　美亜の身体からだが宙を浮き、一馬も足をすくわれて、廊下の上に二、三度と身体を叩きつけられ……窓ガラスが激しくがたがた鳴り響ひびき、頭上でばちっ、と何かが弾はじける音がしたかと思うと、照明がいっせいに搔かき消えた──一かず馬まが先ほど感じたとおりに──急激に辺りを押し包んだ闇やみは、ただそこにあるだけの夜ではなかった……放たれる息は熱く──そして、凍こごえるほどに冷たく──まるでそれそのものが生きているかのようにおびただしく濡ぬれ、ただれ、そして耐えがたいほどの臭しゆう気きを放っている……鼻が曲がりそうで、一馬は身体からだを揺さぶられながら、心の中で絶叫していた……これは、死者の臭においだ！　皮ひ膚ふや内ない臓ぞうどころか心までもが腐敗した、この世のものではない……。
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　ぴたりと激げき震しんがやんだ。

　気がつけば、一馬はゆみの身体の下になっていた。気を失っていた彼女だから、頭を叩たたきつけられる恐れがあると思って咄とつ嗟さにやったことだ。そのゆみも目を覚ましたらしい。不安そうに真っ暗闇の中をきょろきょろ見回している。

　一馬がおそるおそる立ち上がろうとした矢先、鼓膜をつんざくような笑い声が聞こえてきた。

『来たぞ！』

　と、そいつはわめいた。城主が統括した霊力イイロでさえ、彼女を霊力に戻すことはできなかったのか──青白い燐りん光こうをまとった水蛭子ヒルコは、しかしもはや人の姿を保っていなかった。

『毎夜のごとくくり返した儀ぎ式しきは無駄ではなかった！　獣けものをつなぎとめていた鎖くさりはそのほとんどが解けていたのだ。そして、最後のもっとも強固な一本は……奴やつめ、自力でちぎり取ったぞ！　凄すさまじい力だ！　喰くわれてしまえ。一六年前のように、ひとり残らず喰われてしまえ！』

　しわがれたような声で吠ほえる。誰だれも応じるものはない。それどころではなかったからだ。

　突然、一馬は自分が居慣れない空気の只ただ中なかにいるのを感じた。ここは彼の居城である学園だというのに、自分こそが阻害されるべき存在だと心身が訴えていた。〝歪ゆがみ〟の中心に立っているかのように。

「一馬さん、〝船〟を……」

　みづきが一馬のほうを向こうとして──失敗した。その途中、あるものが視界に留まったからだ。

　それは廊下の向こうからゆっくりと歩みを運んできた。まず、一馬の近くにいた美み亜あが金切り声を響ひびかせた。

　突如として湧わき上がった痛みに耐えかねたかのように膝ひざをつき、ごろごろと廊下の上を転げ回る。声を出せたのも一いつ瞬しゆん、もはや悲鳴すらあげられず、それでも何かを訴えようとするかのように口をぱくぱくと開閉させながら。

　みづきも片膝をついた。ほとんど本能の為なせる技か、一直線に突っこもうとしていた壬み琴こともまた、三歩といかないうちに膝を折ってその場にうずくまる。ゆみ、るみは言うに及ばず──彼女たちはまた気を失っていた。

　一馬も身動きできなかった。膨ぼう大だいな量の鬼気に打たれ、立っているのがやっとだ。脂汗が次から次に顔を伝っていく。一かず馬まの顔はほとんど笑っているようにさえ見えた。

　みづきは唇を嚙かみしめたまま、何とか立ち上がろうとしている。が、彼女には珍しく苦渋に満ちたその顔こそが、血の滲にじむような努力のひとかけらたりとも成果として望めないことを物語っていた。壬み琴こともうずくまったまま動けない。美み亜あの苦く悶もんぶりは凄すさまじかった。早く気を失ったほうが楽になるぞ、と一馬は思った。

　その一馬はもはやひとりきりだった。

　いいや、もうひとり──と言うべきか、頭上に浮いた青白い存在があった。さぞ勝ち誇っているだろう、と思えたその水蛭子ヒルコはしかし、

『ち──違う！』

　意外な言葉を吐いていた。

『違うぞ。一六年前の鬼ではない！』

　鬼ですらなかった。それは、一馬にはひとりの男に見えた。水蛭子たちが放っていたのが青白い鱗りん粉ぷんなら、その男が全身からたぎらせているのは灼しやく熱ねつの業ごう火かだった。

「外げ法ほう……鬼き……」

　みづきが苦悶にわななく唇からその言葉をつぶやく。

　そう……外法鬼。そしておそらくは、一族の忌いみ名を背負う、反はん魂ごんした迦か具ぐ羅ら──ムイロ。

『こいつは、お笑いだ』水蛭子はくっくっと笑っていた。『一族も業が深い。一部の人間以外には外法に触れることすら禁じておきながら、いざ自分たちを守る盾のためとあらば、反魂した迦具羅でさえ利用しようとは！　あははは、城主、聞いているか？　おまえは、一族の人間を生きたまま封じた城から、その力を得ていたのだ。あははは、ははははははは……！』

　彼女の背負っていた怨えん恨こんはいかなる理由で終わりを告げたのだろう。笑い声を響ひびかせながら、水蛭子は空気に溶けるようにして消え失うせていった。

　残されたのは、一〇数メートルの距離を置いて対たい峙じし合う一馬と、外法鬼。

　その姿……炎が形成したような目、鼻、口……生きたままだって？　一馬は唐突にそんなことを考えていた。よしてくれ。あれが生きてるって言うんなら、ただの鬼だってその辺の虫けらほどの価値はある。

　一馬は自分がまだ立っていることが奇跡的だと思っていた。そして気づいていなかった。すでに廊下の上にへたりこんでいる自分に。

　外法鬼は歩みを止めた。いいぞ。そのまま帰ってくれ。自分にふさわしい場所があるはずだ。そこへ帰って、二度と現れないでくれ。

　が、一馬の願いも空むなしく外法鬼は片手を延ばした。これも気づくのに遅れたが、外法鬼はすでに一馬のすぐ近くに突っ立っていたのだ。

　やめてくれ。

　じゅうと何かが焦げる音と臭においがした。空気に触れた業火の臭いだった。

　この世のものでない何かに、現世の感覚を通じて人が触れるとき、人は気が狂うものなのだろう。一かず馬まは気が触れたと思った。だから立ち上がった。だからせめて霊力イイロを己の拳こぶしに集めようとした。生身のままで。

　お笑い種ぐさだ。

　そいつは何かしゃべろうとするみたいに口を開きかけた。炎にただれた唇が上下に搔かき開く。

『』

　何を言ったのかわからなかった。わかりたいとも思わなかった。いまはただ、一いち撃げきを、おまえに……。

　くたばりやがれ。

　一馬の拳が──迦カ具グ土ヅチでも何でもない、ただの一撃が、外げ法ほう鬼きに触れた。それだけだった。外法鬼は手で一馬の手首を摑つかんでいた。ついに、一馬は……。

「いけないわ」

　幼いその声に、壬み琴ことの顔がはっと持ち上がった。一馬も目を瞠みはってそれを見つめていた。

「そんなことをしてはいけないわ。よく見なさい、あなたの目の前にいる人を。そしてあの子を」

　長い髪をふわふわと漂わせながら、幼おさな子ごは鬼の手をくるむようにして宙に浮いていた。燃える炎を、せめてその小さな手でなだめようとするかのように。

　外法鬼は一歩あとじさり、己の頭を抱えこんだ。

　幼子はくるりと振り向き、一馬と正面から顔を合わせた。優やさしげな頰ほおに浮かんだ笑みが、そのときある人物の顔と重なり合った。

〝城〟にあるすべての霊れい魂こんを解き放つのだと、久く美みは言っていた。そのための儀ぎ式しきをくり返してきたとも。

　久美先生は一馬に問題を出した。〝城〟に封じられている中で、、もっとも強いものはなーんだ？

　答え、〝城〟の邪悪な部分を司つかさどる鬼。

　正解。

　しかし答えはもうひとつあったのだ。

〝城〟の聖なる部分を司る、もっとも高い霊力を有した人ひと柱ばしら。

「母さん」

　正解。

　と幼子は言ったように見えた。

「わたし、思い出したの。あなたに言いたいことがいっぱいあった。一馬、おっきくなったね、頑張ってるね、そして、いっぱい、いっぱい……ごめんなさい」

　大きい瞳ひとみからぽろぽろと涙がこぼれ落ちる。ひとつひとつがきらめきを放って、一馬の身体からだに熱い霊力イイロをもたらしていく。

「生きてる間に、名乗れなくて……あなたを、手放して……わたし、いなくなってしまって……」

　一かず馬まは首を横に振った。

「いっぱい、遊びたかったね。わたし、だから外げ法ほうの儀ぎ式しきに呼び覚まされたとき、真っ先にあなたのもとへ向かったのね。〝城〟である以上、霊力のそのすべてを解放するわけにはいかなかったから、わたしのほんの一部分があなたのもとへ向かったのね。ごめんね……ごめんね。遊ぼうって約束したのにね。お母さんとして思い出のひとつもあげられなくって、ごめんなさい」

「あるよ。思い出なら」一馬は言った。「新しい思い出も、できたしさ」

　かずま、という呼び声を思い出す。

　幼子は泣き笑いを浮かべた。

「みっちゃんたちと仲よくね。……最後の力を、あなたにあげるわ」

　瞬しゆん間かん、幼子は光そのものとなって、一馬の頭上からさんさんたる霊力を降り注いだ。

　一馬は無む意い識しきのうちにそれを取りこみ、己の身体からだを通してもう一度外へと解き放った。

　明滅する真しん紅くの炎が乱れ、外法鬼きはなおもよろめいた。それはもはや意思を持たず、咆ほう哮こうするただの炎の残ざん骸がいだった。いいや──それでもなお、己を取り戻そうと鼓こ舞ぶするように手足を滅茶苦茶めちやくちやに振り乱すと、それそのものがこの世ならぬ悪鬼であるかのようなどす黒い火の粉を散らしながら一馬に背を向け、そして。

　そして、ひときわ強い〝歪ゆがみ〟が突然その前に出現したかと思うと、外法鬼を吞のみこみ、また、そして。

　そして消えた。

「…………」

　一馬は長いこと、ある一点を凝ぎよう視ししつづけていた。仲間たちがその近くに寄ってきても、しばらくは勘づきもしなかったほど。

「消えちまったよ」

　一馬は声を発してみて、はじめて自分が泣いていることに気づいた。

「……どっちが？」と壬み琴ことは訊きいた。

「どっちも」

「そう……どっちもだな」壬琴は一馬の肩を叩たたいた。「でも、あたしたちは全員、ここにいるよ」

「全員──」一馬はひとりごちた。周囲の顔を見渡す。

　そう。全員だ。

　例え、〝城〟から聖邪どちらの部分もとうに失われ、学園が〝城〟でなくなったとしても。

　たとえ、これから先、結界を司つかさどる〝城〟がひとつ消えたために〝歪ゆがみ〟があふれ返ることになっても。

　たとえ、一族がこれから苛か烈れつな戦いに吞のみこまれるようなことがあろうと。

　全員がいま無事なら、ま、それでいっか──と、一かず馬まは思った。
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　すべての報告を聞き終えると、宗主は茶を取り、ひと口啜すすった。

「そうか」

　縁えん側がわから、やや肌にぬめつくような風が入ってくる。

　もう八月も終わりに近づいていた。

「天てん馬まがな……」

　畳にあぐらをかいて座した宗主の対面にいるのは、膝ひざを揃そろえて座っている草くさ薙なぎみづき。

　どちらもしばし無言を保った。

　残り少ない夏の盛りを惜しむような、けたたましい蟬せみの鳴き声が聞こえてくる。

　もうひと口、宗主は茶を啜った。ちなみに、知とも代よの淹いれたものではなく、和装しているみづきの立てた茶である。

「ふたたび〝城〟を生み出すための準備をさせよう」

　数分ののち、宗主は庭の辺りを眺めながら言った。それこそ茶ちや吞のみ話でもするかのように。

「外げ法ほう士しを数人送りこみ、ふたたび鬼を封印する。〝城〟の核となる霊力イイロについては、我が聖堂よりもたらせる。一かず馬まの母ほどの力は望むべくもないだろうが」

「はい」

「一ヶ月ほどはかかろう。それまで……ん？　何だ、珍しいな。言いたいことがあるなら言うてみよ」

　宗主に指摘され、みづきははっと口もとに手を当てた。迷うように視線をさまよわせているのを気づかれたのだ。みづきは目を伏せ、

「いいえ。その……一馬さんのことですけれど」

「うむ」

　浴衣ゆかたの襟えりもとに手を突っこんでぼりぼり搔かきながら、老人は苦笑いした。

「まあ、想像はつく。いろいろと思うところはあるじゃろう。一族もきれいな一面ばかりでないと、前回のクーデター騒さわぎであ奴やつも知っておるはずじゃが。さすがに二回つづけてはきつかったかもしれんな」

「一馬さんは城主になるべくして育てられた方ではありませんから。そもそも心構えがないのです。その辺も考こう慮りよし、お目つけ役のわたしがサポートするべきでしたが……」
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「まあ、構うな。奴やつの環かん境きようについてはわしとて責任がある。──あ奴とて想像はつくだろう。学園を〝城〟として維持するために、また鬼を宿すこと、そして死した民たみの霊れいを結界として捧ささげることが。結界をつくるためだけに生いけ贄にえにも等しい犠ぎ牲せいを出すのは一〇年前を最後に禁じてはおるが、だからといって、納得できるものでもなかろうな。城主として、自分の役目に疑問を持つのもわからぬでもない」

　宗主は湯ゆ吞のみを手に取りかけ、最後まで吞み干したことに気づくとそれを静かに置いた。

「ちょうどこの一ヶ月がよい休養期間になるだろう──とも言いたいが。〝城〟をひとつ失うこの間、あ奴を遊ばせておくわけにもいかん。一族もさほど人材に恵まれているわけではないのでな」

「では……」

「ひと月の間、〝城〟ひとつぶんの結界を、いくつかの〝祠ほこら〟に担当してもらうことになるでな。そのどれかにいってもらうこととなろう。おまえさんもお目つけ役として同行するがいい……な、何だ」

　なぜか宗主は驚おどろいていた。みづきは何も言っていないし、表情も先ほどとさして変わらない。が、何か見抜かれるところでもあったのか、またみづきは目を伏せる。色白の頰ほおに血の気が昇っていた。

「しかし──」宗主は気を取り直したように言った。「一六年の時を越え、外げ法ほうを用いて鬼を呼び覚まさんとする野望の持ち主が現れようとは──。一六年前でさえ、八人もの才気あふれる生徒たちが時同じく、所同じく、等しく外法に目覚めたときも思ったものだが──、果たして偶然であろうか？」

　応じるものはない。

「意思を誘ゆう導どうする力とな。あるいは、その女もまた、何かに導みちびかれたのかもしれん。言葉なき言葉、意思なき意思。わしは思うのだ。我らの知らぬ、理解できぬ本能が黄泉よみそのものにもあるのだと。それは常に戦いを望んでおるのやもしれん。……また、一五年前の悲ひ劇げきを起こすわけにはいかん。わしが代替わりする前の──ここが、最後の正しよう念ねん場ばとなろう」




　ぼけーっ……と、浅あそ生う一かず馬まは窓から外を眺めていた。

　教室。黒い雲が空を覆おおっていて、吹いてくる風はどこか生ぬるい。

〝城〟でなくなった以上、学園に住まずともよくなった一馬だが、いまは浅生家に戻る気力もなく、せめて夏休み中は学園に寝泊りすることに決めていた。

　──藤とう堂どうゆみ、るみ、ならびに大おお野の手て久く美みは学園から姿を消した。

　外法に関かかわった一族の人間。普通ならば処断すべき存在であるが、ゆみ、るみは外法の術に惑わされていたのだから、当人たちに責はない。しかし一度外法に堕おちた一族の人間は、二度と戻れはしない。霊力イイロと外法──双方を併あわせ持つ一族の人間などただのひとり──菊理くくり媛ひめだけなのだ。

　よって、今回、外げ法ほうの才を開花させたこともあって、二人は外法士となるための訓練を受けることとなった。本来、外法士の正体は門外不出のため、学園から姿を消して、家族とも別れを告げ、誰だれも知らない外法士の育成所へと向かったのだ。

　ただ、一かず馬まと、事件に関かかわったみづき、壬み琴こと、美み亜あの四人に、宗主づてのその話が伝えられたのみ。

　そして、大おお野の手て久く美みは──。

　教室でぼーっとしているのにも飽きて、一馬は外へと出た。

　今日はやたらに静かだ。台風が近づきつつあるから、部活動もすべて休み。見渡す限り、誰もいないグラウンドをひとり一馬は歩いていく。テニスコートに差しかかった。

（城主さま！）

　双子の呼び声が聞こえそうだ。明るく、そして一方は控え目に。

（一馬さん……）

　久美先生の、常にためらっているような声。

　そして。

（あそぼ？　かずま）

「おう」

　誰にともなくそう声をかけ、一馬はグラウンドを足早に横切った。

　その顔面へ黒い物体が飛ひ翔しようした。あわてて顔を庇かばった手にサッカーボールが命中する。

「ぼーっとしてると、狙そ撃げきされるぞ」

「壬琴」

　日焼けした顔に白い歯がまばゆい。無論、今日は部活動もなければ、迦か具ぐ羅らの任務もない。

「いつにも増してアホ面づらしてんな。鍛きたえ直してやろうか？　よっし、わかった。さっそく武道館にいこう。心配すんな、道着なら洗ったばかりのやつが……」

「あの、壬琴さん。まだ何も言っておりませんが」

「いいんだよ、身体からだ動かして汗搔かいたほうがスッキリする。いくぞ！」

　壬琴は素早く一馬の後ろに回りこんで尻しりを蹴けっ飛ばした。「あぎょえ」と奇声を発した城主の背中を押しながら武道館へ強引に連れていく。

「なあ……壬琴」

「ン？」

　壬琴が顔を突きつけてくる。優やさしい目をしていた。一馬も穏おだやかな笑顔になって、

「鍛えてる割に胸がでかくなっとるぞ。どこをどう鍛えたらそんなになるんだ。やっぱあれか。マッサージか。ひとりでもみもみしてんのか。ふざけやがって。そういうとき、どうしておれに声をかけないんだ。くそったれ。おれたちは友達じゃなかったのか。馬ば鹿か野郎。ありがとな。おっぱいのひとつくらい、いや二つくらい、一時間でも二時間でも、おまえが望む限り、いいや、たとえ望まなくても嫌がる顔もまたよし、何時間でももみもみしてやるよ、この……」

　次の瞬しゆん間かん、一かず馬まは天を飾るお星さまのひとつになった。

　蹴けり上げたままの姿勢で固まった壬み琴ことの頰ほおが、赤い。怒りのせいばかりでもなかった。聞き逃さなかったからだ。

　校門から美み亜あが手を振って駆けてくるところだった。

「お兄ちゃーん！」

　長い髪を振り振りさせながら走ってきて……途中ですっ転んだ。

「えへへ」

　と土まみれの顔を手で搔かく。照れ笑いを浮かべながらも、その目はぎらっ、と輝かがやいた。──どう!?　この『ドジっ娘こ妹キャラ』!?　わたしとて、『わざ』のひとつくらい……。

　が、生憎あいにく一馬は天から落ちてくるところだったので、『わざ』は目もく撃げきしていなかった。

　どしん、と大きく美亜の足もとを揺らして地面に突き刺さった一馬は──、

　ほんの少し笑っていた。
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あとがき







「殿様」も無事、２巻目を迎えることと相なりました。

　ふと数えてみると、何と今回で、電でん撃げき文庫から出させていただいた杉すぎ原はら智とも則のりの本が一〇冊目になるようです。

　えらいこっちゃ。

　デビュー作「熱砂のレクイエム」が発売されたのが、三年前の六月。三年かかっての一〇冊は速いのか遅いのか、判断はつきかねるところですが、こう、ずらっと並んだ本の背表紙を眺めていると、「へえ」と何やら間抜けな声も出ようというものです。

　感慨にふけるほど仕事したのかよう、と言われると困るので、思い出話はやめときますが、いまはただひたすら目の前の仕事に集中しつつ、一作ごとに自分を高めていきたいものです（おお、優ゆう等とう生せい的発言だ）。




　何か、この本を書いている間は、腰痛起こしたり、奇妙なことで編へん集しゆう部の方々にご迷惑をかけたり（申し訳ありませんでした）、パソコンが一時ぶっ飛びそうになったり、精神的に鬱うつになる日が多かったり……と、なかなかひと筋すじ縄なわではいかない事態がいろいろあったのですが、それでもこの原稿を書いている間はそういうものすべて忘れて（パソコンの件はそうもいきませんが）、没頭するほど楽しかった記き憶おくがあります。

　初のコメディー路線の作品ということで、戸と惑まどいも多かった前巻と異なり、今回は多少リラックスもできて、自分自身いろいろ面おも白しろがって書けたからなのでしょう。

　その楽しさの何割かでも、読者である皆さまにも味わっていただけたのなら幸いです。無論、何割といわず、一〇割でも、あるいはそれ以上でも、いっこうに構わないのですけど。




　と書いているいま現在、風邪かぜをひいてしまっている状態です。

　病気自体久々なので気が滅め入いること滅入ること。そんな中、

「一かず馬まが風邪をひいて、その看病（下心含む）に美み亜あが奮ふん闘とうする話」

　と、

「みづきが風邪をひいて、その看病（下心含む）に一馬がおたおたする話」

　とどっちが面白いかなあ……などと考えてしまう自分がいたりします。

　やっぱり、この物語を一番楽しんでいるのは自分自身かもしれない。







[image: ]







杉すぎ原はら智とも則のり

１９７？年３月生まれ。鹿児島県出身。最近手に入れた趣味は「最悪の未来をシミュレートすること」。真っ黒い妄想にのた打ちまわること数秒後、以前より少しだけ前向きになれるという優れもの。健康のためやりすぎに注意しましょう。
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イラスト／玲れ衣い

１９７９年生まれ、イラストレーター。無類の犬好き。電撃文庫には「殿様気分でＨＡＰＰＹ！」で初登場。
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殿との様さま気き分ぶんでHAPPY!②








杉すぎ原はら智とも則のり
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